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○議事日程 

 日程第 １ 会議録署名議員の指名 

 日程第 ２ 会期の決定 

       （諸般の報告） 

 日程第 ３ 行政報告 

 日程第 ４ 承認第 ３ 号 専決処分の承認について 

              ［令和３年度美幌町一般会計補正予算（第１６号）］ 

 日程第 ５ 同意第 １ 号 オホーツク町村公平委員会委員の選任について 

 日程第 ６ 同意第 ２ 号 美幌町固定資産評価審査委員会委員の選任について 

 日程第 ７ 諮問第 １ 号 人権擁護委員候補者の推薦について 

 日程第 ８ 議案第 ５ 号 町道路線の廃止について 

 日程第 ９ 議案第 ６ 号 美幌町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一 

              部を改正する条例制定について 

 日程第１０ 議案第 ７ 号 美幌町長等の給与等に関する条例の一部を改正する条例制定 

              について 

 日程第１１ 議案第 ８ 号 美幌町職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例制定 

              について 

 日程第１２ 議案第 ９ 号 令和３年度美幌町一般会計補正予算（第１７号）について 

 日程第１３ 議案第１０号 令和３年度美幌町国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 

              について 

 日程第１４ 議案第１１号 令和３年度美幌町介護保険特別会計補正予算（第４号）につ 

              いて 

 日程第１５ 議案第１２号 令和３年度美幌町公共下水道特別会計補正予算（第３号）に 

              ついて 

 日程第１６ 議案第１３号 令和３年度美幌町個別排水処理特別会計補正予算（第２号） 

              について 

 日程第１７ 議案第１４号 令和３年度美幌町水道事業会計補正予算（第２号）について 

 日程第１８ 議案第１５号 令和３年度美幌町病院事業会計補正予算（第２号）について 

 日程第１９ 議案第１６号 オホーツク町村公平委員会規約の変更について 

 日程第２０ 議案第１７号 美幌みどりの村条例の一部を改正する条例制定について 

 日程第２１ 議案第１８号 美幌町奨学金条例の一部を改正する条例制定について 

 日程第２２ 議案第１９号 指定管理者の指定について（美幌峠レストハウス展望休憩室） 

 日程第２３ 議案第２０号 指定管理者の指定について（美幌ターミナル物産センター） 

 日程第２４ 議案第２１号 指定管理者の指定について（美幌みどりの村） 

 日程第２５ 議案第２２号 令和４年度美幌町一般会計予算について 

 日程第２６ 議案第２３号 令和４年度美幌町国民健康保険特別会計予算について 

 日程第２７ 議案第２４号 令和４年度美幌町後期高齢者医療特別会計予算について 

 日程第２８ 議案第２５号 令和４年度美幌町介護保険特別会計予算について 

 日程第２９ 議案第２６号 令和４年度美幌町公共下水道特別会計予算について 

 日程第３０ 議案第２７号 令和４年度美幌町個別排水処理特別会計予算について 

 日程第３１ 議案第２８号 令和４年度美幌町水道事業会計予算について 

 日程第３２ 議案第２９号 令和４年度美幌町病院事業会計予算について 
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              （令和４年度町政執行方針） 

              （令和４年度教育行政執行方針） 

 日程第３３ 一般質問   １番 戸 澤 義 典 君 

 

○出席議員 

     １番 戸 澤 義 典 君      ２番 藤 原 公 一 君 

     ３番 大 江 道 男 君      ４番 髙 橋 秀 明 君 

     ５番 木 村 利 昭 君      ６番 伊 藤 伸 司 君 

     ７番 坂 田 美栄子 君  副議長 ８番 岡 本 美代子 君 

     ９番 稲 垣 淳 一 君     １０番 古 舘 繁 夫 君 

    １１番 上 杉 晃 央 君     １２番 松 浦 和 浩 君 

    １３番 馬 場 博 美 君  議 長１４番 大 原   昇 君 

 

○欠席議員 

なし 

 

○地方自治法第１２１条第１項の規定による出席説明員 

  美  幌  町  長 平 野 浩 司 君 
教 育 委 員 会 
教 育 長 

矢 萩   浩 君 

  農 業 委 員 会 
  会     長 

千 葉 正 美 君 
選挙管理委員会 
委    員    長 

松 本 光 伸 君 

   監 査 委 員  髙 木   清 君 

 

○地方自治法第１２１条第１項の規定による出席受任説明員 

副 町 長        髙 﨑 利 明 君 総 務 部 長        小 室 保 男 君 

町民生活部長 後 藤 秀 人 君 福 祉 部 長 河 端   勲 君 

経 済 部 長        石 澤   憲 君 建 設 部 長 那 須 清 二 君 

病 院 事 務 長        但 馬 憲 司 君 事務連絡室長        志 賀   寿 君 

会 計 管 理 者        西   俊 男 君 総 務 課 長 関   弘 法 君 

危機対策課長 弓 山   俊 君 政 策 課 長 斉 藤 浩 司 君 

財 務 課 長 吉 田 善 一 君 町民活動課長 佐々木   斉 君 

戸籍保険課長 
選挙管理委員会事務局長 

立 花 良 行 君 税 務 課 長 菅   敏 郎 君 

社会福祉課長 片 平 英 樹 君 保健福祉課長 中 尾   亘 君 

農林政策課長 
農業委員会事務局長 

田 中 三智雄 君 みらい農業課長 午 来   博 君 

商工観光課長 影 山 俊 幸 君 建 設 課 長 御 田 順 司 君 

環境管理課長 鶴 田 雅 規 君 上下水道課長 石 山 隆 信 君 

病院総務課長 以 頭 隆 志 君 地域医療連携課長 高 山 吉 春 君 

事務連絡室次長 横 山 聖 二 君 教 育 部 長 遠 藤   明 君 

学校教育課長 多 田 敏 明 君 学校給食課長 佐々木 鑑 仁 君 

社会教育課長 松 尾 まゆみ 君 スポーツ振興課長 浅 野 謙 司 君 
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○議会事務局出席者 

  事 務 局 長        遠 國   求 君   次     長 小 室 秀 隆 君 

 議 事 係 長 高 田 秀 昭 君   庶 務 係 長 村 田   剛 君 

 議 事 係        新 田 麻 美 君 

 

博 物 館 課 長 鬼 丸 和 幸 君 監査委員事務局長 遠 國   求 君 

監査委員事務局次長 小 室 秀 隆 君   
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       午前１０時００分 開会   

 

◎開会・開議宣告 

○議長（大原 昇君） おはようございま

す。 

 ただいまの出席議員は１４名でありま

す。定足数に達しておりますので、令和４

年第３回美幌町議会定例会を開会します。 

 これから、本日の会議を開きます。 

─────────────────── 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（大原 昇君） 日程第１ 会議録

署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２５条

の規定により、１１番上杉晃央さん、１２

番松浦和浩さんを指名します。 

─────────────────── 

◎日程第２ 会期の決定 

○議長（大原 昇君） 日程第２ 会期の

決定についてを議題とします。 

 去る２月２２日、議会運営委員会を開き

ましたので、委員長から報告を求めます。 

 １３番馬場博美さん。 

○１３番（馬場博美君）〔登壇〕 令和４

年第３回美幌町議会定例会の開会に当た

り、去る２月２２日、議会運営委員会を開

催しましたので、その内容と結果について

報告いたします。 

 本日、２日、第１日目は、初めに町長か

ら行政報告を受けます。その後、承認第３

号専決処分の承認についてから、議案第１

５号令和３年度美幌町病院事業会計補正予

算（第２号）についてまでを審議します。 

 令和３年度関連議案の審議後に、令和４

年度関連議案である議案第１６号オホーツ

ク町村公平委員会規約の変更についてか

ら、議案第２９号令和４年度美幌町病院事

業会計予算についてまでの１４件を一括上

程した後、町長から町政執行方針、教育長

から教育行政執行方針を受けます。 

 その後、一般質問に入りますが、通告順

に、戸澤義典さんの１名を予定していま

す。 

 第２日目、３日は、前日に引き続き一般

質問を行い、藤原公一さん、木村利昭さ

ん、私、馬場博美、伊藤伸司さん、松浦和

浩さんの５名を予定しています。 

 第３日目、４日は、第２日目に引き続き

一般質問を行い、上杉晃央さん、稲垣淳一

さん、大江道男さん、坂田美栄子さん、髙

橋秀明さんの５名を予定しております。 

 第４日目、５日土曜日及び第５日目、６

日日曜日は、休日休会となります。 

 第６日目、７日は、令和４年度関連議案

の説明を受けます。 

 第７日目、８日は、第６日目に引き続き

令和４年度関連議案の説明を受け、説明終

了後、本会議を休憩し、各議員が議案の疑

問点整理を行います。 

 第８日目、９日は、第７日目に引き続き

本会議を休憩し、各議員が議案の疑問点整

理を行います。 

 第９日目、１０日及び第１０日目、１１

日は、各議員が議案の疑問点を整理し、資

料を要求したものに対して関係部局が資料

を作成するため、議決休会とします。 

 第１１日目、１２日土曜日及び第１２日

目、１３日日曜日は休日休会となります。 

 第１３日目、１４日から第１６日目、１

７日は、令和４年度関連議案の質疑を行い

ます。質疑終了後、本会議を休憩し、会派

等による審議を行います。その後、本会議

を再開し、令和４年度関連議案の表決を行

った後、報告案件などを予定しています。 

 次に、本定例会において、意見書の提出

を求める要請・陳情を４件受理しています

ので、その取扱いについて報告いたしま

す。 

 北海道町村議会議長会からの地球温暖

化、海水温上昇に伴う水産漁業被害の解明

と支援策を求める意見書の要請について

は、意見書案を作成し、本定例会において

審議することといたします。 

 なお、付偉彤さんからの中国で不法に逮
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捕されている母（毛嘉萍）の早期救出を求

める意見書提出の陳情、特定非営利活動法

人日本ウイグル協会からの中華人民共和国

による人権侵害問題に対する調査及び抗議

を求める意見書提出の陳情、靖国神社国営

化阻止道民連絡会議からの日本国憲法の尊

重・擁護に関する要請につきましては、資

料配付の措置といたしました。 

 以上のとおり審議を進めることとし、会

期を本日３月２日から３月１７日までの１

６日間としますが、議案審議の進行状況に

よっては、日程を順次繰り上げるなど、調

整することもありますので、御承知おき願

います。 

 本定例会は、新年度予算を審議する重要

な定例会であり、会期１６日間の長丁場と

なりますが、慎重なる審議に皆さんの協力

をお願いするとともに、行政職員の皆さん

には真摯な答弁と対応をお願い申し上げ

て、議会運営委員会委員長としての報告と

いたします。 

○議長（大原 昇君） お諮りします。 

 ただいま、議会運営委員会委員長から報

告のあったとおり、本定例会の会期を本日

から３月１７日までの１６日間とし、疑問

点整理及び資料作成に要する日程確保のた

め、３月１０日から３月１１日までの２日

間を休会とすることについてを採決しま

す。 

 この採決は、起立によって行います。 

 議会運営委員会委員長の報告のとおり決

することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（大原 昇君） 起立多数です。 

 したがって、会期は本日から３月１７日

までの１６日間とし、３月１０日から１１

日までの２日間を休会とすることに決定し

ました。 

─────────────────── 

◎諸般の報告 

○議長（大原 昇君） 諸般の報告を行い

ます。 

 諸般の報告については、事務局長から報

告させます。 

○事務局長（遠國 求君） 諸般の報告を

申し上げます。 

 本日の会議につきましては、お手元に配

付しております議事日程のとおりでありま

す。朗読については、省略させていただき

ます。 

 次に、地方自治法第１２１条第１項の規

定に基づく出席説明員につきましても、印

刷したものを配付しておりますので、御了

承願います。 

 なお、松本選挙管理委員会委員長、千葉

農業委員会会長、所用のため明日以降、髙

木監査委員、所用のため明日欠席の旨、そ

れぞれ届出がありました。 

 また、本定例会中、議会広報及び町広報

用のため写真撮影を行いますので、御了承

願います。 

 なお、報道機関の写真撮影及びパソコン

使用を許可しておりますので、併せて御承

知おき願います。 

 以上で、諸般の報告を終わります。 

─────────────────── 

◎日程第３ 行政報告 

○議長（大原 昇君） 日程第３ 行政報

告について。 

 町長から行政報告があります。 

 町長。 

○町長（平野浩司君）〔登壇〕 本日、こ

こに令和４年第３回美幌町議会定例会が開

催されるに当たり、御出席を賜りました議

員各位に対しまして、心から感謝いたしま

すとともに、行政報告と提出案件の概要に

ついて御説明を申し上げます。 

 行政報告といたしましては、第１に御寄

附についてであります。 

 昨年１２月、東京都世田谷区にお住まい

の本田忠盛様から、町の教育充実のために

役立てていただきたいと３００万円の御寄

附をいただいたところであります。 

 御厚志をありがたくお受けし、御趣旨に
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沿って活用してまいりたいと存じます。 

 第２に、新型コロナウイルス感染症対策

についてであります。 

 新型コロナウイルスの感染状況は、昨年

末まで落ち着きを見せていたものの、本年

に入ってから感染力が強いオミクロン株の

影響により、全国的に感染が急拡大いたし

ました。 

 北海道より１週間ごとの感染者数が公表

されておりますが、全道の新規感染者につ

いても増加が続き、全ての振興局管内で多

くの感染確認が続いております。 

 本町におきましても、本年に入り新規感

染者の確認がなされ、また、町内初となる

クラスターが町内の医療機関において発生

するなど、本年１月９日以降において、こ

れまでに非常に多くの新規感染者の確認が

なされております。 

 感染された方々には一日も早い回復を心

から願うとともに、感染した方やその家族

等の詮索、誹謗中傷などはこれまで同様に

厳に慎んでいただくことが必要と考えてお

ります。 

 誰もが、いつ、どこで感染してもおかし

くない状況の中、不安を抱えての生活が続

いておりますが、町民一丸となって改めて

基本的な感染防止行動の徹底を図り、感染

拡大の未然防止に努めることが、今、何よ

り重要なことであります。 

 町では、保健師による健康相談をはじ

め、希望される方へ新型コロナウイルス感

染症に係る検査キットの無料配布を行うな

ど、町民の皆様の不安を解消するための対

策を行っております。 

 また、感染拡大の未然防止策として最も

大きな効果が期待されているのがワクチン

接種であります。 

 本町では、３回目のワクチン接種につい

て、昨年１２月から医療従事者、高齢者施

設の入居者及び従事者から接種を開始し、

一般の皆様につきましては、高齢者の方か

ら順に２月１９日より接種を開始し、併せ

てエッセンシャルワーカーについても優先

して接種を開始しているところでありま

す。 

 集団接種につきましては、毎週土曜日、

日曜日に、４月まではしゃきっとプラザ

で、５月以降はコミュニティセンターにお

いて実施し、併せて個別接種につきまして

も、町内の１病院、３医院におきまして順

に接種を開始しております。 

 ワクチン接種につきましては、あくまで

も任意でありますが、国において高い発症

予防効果や安全性についての知見が示され

ており、感染拡大を防止する有効な手段に

なるものと考えております。 

 引き続き、多くの町民の皆様に接種の機

会を得ていただけるよう、ワクチン接種の

勧奨に努めてまいるとともに、美幌医師会

をはじめ、各方面の皆様との連携と情報共

有を図りながら、早期に、そして速やかに

接種を行うことができるよう取り組んでま

いります。 

 今後におきましても、町民皆様の命と健

康を守るため、ワクチン接種をはじめとし

た感染拡大防止対策を積極的に進めなが

ら、併せて社会経済活動との両立に向け、

必要な支援策を講じ、一日も早く日常や生

活を取り戻していけるよう職員一同全力を

尽くしてまいりますので、重ねて御理解と

御協力をお願い申し上げます。 

 第３に、北京２０２２オリンピック冬季

競技大会出場結果についてであります。 

 去る２月４日から２０日まで中国・北京

で開催されました第２４回オリンピック冬

季競技大会に本町出身の選手２名が日本代

表として出場しましたので、その競技結果

について御報告いたします。 

 まず、前回の平昌大会に続き２大会連続

出場となるスピードスケート競技の一戸誠

太郎選手であります。３種目に出場し、ま

ず、男子５,０００メートル１２位、次い

で、男子１,５００メートルにおいて１０

位、そして、初出場した男子マススタート
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では右膝に痛みを抱えながらも８位に入賞

する見事な結果を残してくれました。 

 今回のオリンピック出場は、上位入賞の

手応えをつかみ挑んだ大会でありました

が、世界の壁は想像以上に高く、メダルに

は手が届かなかったものの、日本男子中長

距離界のエースとして、持ち前の粘り強い

滑りと最後まで諦めない姿に多くの町民は

感銘を受けました。 

 次に、オリンピック５大会連続出場とな

るクロスカントリースキー競技の石田正子

選手であります。４種目に出場し、まず、

女子１５キロメートルスキーアスロン複合

競技において２７位、次いで、女子１０キ

ロメートルクラシカル競技において２７

位、女子４×５キロメートルリレー競技に

おいて１１位、そして、大会最終日の女子

３０キロメートルマススタートフリーにお

いては２６位という結果でありました。 

 これまで日本女子距離スキー界の第一人

者として先頭を走り続け、本大会において

も日本選手を牽引しながら、豊富な経験と

不屈の精神により、最後まで世界の強豪と

競い合う姿に多くの町民が感銘を受けたと

ころであります。 

 本大会においては、新型コロナウイルス

感染症拡大の影響から現地での応援は叶い

ませんでしたが、美幌町オリンピック・パ

ラリンピック選手後援会主催のテレビ応援

鑑賞会において、御家族と少年団関係者が

一つになり熱い応援が行われました。 

 このたびの出場は、一戸選手、石田選手

の並々ならぬ努力と、それを支えられた所

属会社、チームスタッフ、関係諸団体、そ

して、御家族の御尽力の賜物であり、心よ

り敬意を表する次第であります。 

 両選手の輝かしい勇姿は、多くの町民の

皆さんに勇気と感動を、そして、子供たち

に夢と希望を与えていただきました。 

 今後とも、一戸選手、石田選手におかれ

ましては、世界の大舞台でのさらなる活躍

を心から御期待申し上げ、北京２０２２オ

リンピック冬季競技大会出場結果の報告と

いたします。 

 次に、御提案いたします議案等について

御説明を申し上げます。 

 まず、令和３年度に関わる案件といたし

ましては、専決処分の承認について。 

 承認第３号令和３年度美幌町一般会計補

正予算（第１６号）については、町道除排

雪作業等のため急を要したことから、専決

処分をいたしましたので、御承認を賜りた

いのであります。 

 人事案件について。 

 同意第１号オホーツク町村公平委員会委

員の選任については、奥山公敏氏が本年３

月３１日をもって任期満了となることか

ら、新たに五島巧氏を選任いたしたく、御

同意を賜りたいのであります。 

 同意第２号美幌町固定資産評価審査委員

会委員の選任については、原智晴氏が本年

３月２５日をもって任期満了となることか

ら、引き続き原智晴氏を選任いたしたく、

御同意を賜りたいのであります。 

 諮問第１号人権擁護委員候補者の推薦に

ついては、杢師美和子氏が本年６月３０日

をもって任期満了となることから、引き続

き杢師美和子氏を推薦いたしたく、御意見

を賜りたいのであります。 

 町道路線の廃止について。 

 議案第５号は、日並地区の第８７１号道

路について、公共的利用状況にないことか

ら、町道路線の廃止をしようとするもので

あります。 

 条例の制定について。 

 議案第６号美幌町議会議員の議員報酬及

び費用弁償に関する条例の一部を改正する

条例制定については、令和３年度の人事院

給与勧告に基づく特別職の国家公務員の給

与改定に準じて、美幌町議会議員の期末手

当の支給割合を改定しようとするものであ

ります。 

 議案第７号美幌町長等の給与等に関する

条例の一部を改正する条例制定について
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は、１点目は、令和３年度の人事院給与勧

告に基づく一般職の国家公務員の給与改定

に準じて、美幌町長等の期末手当の支給割

合を改定しようとするものであります。 

 ２点目としまして、令和３年１２月に発

生した病院事業における物品購入等に係る

支払い遅延に対し、町民の皆様の町に対す

る信用を大きく損ないましたことに責任の

重さを痛感し、心からおわびを申し上げ、

行政の最高責任者である私及び職員の管理

監督者としての副町長の給与の一定額を減

額するための改正を行おうとするものであ

ります。 

 今後は、組織一丸となって徹底した再発

防止と信頼回復に全力で取り組んでまいり

ます。 

 議案第８号美幌町職員の給与に関する条

例等の一部を改正する条例制定について

は、令和３年度の人事院給与勧告に基づく

国家公務員の給与改定に準じて、職員の期

末手当の支給割合を改定しようとするもの

であります。また、時間外勤務手当の１時

間当たりの算定基礎額について、寒冷地手

当を含める所要の改正を行おうとするもの

であります。 

 令和３年度各会計補正予算について。 

 一般会計につきましては、地方交付税の

追加交付に伴う財政調整基金への積立金と

して１億１,２２８万円を、新型コロナウイ

ルス感染拡大防止に係る抗原体検査キット

の追加購入経費として３２６万７,０００円

の増額をはじめ、事務事業の確定に伴う整

理、繰越明許費の設定、債務負担行為及び

地方債の変更などを行おうとするものであ

ります。 

 特別会計及び企業会計につきまして、国

民健康保険特別会計については、直営診療

施設繰出金の増額などを、介護保険特別会

計については、施設介護サービス給付事業

負担金の減額などを、公共下水道特別会計

については、建設事業費の確定に伴う減額

などを、個別排水処理特別会計について

は、個別浄化槽設置工事費の確定に伴う減

額などを、水道事業会計については、水道

管路整備事業費等の確定に伴う予算の整理

を、病院事業会計については、新型コロナ

ウイルスワクチン接種等に係る予算の整理

をそれぞれ行おうとするものであります。 

 次に、令和４年度に係る案件といたしま

しては、規約の変更について。 

 議案第１６号オホーツク町村公平委員会

規約の変更については、構成団体の経費負

担について、特定の事務を要する臨時的経

費に対する取扱いを新たに整備することに

伴い、規約を変更しようとするものであり

ます。 

 条例の制定について。 

 議案第１７号美幌町みどりの村条例の一

部を改正する条例制定については、休憩施

設を新たな用途に活用するため、みどりの

村の施設から除くこと、また、森林公園の

利用者拡大を図るため、休村日について所

要の改正を行おうとするものであります。 

 議案第１８号美幌町奨学金条例の一部を

改正する条例制定については、奨学金の利

用促進を図り、さらなる教育環境を整える

ことを目的に、貸付け上限額及び償還期間

について改正を行おうとするものでありま

す。 

 指定管理者の指定について。 

 議案第１９号美幌峠レストハウス展望休

憩室については、本年３月３１日をもって

指定期間が満了することから、引き続き美

幌商工会議所を指定管理者に指定しようと

するものであります。 

 議案第２０号美幌ターミナル物産センタ

ーについては、本年３月３１日をもって指

定期間が満了することから、引き続き美幌

観光物産協会を指定管理者に指定しようと

するものであります。 

 議案第２１号美幌みどりの村について

は、本年３月３１日をもって指定期間が満

了することから、引き続き一般財団法人美

幌みどりの村振興公社を指定管理者に指定
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しようとするものであります。 

 なお、令和４年度各会計予算につきまし

ては、後ほど令和４年度町政執行方針にお

いて総括的に御説明の上、各議案につきま

しては、逐次、御説明申し上げますので、

慎重なる御審議の上、原案に御協賛を賜り

ますようお願い申し上げまして、行政報告

と提出案件の概要説明といたします。 

 以上、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（大原 昇君） ただいまの行政報

告、北京２０２２オリンピック冬季競技大

会出場結果についての質疑を許します。 

 質疑は、１人３回までといたします。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。 

 以上で、質疑を終わります。 

 これで、行政報告を終わります。 

─────────────────── 

◎日程第４ 承認第３号 

○議長（大原 昇君） 日程第４ 承認第

３号専決処分の承認についてを議題としま

す。 

 直ちに提出者の説明を求めます。 

 総務部長。 

○総務部長（小室保男君） 議案書の３ペ

ージになります。 

 承認第３号専決処分の承認について御説

明を申し上げます。 

 地方自治法第１７９条第１項の規定によ

り次のとおり専決処分をしたので、同条第

３項の規定によりこれを町議会に報告し、

承認を求める。 

 ４ページをお開き願います。 

 専決処分書。 

 令和３年度美幌町一般会計補正予算（第

１６号）について、町道除排雪作業等のた

め急を要するので、地方自治法第１７９条

第１項の規定により、別紙のとおり専決処

分する。 

 専決日は令和４年２月９日付でございま

す。 

 専決内容について御説明いたしますの

で、５ページを御覧ください。 

 令和３年度美幌町一般会計補正予算（第

１６号）。 

 令和３年度美幌町の一般会計補正予算

（第１６号）は、次に定めるところによ

る。 

 今回の補正は、１月の降雪量が平年を大

きく上回り、５回の一斉除雪を行うなど、

町道の除排雪に要する経費に不足が生じる

見通しとなりましたので、今後の除排雪作

業に支障を来さぬよう、所要額を追加しよ

うとするものであります。 

 歳入歳出予算の補正。 

 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出

それぞれ３,３４０万円を追加し、歳入歳出

予算の総額を歳入歳出それぞれ１２３億１,

９４１万４,０００円とする。 

 第２項につきましては、事項別明細書に

より御説明いたします。 

 歳出から御説明いたしますので、議案書

の１４、１５ページをお開き願います。 

 ３、歳出になります。 

 ８款土木費、２項道路橋梁費、２目道路

橋梁維持費、３、除雪対策事業費の増、燃

料費３５０万円につきましては、直営車両

による除雪、排雪等の稼働時間の増加に加

え、原油価格の高騰により燃料費に不足が

生じる見通しにあることから、所要額を追

加いたします。施設維持管理等委託料、除

排雪委託料２,８６０万円は、当初予算にお

きまして一斉除雪を５回と見込んでござい

ましたが、１月に一斉除雪を既に５回実施

したほか、排雪作業を行うなど、予算に不

足が生じる見通しにあるため、委託料を増

額いたします。 

 次に、１２款職員給与費、１項、１目職

員給与費、２、会計年度任用職員給与支給

事務費の増、その他手当１３０万円につき

ましては、除雪作業に従事する会計年度任

用職員の時間外勤務手当の追加になりま

す。 
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 次に、歳入について御説明いたしますの

で、議案書の１２、１３ページにお戻りを

願います。 

 ２、歳入になります。 

 ２０款繰入金、１項基金繰入金、１目、

１節の財政調整基金繰入金３,３４０万円

は、今回の補正予算に係る財源として財政

調整基金からの繰入れを行うものでありま

す。 

 なお、参考資料の１１ページ、資料５に

基金の年度末予定残高を掲載しております

ので、後ほど御確認をいただければと思い

ます。 

 以上、承認第３号について御説明を申し

上げました。よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） これから、質疑を

行います。 

 １番戸澤義典さん。 

○１番（戸澤義典君） 今回、除排雪の追

加分の予算ということですが、除排雪の基

準について改めてお聞きしたいと思いま

す。 

 ２月２０日の午後以降、暴風雪になると

いうことは事前にニュースでも報道され

て、十分承知していたと思います。それに

もかかわらず、次の日の２１日月曜日に除

雪されておらず、平日ということもあり、

町内の通勤者など大多数の人がが非常に苦

労していたと思います。 

 また、２２日と２３日連続で除雪をしま

したけれども、２３日の除雪はほとんど雪

がないところをかいていって、ただ間口に

硬い重たい雪を置いていっただけという状

況だったと思います。私に言わせれば、も

う１日ずれて、２１日の朝には道路が空い

ている状況が一番理想だったと思うのです

が、その辺を含めて、除排雪の基準につい

てお聞かせいただきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 環境管理課長。 

○環境管理課長（鶴田雅規君） お答え申

し上げます。 

 爆弾低気圧と先日の降雪の関係かと思い

ます。 

 確かに、２０日の朝方近くから急遽、風

のついた雪が降りまして、翌２１日も日中

ふぶいている状況でございました。 

 こちらとしましても、まずは郊外のほう

の路線を空けるために直営の作業職員等、

早朝から動いた段階ではございますが、吹

雪の影響で視界がとても悪いということ

で、途中で帰ってきている経過もございま

す。日中かなりの時間ふぶいていたことも

ございますので、その日の日中除雪はやら

なかったという状況でございます。 

 また、２２日の２回連続のときの２回目

の除雪でございますが、その後、暖気が来

ることが予想されていましたので、１回目

の除雪で取り切れなかった下部分を削って

おくことで、その後の暖気によるぐちゃぐ

ちゃになってしまうものを防ごうと実施し

たものでございます。 

○議長（大原 昇君） １番戸澤義典さ

ん。 

○１番（戸澤義典君） 確かに、視界は非

常に悪い状況でした。でも、視界がある程

度開けるときもあったのです。だから、時

間はかかるかもしれないですから、まして

や間口除雪までやる必要はないと思います

が、１回走るだけでも大分違ったのかなと

思います。私も、日中、脇道に入ったら、

雪の影響で動けない車を多数目撃していま

すし、歩道も除雪されていないものですか

ら、車道にわざわざ出て歩く人もいたので

す。交通安全上もよくない部分が非常に散

見されたのです。 

 ということで、時間を午前０時からと限

らず、１回空けてもらえれば大分楽だった

なと思うのですけれども、その辺の対応は

できなかったのでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 建設部長。 

○建設部長（那須清二君） ただいまの御

質問でございますが、一斉除雪等の基準等

につきましては、前日の１６時までに状況

を把握いたしまして、各業者に連絡をして
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一斉除雪をするという体制で今まで取り組

んでございます。 

 といいますのは、美幌町の町道等、あと

は機械の保有等の状況を考えますと、０時

からでないと一斉除雪の全線の開通が学校

の通学時間等までに間に合わないという状

況がございますので、一斉除雪については

０時から出動するということで行ってござ

います。 

 今回の件に関しましては、前日の１６時

の時点におきましては、周りの町村等では

警報等が出ていたりということがございま

したが、美幌町はそのような状況にはない

ということで、判断させていただきまし

た。そして、実際はどうだったかといいま

すと、確かに０時から朝方までは雪はほと

んど降らない状況でございまして、朝方に

なって急激に積雪が増えましたので、２１

日の一斉除雪は行わなかったという状況で

ございます。 

 ただ、先ほど課長からも御説明いたしま

したとおり、非常に風雪が強まって、機械

が走れる状況にないということで、郊外に

も一部出ていったけれども、除雪ができな

くて戻ってきたような状況もございまし

た。そんな状況から、日中、太い道路を空

けるような対応もできなかったということ

でございますので、御理解いただきたいと

思います。 

○議長（大原 昇君） １１番上杉晃央さ

ん。 

○１１番（上杉晃央君） 先ほど説明があ

りました除排雪委託料２,８６０万円は何回

分の一斉除雪が入っているのかということ

と、専決処分してから既に何回実施して、

残りの予算が何回分ぐらいあるのかという

実施状況について御説明ください。 

○議長（大原 昇君） 建設部長。 

○建設部長（那須清二君） ただいまの御

質問でございますが、今回の専決処分につ

きましては、一斉除雪の回数を２回分とい

うことで計上させていただいております。

そのほかに排雪費用も専決処分をさせてい

ただいてございます。 

 専決処分後、先ほど御質問があったとお

り、２月２２日、２３日と既に２回一斉除

雪に出てございますので、一斉除雪の費用

としましては執行済みということになって

ございますが、現在、排雪費用の執行残等

がございますので、今の状況でいきます

と、あと一、二回ぐらいの排雪費用等を考

えて一斉除雪には対応できるかなと考えて

ございます。ただ、今後の雪の状況によっ

ては足りなくなることも考えられますの

で、その際には改めて専決処分等の対応を

させていただきたいと考えております。よ

ろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） これで、質疑を終

わります。 

 これから、承認第３号専決処分の承認に

ついてを採決します。 

 この採決は、起立によって行います。 

 本件は、承認することに賛成の方は起立

願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（大原 昇君） 起立多数です。 

 したがって、本件は、承認することに決

定しました。 

─────────────────── 

◎日程第５ 同意第１号 

○議長（大原 昇君） 日程第５ 同意第

１号オホーツク町村公平委員会委員の選任

についてを議題とします。 

 直ちに提出者の説明を求めます。 

 町長。 

○町長（平野浩司君） 議案の１６ページ

でございます。 

 同意第１号オホーツク町村公平委員会委

員の選任について御説明申し上げます。 

 オホーツク町村公平委員会委員奥谷公敏

氏は、令和４年３月３１日をもって任期満
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了となるので、次の者を選任いたしたく、

地方公務員法第９条の２第２項及びオホー

ツク町村公平委員会規約第３条第１項の規

定により、議会の同意を求めるものでござ

います。 

 氏名、五島巧氏。 

 住所、生年月日につきましては、議案に

記載のとおりでございます。 

 以上、御説明いたしました。よろしくお

願い申し上げます。 

○議長（大原 昇君） これから、質疑を

行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。 

 これから、同意第１号オホーツク町村公

平委員会委員の選任についてを採決しま

す。 

 この採決は、起立によって行います。 

 本件は、同意することに賛成の方は起立

願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（大原 昇君） 起立多数です。 

 したがって、本件は、同意することに決

定しました。 

─────────────────── 

◎日程第６ 同意第２号 

○議長（大原 昇君） 日程第６ 同意第

２号美幌町固定資産評価審査委員会委員の

選任についてを議題とします。 

 直ちに提出者の説明を求めます。 

 町長。 

○町長（平野浩司君） 議案の１７ページ

でございます。 

 同意第２号美幌町固定資産評価委員会委

員の選任について御説明申し上げます。 

 本町固定資産評価審査委員会委員原智晴

氏は、令和４年３月２５日をもって任期満

了となるので、次の者を選任いたしたく、

地方税法第４２３条第３項の規定により、

議会の同意を求めるものでございます。 

 氏名、原智晴氏。 

 住所、生年月日につきましては、議案に

記載のとおりでございます。 

 以上、御説明いたしました。よろしくお

願い申し上げます。 

○議長（大原 昇君） これから、質疑を

行います。 

 １１番上杉晃央さん。 

○１１番（上杉晃央君） この間、四、五

年間、固定資産評価審査委員会の中で、町

に対して不服申立てなどがあったのかどう

か、その状況があれば件数についてのみお

知らせください。 

○議長（大原 昇君） 町民生活部長。 

○町民生活部長（後藤秀人君） たしか３

年前に１件、土地の部分で申立てがござい

ました。 

 訂正いたします。 

 年数については、今、手元に資料がござ

いませんが、直近では土地について申立て

があった現状がございます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） これで、質疑を終

わります。 

 これから、同意第２号美幌町固定資産評

価審査委員会委員の選任についてを採決し

ます。 

 この採決は、起立によって行います。 

 本件は、これに同意することに賛成の方

は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（大原 昇君） 起立多数です。 

 したがって、本件は、同意することに決

定しました。 

─────────────────── 

◎日程第７ 諮問第１号 

○議長（大原 昇君） 日程第７ 諮問第

１号人権擁護委員候補者の推薦についてを

議題といたします。 

 直ちに提出者の説明を求めます。 
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 町長。 

○町長（平野浩司君） 議案の１８ページ

でございます。 

 諮問第１号人権擁護委員候補者の推薦に

ついて御説明申し上げます。 

 人権擁護委員杢師美和子氏は、令和４年

６月３０日をもって任期満了となるので、

次の者を候補者として推薦いたしたく、人

権擁護委員法第６条第３項の規定により、

議会の意見を求めるものでございます。 

 氏名、杢師美和子氏。 

 住所、生年月日につきましては、議案に

記載のとおりでございます。 

 以上、御説明いたしました。よろしくお

願いいたします。 

○議長（大原 昇君） これから、質疑を

行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。 

 これから、諮問第１号人権擁護委員候補

者の推薦についてを採決します。 

 この採決は、起立によって行います。 

 本件は、諮問のとおり適任とする意見に

賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（大原 昇君） 起立多数です。 

 したがって、本件は、適任と答申するこ

とに決定しました。 

─────────────────── 

◎日程第８ 議案第５号 

○議長（大原 昇君） 日程第８ 議案第

５号町道路線の廃止についてを議題としま

す。 

 直ちに提案理由の説明を求めます。 

 建設部長。 

○建設部長（那須清二君） 議案の１９ペ

ージをお開き願います。 

 議案第５号町道路線の廃止についてを御

説明申し上げます。 

 道路法第１０条第１項の規定により、町

道路線を次のように廃止しようとする。 

 記以下につきましては参考資料で御説明

いたしますので、参考資料の１ページをお

開き願います。 

 資料１、議案第５号関係。 

 日並地区の第８７１号道路につきまして

は、一般交通の用に供する必要がなくなっ

たと認めることから、道路法第１０条第１

項の規定に基づき、当該路線の全部を廃止

しようとするものです。 

 路線位置でございますが、道道福住女満

別線から東側、図面上部中央の黒丸を起点

といたしまして、道道東藻琴豊富線の先、

図面右下の矢印までの太線の区間、路線延

長２,１７８メートルとなります。 

 本路線は、昭和３０年１１月１４日、町

道第８２号として認定、供用開始され、そ

の後、８７１号道路に見直されて供用して

ございます。 

 利用者は林業関係者に限定されており、

交通量は少なく、平成２９年には大雨によ

る道路のり面崩壊が発生いたしまして、道

道東藻琴豊富線側で通行止めとしていた路

線であります。 

 また、今年度の橋梁法定点検で起点から

約３００メートルの位置にある１０６号橋

の架け替えが必要と判定され、橋梁整備に

は多額な事業費が必要となり、道路のり面

補修費用と合わせると多額な費用が必要と

なることから、町道を廃止し、必要最小限

の維持管理で使用を継続したいと考えてお

ります。 

 なお、町道廃止後におきましても、林業

関係者の通行に支障がないよう、町におい

て維持管理を行ってまいります。 

 議案の１９ページにお戻り願います。 

 起終点の位置、実延長、総延長、経過地

は記載のとおりでございます。 

 以上、御説明いたしました。よろしくお

願いいたします。 

○議長（大原 昇君） これから、質疑を

行います。 

 １２番松浦和浩さん。 
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○１２番（松浦和浩君） 林業の生業関係

で使うということですけれども、この補修

費は町が出すという前提なのか、もう一つ

は、橋梁が使えないなら壊すのか、放って

おいても壊さないといけないのですけれど

も、それはどうするのか。 

○議長（大原 昇君） 建設課長。 

○建設課長（御田順司君） ただいまの御

質問でございます。 

 道路の維持管理につきましては、直営の

部分で今後も使用できるように進めてまい

りたいと考えております。 

 また、橋梁の部分でございますが、橋梁

の架け替えにつきましては高額な費用を要

するということでございますけれども、利

用できる状況はつくらなければならないと

いうことで、最小限の費用で通行可能な形

の維持修繕をして使用していきたいと考え

ております。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） これで、質疑を終

わります。 

 これから、議案第５号町道路線の廃止に

ついてを採決します。 

 この採決は、起立によって行います。 

 本案は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（大原 昇君） 起立多数です。 

 したがって、本案は、原案のとおり可決

されました。 

─────────────────── 

◎日程第９ 議案第６号 

○議長（大原 昇君） 日程第９ 議案第

６号美幌町議会議員の議員報酬及び費用弁

償等に関する条例の一部を改正する条例制

定についてを議題とします。 

 直ちに提案理由の説明を求めます。 

 総務部長。 

○総務部長（小室保男君） 議案書の２０

ページになります。 

 議案第６号美幌町議会議員の議員報酬及

び費用弁償等に関する条例の一部を改正す

る条例制定について御説明を申し上げま

す。 

 美幌町議会議員の議員報酬及び費用弁償

等に関する条例の一部を改正する条例を次

のように制定しようとする。 

 記以下につきましては、参考資料により

御説明いたしますので、参考資料の２ペー

ジをお開き願います。 

 資料２、議案第６号関係。 

 美幌町議会議員の議員報酬及び費用弁償

等に関する条例の一部を改正する条例制定

について。 

 改正目的でございますが、令和３年度の

人事院給与勧告に基づく特別職の国家公務

員の給与改定に準じて、美幌町議会議員の

令和４年度以降の期末手当支給割合につい

て変更措置を講ずるものであります。 

 改正内容でありますが、期末手当の年間

支給割合を現行の３.３５月分から３.２５

月分へ０.１か月分を引き下げるもので、６

月及び１２月の支給割合は参考資料に記載

のとおりでございます。また、令和３年１

２月手当の引下げ相当額を令和４年６月に

支給する期末手当で調整いたします。 

 参考資料の３ページに条例の新旧対照表

を掲載しておりますので、御参照いただけ

ればと思います。 

 施行日は、公布の日からとなります。 

 以上、議案第６号について御説明を申し

上げました。よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） これから、質疑を

行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。 

 これから、議案第６号美幌町議会議員の

議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一

部を改正する条例制定についてを採決しま
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す。 

 この採決は、起立によって行います。 

 本案は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（大原 昇君） 賛成多数です。 

 したがって、本案は、原案のとおり可決

されました。 

─────────────────── 

◎日程第１０ 議案第７号 

○議長（大原 昇君） 日程第１０ 議案

第７号美幌町長等の給与等に関する条例の

一部を改正する条例制定についてを議題と

します。 

 直ちに提案理由の説明を求めます。 

 総務部長。 

○総務部長（小室保男君） 議案書の２１

ページになります。 

 議案第７号美幌町長等の給与等に関する

条例の一部を改正する条例制定について御

説明を申し上げます。 

 美幌町長等の給与等に関する条例の一部

を改正する条例を次のように制定しようと

する。 

 記以下につきましては、参考資料により

御説明いたしますので、参考資料の４ペー

ジをお開き願います。 

 資料３、議案第７号関係。 

 美幌町長等の給与等に関する条例の一部

を改正する条例制定について。 

 改正目的でございますが、令和３年度の

人事院給与勧告に基づく一般職の国家公務

員の給与改定に準じて、町長、副町長、教

育長の令和４年度以降の期末手当支給割合

について変更措置を講ずるものでございま

す。 

 また、支払い遅延の再発防止に向けまし

て全庁的に取り組んでいる中、昨年１２月

に支払い遅延が再び発生したことから、行

政運営の最高責任者である町長と職員の管

理監督者である副町長の給料月額を減額し

ようとするものでございます。 

 改正内容でありますが、１点目として、

期末手当の年間支給割合を現行の４.４５月

分から４.３月分へ０.１５月分を引き下げ

るもので、６月及び１２月の支給割合は参

考資料に記載のとおりでございます。ま

た、令和３年１２月手当の引下げ相当額を

令和４年６月に支給する期末手当で調整い

たします。 

 ２点目として、町長及び副町長の給料に

ついて、３月支給分の月額を１０％減額い

たします。 

 参考資料５ページに条例の新旧対照表を

掲載しておりますので、御参照いただけれ

ばと思います。 

 施行日は、公布の日からとなります。 

 以上、議案第７号について御説明を申し

上げました。よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） これから、質疑を

行います。 

 １１番上杉晃央さん。 

○１１番（上杉晃央君） ２点あります。

今回、この期末手当の減額に反対という意

味ではないのですが、本来は令和３年度で

行うべき措置が令和４年度に伸びたという

ことで、これは全て国の閣議決定やその後

の国会での法案処理に責任があったと思う

のですけれども、町長として、こういった

措置について、翌年度に繰り越すというの

は、あまり適切な方法ではないと思うので

す。これはやむを得ないことだと思うので

すけれども、そういった意味で、例えば全

国町村会等で地方団体の声としてそういっ

た国の措置について意見を出したりするこ

とはなかったのかどうか、また、平野町長

としてはどのように感じているのかという

ことが１点です。 

 それから、今回、病院の支払い遅延の関

係で、今後の事務処理体制として共通ボッ

クスをつくって保管することで再発防止対

策を考えているという説明を以前いただき

ましたけれども、これは、病院に限らず、

役場全庁で統一的な方法で再発防止に取り
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組まれているのかどうか。また、契約に基

づかない通常の一般支払いがありますね。

こういったものを処理することが決まっ

て、伝票処理をしていくと思うのです。こ

の辺の管理も契約に基づかないですけれど

も、共通ボックスのような考え方で対処し

ていくのか、その辺の考え方を御説明いた

だきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） ２点御質問をいた

だきましたけれども、１点目のこの時期に

なったということにおいては、結果として

やむを得ないと私は受け止めております。 

 では、こういう時期になったことに対し

て町長としてどう受け止めているかという

ことに対しては、コロナ禍で全国、全道の

首長たちの集まりが全部中止されている中

で、また、管内の役員等もやっていないこ

ともありまして、オホーツク管内の市町村

の首長の中では早く結論を出すべきではな

いかという話はしたことがありますけれど

も、それを超えて、全道、全国まで発信し

ている状況はないです。 

 いずれにしても、この時期に提案するこ

とについては、やむを得ないと言いなが

ら、これに影響する皆様もそうですし、職

員の皆様方に対しては非常に申し訳ないと

思っております。 

 ２点目の取組の状況等については、副町

長から答弁させていただきます。 

○議長（大原 昇君） 副町長。 

○副町長（髙﨑利明君） ただいま上杉議

員からいただきました再発防止策について

でございます。 

 これまでも、同様の事案が発生するたび

に再発防止に取り組んでまいったところで

ございますが、今回は、職員の意識改革と

いうことで、契約・会計事務に係る職員研

修の開催、また、契約等に係る部分につき

ましては、契約等の支出事務の点検表によ

る統一的な確認体制の強化に努めてきてい

るところでございます。 

 また、契約等に基づかない部分につきま

しては、共通ボックスというお話がありま

したとおり、担当者だけでなく、課内の他

の職員も当然チェックできる体制という形

で、それぞれの課において請求書を入れる

統一したものを設けている形になっており

ますので、担当だけで事務を行うのではな

くて、全ての支出についても課内でのチェ

ック体制の強化という部分も取り入れてご

ざいますので、御理解いただきたいと思い

ます。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） これで、質疑を終

わります。 

 これから、議案第７号美幌町長等の給与

等に関する条例の一部を改正する条例制定

についてを採決します。 

 この採決は、起立によって行います。 

 本案は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（大原 昇君） 起立多数です。 

 したがって、本案は、原案のとおり可決

されました。 

─────────────────── 

◎日程第１１ 議案第８号 

○議長（大原 昇君） 日程第１１ 議案

第８号美幌町職員の給与に関する条例等の

一部を改正する条例制定についてを議題と

します。 

 直ちに提案理由の説明を求めます。 

 総務部長。 

○総務部長（小室保男君） 議案書の２２

ページになります。 

 議案第８号美幌町職員の給与に関する条

例等の一部を改正する条例制定について御

説明を申し上げます。 

 美幌町職員の給与に関する条例等の一部

を改正する条例を次のように制定しようと

する。 
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 記以下につきましては、参考資料により

御説明いたしますので、参考資料の６ペー

ジをお開き願います。 

 資料４、議案第８号関係。 

 美幌町職員の給与に関する条例等の一部

を改正する条例制定について。 

 改正目的でございますが、令和３年度の

人事院給与勧告に基づく国家公務員の給与

改定に準じて、職員の給与について改正を

行うものでございます。 

 改正内容でありますが、まず、美幌町職

員の給与に関する条例について。 

 １点目といたしまして、一般職の期末手

当及び勤勉手当の改正でございます。 

 民間の支給割合に見合うよう、年間支給

割合を４.４５月分から４.３月分へ０.１５

月分を引き下げ、その引下げ分は期末手当

に配分いたします。６月及び１２月の支給

割合は資料に記載のとおりでございます。

また、令和３年１２月手当の引下げ相当額

を令和４年６月に支給する期末手当で調整

いたします。 

 ２点目として、会計年度任用職員の期末

手当の改正になります。 

 民間の支給割合に見合うよう、年間支給

割合を２.５５月分から２.４月分へ０.１５

月分を引下げいたします。６月及び１２月

の支給割合は資料に記載のとおりでござい

ます。 

 次に、７ページ、３点目といたしまし

て、再任用職員の期末手当及び勤勉手当の

改正になります。 

 民間の支給割合に見合うよう、年間支給

割合を２.３５月分から２.２５月分へ０.１

か月分を引き下げ、その引下げ分は期末手

当に配分いたします。６月及び１２月の支

給割合は資料に記載のとおりであります。

また、令和３年１２月手当の引下げ相当額

を令和４年６月に支給する期末手当で調整

いたします。 

 ４点目として、一般職及び再任用職員の

時間外勤務手当の改正になります。 

 時間外勤務手当の算出基礎となる１時間

当たりの単価を計算する際、寒冷地手当を

支給する期間の１１月から３月までは寒冷

地手当を含めて算出するように改めます。 

 次に、美幌町一般職の任期付職員の採用

及び給与の特例に関する条例について。 

 任期付職員の期末手当の改正になりま

す。 

 民間の支給割合に見合うよう、年間支給

割合を３.３５月分から３.２５月分へ０.１

か月分引下げいたします。６月及び１２月

の支給割合は資料に記載のとおりでありま

す。また、令和３年１２月手当の引下げ相

当額を令和４年６月に支給する期末手当で

調整いたします。 

 施行日は、それぞれ記載のとおりでござ

います。 

 なお、参考資料といたしまして、８ペー

ジに人事院による給与勧告の骨子を、９ペ

ージ以降に条例改正に係る新旧対照表をそ

れぞれ添付してございます。 

 以上、議案第８号について御説明を申し

上げました。よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） これから、質疑を

行います。 

 １２番松浦和浩さん。 

○１２番（松浦和浩君） 参考資料７ペー

ジの４番、一般職及び再任用職員の時間外

手当のことについて聞きたいのですけれど

も、寒冷地手当を時間外に入れるというの

はどういうことからなのか、国の法律なの

か、規制なのかということがまず１点で

す。 

 また、一般職及び再任用職員の時間給に

対する考えがありますけれども、万が一、

会計年度任用職員などに時間外が発生した

場合、根拠の数字が違ってくると、労使間

で問題があるのか、ないのか。 

 それから、上がるとなれば、町の予算が

増えることになります。そうなると、単価

を上げるのは労使間の問題ですけれども、

職務として時間外を極力させない、職務の
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中で人員を替えるなどして、極力、美幌町

全体のかかる経費を抑える、上がる以上は

しっかり下げるというような形で協議され

ているのか。 

 まず、この三つをお願いします。 

○議長（大原 昇君） 総務課長。 

○総務課長（関弘法君） ３点の御質問を

いただきました。 

 まず、今回の改正の経緯ということかと

思いますが、１時間当たりの単価はもとも

と地方公務員につきまして労働基準法が適

用されていることから、関係法令に基づい

て条例に定めているところでございます。 

 今回の寒冷地手当の加算につきまして

は、労働基準監督署がある県の給与条例を

準用する独立行政法人に対しまして検査を

行った結果、寒冷地手当を時間外勤務手当

の算定基礎に含めていないことについて是

正するようにと勧告があったことがきっか

けとなっております。その取扱いにつきま

しては、様々な議論があったところではご

ざいますが、総務省からは、法に留意の

上、適切に対応するようにといった通知が

全国の自治体になされたといった経過か

ら、今回、条例改正を行うというものでご

ざいます。 

 １点目につきましては、こういったこと

に基づきまして今回の条例提案に至ってい

るということでございますので、御理解を

いただきたいと思います。 

 ２点目の会計年度任用職員の時間外等に

ついてですが、まず、寒冷地手当につきま

しては、会計年度任用職員には寒冷地手当

というものが現在の制度上ございませんの

で、今回の時間外の寒冷地手当を含める改

正につきましては、正規の職員と再任用職

員のみという扱いになります。 

 ３点目ですが、当然、時間外手当、寒冷

地手当を含むと、１１月から３月の期間に

つきましては寒冷地手当分を含んだ月当た

りの単価を計算して時間外が計算されるこ

とになり、当然ながら単価が上がりますの

で、これまでの時間外に対して金額は上が

るということになろうかと思います。 

 今回、寒冷地手当を加算するわけですけ

れども、主査職級でありますと、１時間に

つき大体１５０円から２００円程度上昇す

るという見込みとなってございます。 

 単価につきましては、大幅な上昇にはな

りませんが、議員がおっしゃいますとお

り、当然ながら上がるという結果になって

ございます。 

 時間外の拡大を防ぐということで、当然

ながら、業務の見直しを図りながら、職員

の配置もその時々で随時見直しをしなが

ら、時間外の抑制に引き続きしっかりと努

めていきたいと考えてございますので、御

理解いただきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） １２番松浦和浩さ

ん。 

○１２番（松浦和浩君） １点目と３点目

はよく分かりましたので、ぜひきちんと実

行してもらいたいと思います。 

 ２点目の時間外の算定基準は、寒冷地手

当がないのでというくだりがあったのです

けれども、それであれば、そういう人に対

しては時間外手当のカウント率を何％上げ

るとか、給与ベースの差はないですが、片

方は算定基準が若干違うのであれば、そう

でないほうについてはパーセンテージを変

えるとか、ある程度の配慮があっていいと

思いました。 

 今後、何かの不都合があるかどうか分か

らないですけれども、前提に算定の差が生

じていると思います。それについては、１

００％この料率をいじらないということな

のか、いずれまた検討するのか、どうなの

でしょうか。 

○議長（大原 昇君） 総務課長。 

○総務課長（関弘法君） 時間外の率につ

きましては条例上で定めてございます。議

員がおっしゃるとおり、正職員につきまし

ては寒冷地手当を含めて、会計年度任用職

員につきましては含めないという状況でご
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ざいます。 

 会計年度任用職員の制度創設以来、様々

な議論が続いてございます。現在、寒冷地

手当の算入につきましても、引き続き国の

分科会等でも協議されていますので、会計

年度任用職員の制度上、寒冷地手当が支給

されるとなった場合には、当然ながら、こ

ちらにつきましても同様に時間外の算定要

素として入れていくと。そのような見直し

は今後検討されていくことと思われますの

で、御理解いただきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） これで、質疑を終

わります。 

 これから、議案第８号美幌町職員の給与

に関する条例等の一部を改正する条例制定

についてを採決します。 

 この採決は、起立によって行います。 

 本案は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（大原 昇君） 起立多数です。 

 したがって、本案は、原案のとおり可決

されました。 

 暫時休憩します。 

 再開は、１１時２５分といたします。 

午前１１時１７分 休憩 

─────────────────── 

午前１１時２５分 再開 

○議長（大原 昇君） 休憩前に引き続

き、会議を開きます。 

─────────────────── 

◎日程第１２ 議案第９号 

○議長（大原 昇君） 日程第１２ 議案

第９号令和３年度美幌町一般会計補正予算

（第１７号）についてを議題とします。 

 直ちに提案理由の説明を求めます。 

 総務部長。 

○総務部長（小室保男君） 議案書の２５

ページになります。 

 議案第９号令和３年度美幌町一般会計補

正予算（第１７号）について御説明を申し

上げます。 

 令和３年度美幌町の一般会計補正予算

（第１７号）は、次に定めるところによ

る。 

 今回の補正は、事務事業の確定に係る予

算の整理、繰越明許費の設定、債務負担行

為及び地方債の変更などを行おうとするも

のであります。 

 歳入歳出予算の補正。 

 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出

それぞれ４,９１４万２,０００円を追加

し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞ

れ１２３億６,８５５万６,０００円とす

る。 

 第２項につきましては、事項別明細書に

より御説明いたします。 

 繰越明許費の補正。 

 第２条、繰越明許費の追加は、第２表、

繰越明許費補正により御説明いたします。 

 債務負担行為の補正。 

 第３条、債務負担行為の変更は、第３

表、債務負担行為補正により御説明いたし

ます。 

 地方債の補正。 

 第４条、地方債の変更は、第４表、地方

債補正により御説明いたします。 

 それでは、繰越明許費の補正から御説明

いたしますので、議案書の３０ページをお

開き願います。 

 第２表、繰越明許費補正になります。 

 １段目の２款総務費、３項戸籍住民基本

台帳費、事業名、デジタル手続法対応プロ

グラム改修事業につきましては、住民基本

台帳システムの改修に際し、国庫補助金の

交付決定が３月中旬以降になるため、年度

内に完了できる見通しにございませんの

で、予算を翌年度に繰越しいたします。設

定する金額は２０４万１,０００円でありま

す。 

 ２段目の８款土木費、２項道路橋梁費、
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事業名、除雪ショベル整備事業につきまし

ては、コロナ禍の影響により、車両生産に

係る部品等の供給に遅れが生じており、年

度内に納車を見込める状況にないことか

ら、予算を翌年度に繰り越しいたします。

設定する金額は２,７７４万２,０００円で

あります。 

 次に、３１ページ、第３表、債務負担行

為補正になります。 

 １段目の多目的バス購入費、２段目の自

走式二軸破砕機購入費、３段目の油圧ショ

ベル購入費、以上につきましては、いずれ

も入札結果に基づき購入額が確定したこと

から、限度額を補正後の額へ変更いたしま

す。 

 次に、地方債の変更について御説明いた

しますので、３２ページをお開き願いま

す。 

 第４表、地方債補正になります。 

 １段目の緊急防災・減災事業から４段目

の除雪ショベル整備事業まで、以上の４件

につきましては、事業費の確定に伴う限度

額の変更になります。 

 ５段目の臨時財政対策債は、今年度の地

方交付税の総額が増額され、普通交付税の

追加交付がございましたので、将来の公債

費負担を考慮し、令和３年度の借入額を減

額し、限度額を２億２,５８２万４,０００

円に変更いたします。 

 なお、令和３年度の地方債の総額は、下

段の補正後の欄に記載のとおり、８億９８

２万４,０００円となります。 

 次に、歳出について御説明しますので、

４４、４５ページをお開き願います。 

 ３、歳出になります。 

 増額する補正を中心に御説明をさせてい

ただきます。なお、燃料費の増額につきま

しては、いずれも原油価格の高騰の影響に

よる追加となりますので、説明を省略させ

ていただきます。 

 まず、２款総務費、１項総務管理費、下

段の５目企画費になります。 

 １、政策推進事業費の減のうち、業務等

委託料の２行目、移住特設サイト作成業務

委託料６１万６,０００円につきましては、

１月２２日に開催予定の食の発信イベント

「美幌町の魅力再発見」につきまして、新

型コロナの感染拡大により急遽中止にいた

しましたので、今回、委託料を追加するも

のでございます。 

 地元食材で調理された料理を提供し、食

をテーマに町の魅力を発信するイベントを

企画いたしましたが、１月中旬以降、町内

において感染者が相次いで確認され、開催

の直前に中止を決定したため、チケットの

代金については全額を返金し、発注済みの

食材の代金について町が負担するために委

託料を追加するものでございます。 

 次に、４６、４７ページになります。 

 一番下の９目の財政調整等基金費、１、

財政調整等基金積立金の増、積立金１億１,

２４８万円につきましては、まず、１月１

４日に匿名の方から町のために役立ててほ

しいと２０万円の御寄附がございましたの

で、財政調整基金へ積立てを行います。 

 また、国の経済対策に係る補正予算によ

り、昨年の１２月に普通交付税の再算定が

行われ、臨時経済対策費として１億１,２２

８万円が追加交付されましたので、財政調

整基金に積立てを行います。 

 なお、参考資料の１１ページ、資料５に

各基金の年度末予定残高を掲載しておりま

すので、後ほど御確認をいただければと思

います。 

 続いて、４８、４９ページになります。 

 下段の３項、１目戸籍住民基本台帳費、

１、戸籍住民基本台帳事務費の増、業務等

委託料の２行目、デジタル手続法対応プロ

グラム改修委託料２０４万１,０００円につ

きましては、マイナンバーカード所有者の

転出・転入手続のワンストップ化を図るた

め、住民基本台帳システムを改修するため

の経費になります。 

 次に、５２、５３ページをお開き願いま
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す。 

 下段の２項児童福祉費、１目児童福祉総

務費、１、児童福祉事務費の増、補助金、

保育士等処遇改善臨時特例事業補助金１６

１万円につきましては、国の経済対策に基

づき、教育保育施設で働く保育士等の収入

を３％程度引き上げるため、その所要額を

予算措置するもので、全額が国庫補助金で

措置されます。 

 本町において対象となる施設は藤幼稚園

と大谷幼稚園で、２月及び３月の２か月分

の賃金引上げ分として１６１万円を計上し

てございます。 

 次のページになります。 

 一番上の認可外保育所保育士処遇改善事

業補助金４８万６,０００円につきまして

は、ただいま御説明いたしました国の補助

金につきまして、認可外保育所が対象外と

なるため、町が独自に認可外保育所で働く

保育士の収入を引き上げるための予算計上

になります。 

 対象となる施設は、ひまわり保育園と美

幌療育病院どんぐり保育所に勤務する保育

士の２７名で、２月及び３月の賃金引上げ

分として４８万６,０００円を計上してござ

います。 

 次に、５６、５７ページになります。 

 ４款衛生費、下段の２目予防費、１、感

染等予防対策事業費の増、消耗品費３２６

万７,０００円につきましては、抗原検査キ

ットを３,０００セット追加購入するための

予算計上になります。２月開会の臨時会に

おきまして補正予算をお認めいただき、抗

原検査キットを１,５００セット購入いたし

ましたが、さらに今回３,０００セットを追

加で購入いたします。 

 次に、５８、５９ページになります。 

 中段の２項清掃費、１目塵芥し尿処理

費、１、ごみ分別収集関連事業費の減のう

ち、手数料の４０万６,０００円は、指定ご

み袋売りさばき手数料の追加になります。 

 次に、下段の６款農林水産業費、１項農

業費については、６０ページ、６１ページ

になります。 

 ７目みどりの村管理費、１、みどりの村

維持管理事業費の増、施設維持管理等委託

料、農林漁業体験実習施設管理委託料２２

３万３,０００円につきましては、新型コロ

ナの影響で宿泊者数が大きく減少する一方

で、原油価格の高騰の影響により燃料費が

増加していることから、収支不足を解消す

るため、指定管理者に委託料を追加で支出

いたします。 

 次に、２項林業費、１目林業総務費、２

の林業推進事業費の増、積立金６１５万７,

０００円につきましては、森林整備協定に

基づく御寄附がございましたので、未来へ

の森林づくり基金へ積立てを行います。 

 次に、６２、６３ページになります。 

 ７款商工費、１項商工費、３目観光費、

２、観光施設維持管理事業費の増、施設維

持管理等委託料、交流促進センター維持管

理委託料２１９万４,０００円につきまして

は、原油価格の高騰により、峠の湯びほろ

の燃料費が平年に比べて大きく増加する見

通しでありますので、指定管理者に対して

燃料費を補塡するための予算計上になりま

す。 

 次に、６６、６７ページをお開き願いま

す。 

 下段の１０款教育費、次のページ下段の

２項小学校費の一番下、２目教育振興費、

１、小学校教材整備事業費の増、消耗品費

１８万円につきましては、１２月６日、松

緑神道大和山美幌支部様より３０万円の御

寄附がございましたので、学校図書館の充

実を図るため図書を購入するための予算計

上になります。 

 続いて、７０ページ、７１ページになり

ます。 

 中段の３項中学校費、２目教育振興費、

１、中学校教材整備事業費の増、消耗品費

１２万円につきましても、小学校費と同

様、松緑神道大和山美幌支部様からの御寄
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附により学校図書を購入するための予算措

置になります。 

 次に、４項社会教育費は、７２、７３ペ

ージになります。 

 中段の５目図書館費、３、図書館活動促

進事業費の減のうち、消耗品費１万円は、

１２月２６日、匿名の方から蔵書充実のた

めに役立ててほしいと１万円の御寄附がご

ざいましたので、図書を購入するための予

算計上になります。 

 次のページは全て事業費の確定に伴う予

算の整理になります。 

 続いて、歳入について御説明いたします

ので、議案書の３６、３７ページにお戻り

をいただきたいと思います。 

 ２、歳入です。 

 １２款地方交付税１億９,８９４万１,０

００円につきましては、昨年の１２月、国

の経済対策に係る補正予算におきまして、

今年度の地方交付税の総額が増額され、普

通交付税が追加交付されましたので、今

回、予算計上するものでございます。 

 次に、３８、３９ページになります。 

 下段の１９款の寄附金について、４０ペ

ージ、４１ページをお開き願います。 

 まず、１目の一般寄附金、１節一般寄附

金２０万円につきましては、１月１４日に

匿名の方から町のために役立ててほしいと

御寄附をいただいてございます。 

 次に、３目農林水産業費寄附金の１節林

業費寄附金６１６万４,０００円であります

が、こちらは森林整備協定に基づく御寄附

４件になります。 

 内訳を申し上げます。 

 １件目は、社会医療法人恵和会様から９

９万５,２３４円を、２件目は、生活協同組

合コープさっぽろ様から２２万８,６１８円

を、３件目は、ＮＰＯ法人コンベンション

札幌ネットワーク様から８２万３,１０２円

を、４件目は、一般社団法人ｍｏｒｅ ｔ

ｒｅｅｓ様から４１１万８,０００円を、い

ずれも２月２８日に御寄附をいただいてご

ざいます。 

 次に、４目教育費寄附金、１節の教育総

務費寄附金３０万円は、１２月６日、松緑

神道大和山美幌支部様より、学校教育のた

めに役立ててほしいと御寄附をいただいて

おります。 

 ２節の社会教育費寄附金１万円は、匿名

の方から図書館の蔵書充実のためにと御寄

附をいただいています。 

 次に、２０款の繰入金、１項１目１節の

財政調整基金繰入金２,４８５万４,０００

円の減は、今回の補正予算に係る財源調整

といたしまして、基金の繰戻しを行うもの

であります。 

 その下の２２款諸収入、５項５目１節の

雑入２１１万７,０００円のうち、５行目の

受電設備損害補償保険金９１万２,０００円

につきましては、昨年の９月２３日、廃棄

物処理場内に落雷があり、高圧気中負荷開

閉器が焼損したことに伴い支払われる保険

金を予算計上してございます。 

 ２３款の町債につきましては、第３表、

地方債補正により御説明をしたとおりでご

ざいます。 

 以上、議案第９号令和３年度美幌町一般

会計補正予算（第１７号）につきまして御

説明を申し上げました。よろしくお願いい

たします。 

○議長（大原 昇君） これから、質疑を

行います。 

 １２番松浦和浩さん。 

○１２番（松浦和浩君） ２か所ありま

す。 

 まず、５３ページです。高齢者福祉費の

中の補助金の介護従事者確保対策事業補助

金が１４６万６,０００円のマイナスという

ことで、たしかこれは年度当初の予算で、

人数だとか、いろいろな対策費だったので

すけれども、どのような結果になったから

この数字になったのかが１点です。 

 それと、５７ページの衛生費の保健衛生

費の３、他会計負担事業費の増、病院事業
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会計負担金３,５００万円の増については、

負担金が増えたのは何がこうさせたのか、

理由をもう一度説明願いたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（中尾 亘君） ただいま

の介護従事者確保対策事業補助金の実績

等々がどのような経緯でこのようになった

かという御質問でございます。 

 当初予算で、こちらの補助金につきまし

ては、新たに町内事業所等に常勤雇用とし

て就職した方の家賃、敷金、礼金に係る補

助金を計上しております。 

 当初予算では１０名の予算を計上してお

りましたが、昨年、当初予算で議決した

後、各事業所に周知を十分に行いました

が、結果的に１０名が決算見込みで３名と

いう状況になっております。 

 以上でございます。よろしくお願いしま

す。 

○議長（大原 昇君） 病院事務長。 

○病院事務長（但馬憲司君） お答え申し

上げます。 

 病院事業会計の負担金３,５２２万４,０

００円増ということで、この中身につきま

しては、国から示されている一般会計から

病院事業会計に繰り出すべき基準があるの

ですが、その中の不採算地区病院の運営に

関する経費ということで、今回、国の交付

単価の見直しがございまして、それに基づ

く金額の増となってございます。 

 細かい中身でいきますと、そのほかにも

繰り出し基準に基づく対象経費の増減とい

いますか、そういったものも含めてトータ

ルで３,５２２万４,０００円となります

が、金額の多くは不採算地区病院の運営に

関する経費となってございます。 

○議長（大原 昇君） １２番松浦和浩さ

ん。 

○１２番（松浦和浩君） 聞いていてもよ

く分からないのですけれども、不採算の分

は国から入ってくる分があるのだけれど

も、これでは足りないのかなと思っている

のですが、この不採算の基準が増えるとい

うことは、当然、いきなりこれが変わった

ということであれば、不採算について、今

の基準の何がどう変わったのか、もう一回

説明してください。 

○議長（大原 昇君） 病院事務長。 

○病院事務長（但馬憲司君） 交付基準の

見直しの中身でございますが、通常、１床

当たりの交付金額、１床当たり年間幾らと

いう基準単価があるのですが、その単価の

考え方が変更になりまして、基準単価が大

幅に増額になっているということがござい

ます。 

 その中身につきましては、やはり自治体

病院が対応している新型コロナの対応です

とか、そういったものを鑑み、今回は基準

単価の増額が行われているということでご

ざいます。 

 中身的には、細かい計算方法は、それだ

けではないのですが、大枠でいきますと基

準単価が増えているということでございま

す。 

○議長（大原 昇君） １２番松浦和浩さ

ん。 

○１２番（松浦和浩君） これは、今、令

和３年度の会計で突然上がったという形と

しか思えないのです。ということは、次年

度以降もこの計算式はこの形になると。そ

うなると、この基準で行くと美幌町の負担

金が例年より増えると。要するに、美幌町

の単費が増えるという解釈でいいのです

か。 

○議長（大原 昇君） 病院事務長。 

○病院事務長（但馬憲司君） 今回の基準

単価の見直しにつきましては、限定的とい

いますか、今回のコロナ対応も含めて設定

されているもので、これがずっと続くとい

うことではないと認識しております。 

 今示されている中身によりますと、段階

的に率が下がっていくという基準が示され

ているところでございます。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり
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ませんか。 

 １番戸澤義典さん。 

○１番（戸澤義典君） ２点お願いいたし

ます。 

 まず、４５ページの総務費、政策推進事

業費のうち、移住特設サイト作成業務委託

料６１万６,０００円は食材代であるという

説明を受けましたが、買った食材の使い道

がどうなったのかが１点目です。 

 ２点目は、４９ページの戸籍住民基本台

帳でデジタル手続法対応プログラム改修委

託料ということで、マイナンバーカードを

使って所有者の転出入のワンストップ化を

するためだということだったのですが、こ

れはたしか年度当初予算で２４７万５,００

０円を使って改修していると思うのですけ

れども、それとの関係について教えていた

だきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 政策課長。 

○政策課長（斉藤浩司君） ただいまの１

点目の食材の使い道でございますが、この

イベントに関しましては、美幌町の農産物

等を札幌を含めた料理長に事前に送ってお

りまして、実際にもう加工してしまってお

りました。そのため、この食材については

直近で使い道がないということで、その都

度、そこで廃棄していただいているという

ことで御理解いただければと思います。よ

ろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） 戸籍保険課長。 

○戸籍保険課長（立花良行君） ただいま

の質問でございますけれども、年度当初の

予算からさらに追加でということになりま

すが、国のほうで、令和３年度の補正予算

としまして、マイナンバーカード所有者の

転出・転入手続におけるワンストップ化の

推進ということを強力に打ち出してきたと

ころで、前倒しのような施策になってござ

います。 

 補正予算が国でついた関係で、市町村に

おいても令和３年度中の事業の実行という

のが原則ということで言われている中で、

今回この補正予算で計上させていただいて

おります。 

 実際には事業者との打合せなどもござい

まして、総務部長からの予算の説明の繰越

しの中にもございましたような繰越し対応

となるのですけれども、早急な整備を進め

ていく形で取り組んでいるところでござい

ます。 

○議長（大原 昇君） １番戸澤義典さ

ん。 

○１番（戸澤義典君） その点は了解して

います。年度当初予算との関係についてお

聞かせいただきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 戸籍保険課長。 

○戸籍保険課長（立花良行君） 年度当初

の事業のさらに追加ということで、転出入

のワンストップ化の部分が当初予算には入

っていなかったため、あくまでも追加とい

うことで、その分が増額補正という形にな

ってございます。 

 以上です。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

 １１番上杉晃央さん。 

○１１番（上杉晃央君） ５３ページの保

育士等の処遇改善の補助金と、次のページ

の認可外保育所の同じ補助金の関係と、そ

れから、５７ページの感染予防対策費の抗

原検査キットの関係と、歳入の４１ページ

の宝くじ交付金の増のところの充当事業に

ついて質問します。 

 ５３ページと５５ページで、保育士の２

月、３月分の３％アップという説明があり

ました。今回は議決されてから通知します

ので、実質的には２月、３月分を一括して

３月に支給されるのだと思うのですけれど

も、補助金の申請を出して決算などが出て

きますので、前も質問いたしましたけれど

も、今回は処遇改善ということなので、該

当する職員に対して補助されると思います

が、そういったことの検証をしっかりする

考え方があるのかどうかが１点です。 
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 それから、５７ページの感染予防の関係

では、追加の３,０００セットのキットを買

われるということで、前も質問いたしまし

たが、帰省で子供さんが都会から帰ってき

たとか、何かの都合で行ってちょっと不安

があるという場合のキットの請求について

はいつでもいいということですけれども、

ホームページを見る限り、そういう質問に

対して、こういう場合はいいですよとは書

かれていません。やはり、不安を持たれる

町民の方もいらっしゃいますので、追加で

購入されたときに町民に適切に対応するよ

うな考え方を再度確認したいと思います。 

 最後に、歳入の宝くじの交付金は何の事

業に充当しているものか、その中身をお知

らせいただきたいと思います。 

 よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） 社会福祉課長。 

○社会福祉課長（片平英樹君） １点目の

保育士等の処遇改善ですけれども、御承知

のように、２月、３月分の給与に反映する

ため、今日お認めいただきましたら、速や

かに補助金として４園に対して支給してい

きたいと思っております。 

 また、保育士の方々の給与に確実に反映

されますように趣旨を説明して、当然、補

助金ですから実績報告もありますので、そ

こでしっかりと書類を確認していきたいと

思っております。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（中尾 亘君） ただいま

の３,０００キットの購入の関係の周知でご

ざいますが、確かに、現在、不安のある方

についての周知がされていないのが現状で

ございますので、今回の補正をお認めいた

だいた後、ホームページ等々に追加して弾

力的に広く配付できるように対応してまい

りたいと思います。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） 財務課長。 

○財務課長（吉田善一君） 歳入の宝くじ

交付金収入の充当事業でございますが、こ

ちらは一般財源として収入で受けておりま

して、特定の事業に充てている状況ではあ

りませんので、よろしくお願いいたしま

す。 

○議長（大原 昇君） １１番上杉晃央さ

ん。 

○１１番（上杉晃央君） 私の認識が間違

っていたら教えてください。 

 宝くじの交付金は、事業を交付申請した

りしてやるのではなくて、機械的に自治体

に対して配分が毎年されてくるのでした

か。 

○議長（大原 昇君） 財務課長。 

○財務課長（吉田善一君） ただいまの御

質問にお答えします。 

 交付金につきましては、地区と人数等に

よって積算されて交付されております。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ９番稲垣淳一さ

ん。 

○９番（稲垣淳一君） ６３ページの７款

商工費です。 

 商工業振興推進事業費の減で２,０００万

円ほどありますけれども、大きく三つ、補

助金２点と支援金がありますが、この執行

残と、執行率がそれぞれ何％ぐらいかとい

うことと、この数字に対する分析がありま

したらお知らせください。 

○議長（大原 昇君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（影山俊幸君） ただいま

の御質問でございますけれども、まず１点

目が、減額する３事業のうちの一つ目とい

うことでございまして、新型コロナウイル

ス緊急対策利子等補給事業の２７６万５,０

００円の執行率でございますが、本年の３

月１日現在では１１.８％という執行率でご

ざいます。 

 二つ目の同じく新型コロナウイルス対策

商工団体等販売促進支援事業につきまして

は、執行率が５０％でございます。 

 三つ目の新型コロナウイルス対策事業者
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支援金でございますけれども、こちらの執

行率は５６.６％ということでございます。 

 こちらの分析結果ということでございま

すけれども、まず一つ目の利子補給につき

ましては、今回２７６万５,０００円の減額

ということでございますが、当初予算で１

９件の見込みをしており、その後、実際に

利子補給を実施された方々が３件ございま

す。こちらの１０件というのは、新規に昨

年の３月まで融資の実行が可能でしたの

で、新規の分を見込んでおりましたけれど

も、そちらが減額になったのと、残る６件

は繰上げ償還されたということで減額でご

ざいます。恐らく、国や北海道の融資を受

けられたのではないかと考えております。 

 二つ目の商工団体等販売促進につきまし

ては、補助申請させていただきましたのは

二つの団体でございます。 

 団体の一つ目は、連合商店会でございま

すけれども、大通北１丁目商店街、生き活

き商店街、中央商店会、新町ゆうゆう商店

会という四つの商店街ということで、２０

０万円の補助となってございます。 

 もう一つの団体は美粋会ということで、

１１の飲食店の方々が事業を行っていただ

いたということで、５０万円を執行してご

ざいます。 

 ５００万円の当初予算に対して２５０万

円ですから約半分の執行でございますけれ

ども、どちらかというと、二つ目の飲食店

がアイデアを持ち寄っていただきまして、

様々なアイデアの販売促進企画を御期待さ

せていただきまして、当初１０件というこ

とで見込んでおります。そちらの周知は十

分したつもりではございますが、まだまだ

不十分だったのか、初めての企画というこ

ともございましたし、北海道の補助事業を

利用されている団体もいらっしゃいますの

で、こういった執行率になったのかなと考

えております。 

 また、三つ目の事業者支援金につきまし

ては、昨年、商工会議所でアンケートを実

施していただきまして、そちらに基づきま

して２５０件で３,５００万円ということで

予算計上させていただきましたけれども、

１０３件で１,９８０万円の実績となりまし

た。 

 こちらは、件数も金額も減少ということ

でございますが、新型コロナウイルスの関

係で、外出自粛ですとか、そういった部分

で減少されているという事業者の方々が少

なかったということはございます。確たる

件数の部分の分析というのはしておりませ

んが、今回このようなことになったという

ことで御理解をお願いいたしたいと思いま

す。 

 よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） ９番稲垣淳一さ

ん。 

○９番（稲垣淳一君） 町の経済対策とい

うことで、大変大事な施策を行っていたに

もかかわらず、こういう執行率になったの

は何が原因だったのか、やはりもう少し深

く掘り下げていただきたいと思います。こ

れは、関係団体といろいろ協議の上で事業

を立ち上げていると思いますので、ぜひま

た新年度につながるいい事業にしていただ

ければと思います。 

 以上です。 

○議長（大原 昇君） ５番木村利昭さ

ん。 

○５番（木村利昭君） 私からは２点につ

いて確認させてください。 

 ４７ページの２款総務費の企画費のう

ち、空き家等除却費補助金の利用状況がど

うだったのか、まず一つ教えてください。 

 もう１点は、５３ページ、民生費の高齢

者福祉費の中の介護従事者確保対策事業補

助金です。 

 今まで美幌町は医療従事者確保の補助事

業をしていたと思います。こちらは令和３

年度から新設で始め、端的に美幌町として

エッセンシャルワーカーの確保をしっかり

したいということで、この補助金を設けた
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と思っております。 

 先ほど、１０名分に対して３名だったと

いう答弁がありましたけれども、この補助

金自体、事業者として人が足りないから人

が欲しいということはもちろん、美幌町と

してもエッセンシャルワーカーをしっかり

確保したいというところがあったかと思う

のですが、現実は１０名に対して３名だっ

たということです。民間事業者に対してこ

ういうものを使ってという周知はもちろん

されていると思っているのですが、町とし

て、美幌でこういったものをやっているよ

という周知はどのようにしていたのか。 

 あとは、コロナ等もあるので理解はしま

すが、１０名に対して３名だったというと

ころの現状把握をされているところがあり

ましたらお知らせください。 

○議長（大原 昇君） 政策課長。 

○政策課長（斉藤浩司君） １点目の空き

家の補助金の実績について御説明いたしま

す。 

 空き家等の補助金については、令和３年

度から初めて取り組んだ事業でございまし

て、この中身については、一般型と呼ばれ

る５０万円補助と空き家解体後に新築する

新築型の２パターンがございます。 

 当初予算におきましては、一般型を６

件、新築型を２件ということで想定してお

りましたが、実績としまして、一般型につ

いては７件、新築型は３件の応募がござい

ました。 

 その中で、今回、空き家については、特

に危険な建物を除却したいという制度趣旨

がございますので、新築型は３件全て認定

させていただきました。また、一般型につ

いては、危険判定した結果、７件のうち３

件だけが空き家に該当するということで、

３件合わせて４５０万円という実績になり

ました。 

 また、予算の枠の残がありましたので、

追加の募集をしたのですが、いずれも危険

ではないということで今回は外させていた

だいておりますけれども、今後、来年度も

実施したいというお声もいただいています

ので、制度の周知徹底を図ってまいりたい

と思います。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（中尾 亘君） ただいま

の介護従事者確保対策事業補助金の周知の

方法等でございます。 

 先ほど、事業所に周知したとご答弁させ

ていただきましたが、その後、現状でいけ

ば、ホームページ等と広報びほろでの周知

しかしていないという部分もございまし

て、先ほど議員がおっしゃるとおり、コロ

ナ禍による減少もございますが、実際に１

０名分の予算計上をして３名というのは私

どもも残念な限りでございます。 

 令和４年度は２年目ということで、どう

してもそのままの予算要求をさせていただ

いておりますが、５年度以降に向けて、医

療従事者の補助金と併せてもう一度事業の

検討をしていくべきであると福祉部では考

えております。 

 また、１０名のうちの３名について私ど

もで把握している状況でございますが、確

定している１名は、町内の老人福祉施設の

方でございます。残り２名は、まだ確定は

しておりませんが、現在調整しているとい

うことで、年度内、出納整理期間も含めて

２名の補助の支出があるのではないかとい

うことを把握しております。 

 以上でございます。よろしくお願いしま

す。 

○議長（大原 昇君） ７番坂田美栄子さ

ん。 

○７番（坂田美栄子君） ５７ページの予

防費のところでお伺いします。 

 ２番の予防接種事業費の減、それから、

健康づくり事業費の減、どちらも削減の幅

がかなり大きいと思いますが、減額した理

由はどういうところにあったのか、お伺い

いたします。 
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○議長（大原 昇君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（中尾 亘君） ただいま

の個別予防接種委託料８９３万８,０００円

の減並びに健康づくり、がん検診等の委託

料でいきますと３０６万４,０００円の御質

問だと思われます。 

 正直なところ、当初予算で全対象者数を

多めに見ている部分はございますが、ま

ず、個別予防接種でいきますと、インフル

エンザの減額が非常に大きくなっておりま

す。 

 ８９３万８,０００円のうち、高齢者の定

期接種ですが、２０２万３,０００円の減、

子供のインフルエンザの接種が１９９万３,

０００円、こちらはコロナという部分もご

ざいますが、昨年もその前もそうですが、

２年間インフルエンザが流行していません

でした。ワクチンが不足していたという事

実もございますが、結果的に８９３万８,０

００円のうちの半分ほどがインフルエンザ

の減となっております。 

 次に大きいのが風疹の抗体検査の委託料

でございます。 

 こちらは、昭和３７年４月２日から昭和

５４年４月１日の間に生まれた方は公的な

接種を受ける機会がなかったということ

で、美幌町には対象者が９０４名いるので

すが、令和元年と令和２年の２か年にわた

り、接種クーポン券の発送を行ってきてお

りますが、結果的に、コロナの影響もあ

り、実際に受ける方が少なかったというこ

とです。 

 これは、美幌町に限らず、全国的な状況

となっておりますので、国から令和４年度

を待たずに、令和３年度の３月中に直ちに

追加の発送をするようにという指示がござ

いまして、現在、既存の予算の中でそのよ

うな対応ができるかどうか調整していると

ころです。 

 残りの健康づくり事業につきましては、

こちらも毎年そうですが、がん検診の部分

で、胃がん・肺がん検診の受診率が非常に

少なかったということもございますので、

コロナ禍であっても、検診は次のステップ

につながりますので、令和４年度につきま

しては、コロナ禍がまだ続くことが予想さ

れますが、しっかり周知してまいりたいと

思っております。 

 以上です。よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） ７番坂田美栄子さ

ん。 

○７番（坂田美栄子君） 説明は分かりま

した。ただ、予防接種は、たまたま今回イ

ンフルエンザが流行していなかったという

ことがあります。コロナもあって、それぞ

れの人たちが相当気をつけて、手指消毒、

うがい、手洗いが徹底されていたおかげで

インフルエンザが流行しなかったと思うの

ですが、これはたまたまの話です。インフ

ルエンザとコロナが両方一緒に来られると

非常に大変な状況になるという心配もあり

ます。また、インフルエンザのワクチンを

受けたくても受けられなかったという人た

ちの声が非常に多かったので、今後、しっ

かり予防の体制を取る働きかけをしてもら

う必要があるのではないかと思います。今

後はそういうところも重点施策として続け

ていただきたいと思います。 

 それから、健康づくり推進事業ですが、

がんは減ってはいないのです。徐々に増え

ている状況がまだまだ続いておりますの

で、検診をしっかり受けられるように努力

していただく必要があるかなという思いが

ありまして今回質問させていただきまし

た。今後、しっかり取り組んでいただきた

いと思います。 

○議長（大原 昇君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（中尾 亘君） インフル

エンザにつきましては、６５歳以上のイン

フルエンザワクチンの供給が昨年、その前

と非常に少なかったのですが、特にコロナ

ワクチンが打てない方でインフルエンザの

ワクチンを打ちたいという方が非常に多く

おります。 



－ 29 － 

 また、任意接種の方についても、健康推

進のほうに問合せがありました。美幌で打

てない場合、どこがあるのだろうかという

ことで、費用はかかってしまうのですが、

任意接種の方についても町外の打てる場所

を紹介した経緯がございますので、来年以

降、コロナとインフルエンザの二つが同時

に襲ってきても対応できるように、いろい

ろ周知できる体制は取っていきたいと思っ

ております。 

 がん検診につきましても、美幌町も死亡

の１位ががんとなっております。２年前に

ついては特定健診等を一度お休みした経過

もございますが、昨年度は、コロナ禍であ

っても、ウィズコロナという形で感染対策

をしっかりしながら実施しておりますの

で、令和４年度は、どういうふうに周知し

て、いかに来ていただけるかということを

工夫して行ってまいりたいと思います。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） これで、質疑を終

わります。 

 これから、議案第９号令和３年度美幌町

一般会計補正予算（第１７号）についてを

採決します。 

 この採決は、起立によって行います。 

 本案は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（大原 昇君） 起立多数です。 

 したがって、本案は、原案のとおり可決

されました。 

 暫時休憩します。 

 再開は、１３時３５分といたします。 

午後 ０時１７分 休憩 

─────────────────── 

午後 １時３５分 再開 

○議長（大原 昇君） 休憩前に引き続

き、会議を開きます。 

─────────────────── 

◎日程第１３ 議案第１０号 

○議長（大原 昇君） 日程第１３ 議案

第１０号令和３年度美幌町国民健康保険特

別会計補正予算（第３号）についてを議題

とします。 

 直ちに提案理由の説明を求めます。 

 町民生活部長。 

○町民生活部長（後藤秀人君） 議案書の

８１ページになります。 

 議案第１０号令和３年度美幌町国民健康

保険特別会計補正予算（第３号）について

御説明を申し上げます。 

 令和３年度美幌町の国民健康保険特別会

計補正予算（第３号）は、次に定めるとこ

ろによる。 

 今回の補正につきましては、直営診療施

設繰出金など、年度末における事務事業の

確定等に伴う補正でございます。 

 歳入歳出予算の補正。 

 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出

それぞれ７３５万６,０００円を追加し、歳

入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２６

億３,２０９万５,０００円とする。 

 第２項につきましては、事項別明細書で

御説明いたします。 

 歳出から御説明いたしますので、９０、

９１ページをお開き願います。 

 ３、歳出。 

 ６款基金積立金は、預け入れ利率の減に

より７万８,０００円を減額するものでござ

います。 

 ７款諸支出金、１項償還金及び還付加算

金は、過年度保険基盤安定負担金の精算に

より９９万９,０００円を増額、２項繰出金

につきましては、国保病院における健康管

理事業、医師確保支援事業、救急患者受入

体制支援事業、直営診療施設整備分に係る

特別調整交付金の確定に伴い、直営診療施

設繰出金６４３万５,０００円を増額するも

のでございます。 

 次に、歳入を御説明いたしますので、８



－ 30 － 

８、８９ページにお戻り願います。 

 ２、歳入。 

 ２款道支出金、１項道負担金につきまし

ては、国保病院の直営診療施設健康管理事

業等に係る費用６４３万５,０００円が保険

給付費特別交付金として確定し、増額する

ものでございます。 

 ３款財産収入、１項財産運用収入につき

ましては、預け入れ利率の減による国民健

康保険基金利子の減額でございます。 

 ４款繰入金、２項基金繰入金につきまし

ては、過年度保険基盤安定負担金の精算に

伴い９９万９,０００円を増額するものでご

ざいます。 

 以上、御説明申し上げました。よろしく

お願いいたします。 

○議長（大原 昇君） これから、質疑を

行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。 

 これから、議案第１０号令和３年度美幌

町国民健康保険特別会計補正予算（第３

号）についてを採決します。 

 この採決は、起立によって行います。 

 本案は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（大原 昇君） 起立多数です。 

 したがって、本案は、原案のとおり可決

されました。 

─────────────────── 

◎日程第１４ 議案第１１号 

○議長（大原 昇君） 日程第１４ 議案

第１１号令和３年度美幌町介護保険特別会

計補正予算（第４号）についてを議題とし

ます。 

 直ちに提案理由の説明を求めます。 

 福祉部長。 

○福祉部長（河端 勲君） 議案の９３ペ

ージをお開き願います。 

 議案第１１号令和３年度美幌町介護保険

特別会計補正予算（第４号）について御説

明を申し上げます。 

 令和３年度美幌町の介護保険特別会計補

正予算（第４号）は、次に定めるところに

よる。 

 今回の補正につきましては、国、道の交

付金の決定及び年度末における事務事業の

確定等に伴う補正を行おうとするものでご

ざいます。 

 歳入歳出予算の補正。 

 第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳

出それぞれ３,０４９万４,０００円を減額

し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞ

れ２０億５,５５７万６,０００円とする。 

 第２項につきましては、事項別明細書で

御説明いたします。 

 歳出から御説明いたしますので、１０４

ページ、１０５ページをお開き願います。 

 ３、歳出。 

 １款総務費、１項総務管理費につきまし

ては、新型コロナウイルス感染対策のた

め、地域密着型サービス運営委員会を書面

開催したことにより減額を行うものでござ

います。 

 ２款保険給付費、１項、１目居宅介護サ

ービス給付費につきましては、訪問介護サ

ービス及び地域密着型サービスの利用増に

よる増額でございます。 

 その下、２目施設介護サービス給付費に

つきましては、介護施設の利用者減に伴う

減額でございます。 

 ３款地域支援事業費、１項、１目介護予

防・生活支援サービス事業費と、１０６ペ

ージから１０７ページになりますが、２目

一般介護予防事業費につきましては、財源

調整でございます。 

 その下、２項、１目包括的支援事業費、

１節報酬７万３,０００円の減額につきまし

ては、新型コロナウイルス感染対策のた

め、地域包括支援センター運営協議会を書

面開催としたことによる減額、１２節委託

料につきましては、各種研修等事業が中止
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になったことによる減額でございます。 

 その下、２目任意事業費１０万円の減に

つきましては、認知症に関する町民フォー

ラムについて、びほろ折り梅の会の会員が

講師となりフォーラムを開催したことによ

り、講師分を減額するものでございます。 

 その下、４款基金積立金につきまして

は、預け入れ利率の減により減額するもの

でございます。 

 次に、歳入につきまして御説明いたしま

すので、１００ページ、１０１ページにお

戻りいただきたいと思います。 

 ２、歳入。 

 ３款国庫支出金、１項、１目介護給付費

負担金につきましては、介護給付費の減に

より減額するものでございます。 

 その下、２項、３目保険者機能強化推進

交付金及び４目介護保険保険者努力支援交

付金につきましては、交付決定等により増

額するものでございます。 

 その下の４款支払基金交付金及びその下

の５款道支出金につきましては、介護給付

費の減により減額するものでございます。 

 その下、６款財産収入につきましては、

預け入れ利率の減による介護保険基金利子

の減額でございます。 

 その下、７款繰入金、１項一般会計繰入

金につきましては、１０２、１０３ページ

をお開き願います。 

 ２目地域支援事業繰入金につきまして

は、交付金上限額が変更となり、交付金の

減額により繰入金を増額、その他の繰入金

につきましては、介護給付費や介護保険事

務費の減により減額するものでございま

す。 

 その下の２項基金繰入金につきまして

は、交付金の増額により減額するものでご

ざいます。 

 なお、補正後の基金残高につきまして

は、参考資料１１ページに添付させていた

だいておりますが、６,３５９万５,０００

円となります。 

 以上、御説明いたしました。よろしくお

願いいたします。 

○議長（大原 昇君） これから、質疑を

行います。 

 坂田美栄子さん。 

○７番（坂田美栄子君） １０５ページの

施設介護サービス給付事業費の減ですが、

あまりにも金額が多い減額なので、もう少

し具体的に説明をお願いします。 

○議長（大原 昇君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（中尾 亘君） 施設介護

サービス給付費４,３５２万９,０００円の

減でございますが、こちらは、まず１点目

として、令和２年度に網走市にオープンし

ました介護医療院の施設が２,２００万円ほ

ど決算で減額となっております。残りの施

設サービスの大きなものにつきましては、

町内にございます老健施設が２,４５４万円

の減となっております。 

 以上です。よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） ７番坂田美栄子さ

ん。 

○７番（坂田美栄子君） 今、答弁いただ

いた老健施設の２,４５４万円の減額という

のはどういう理由があるのでしょうか、も

う少し具体的にお話しできればお願いしま

す。 

○議長（大原 昇君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（中尾 亘君） 当初予算

で年間の延べ件数を１,１０４件と見ており

ます。月でいきますと９２床掛ける１２か

月と見ていたのですが、決算で７８床掛け

る１２か月ということで９３７床、こちら

が決算見込みとなったことによるサービス

給付費の減でございます。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

 １２番松浦和浩さん。 

○１２番（松浦和浩君） 同じく１０５ペ

ージの保険給付費の介護サービスの１８番

の居宅介護サービスですが、これはコロナ

の影響なのか。今、老健の待機者が入れな
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くて居宅を受けたとしか思えないのです

が、その辺の事情、居宅介護が増えた理

由、現況を教えてほしいというのが１点で

す。 

 もう一つは、今、坂田議員の質問の老健

は７８床しか使っていないと。となると、

美幌町の第８期介護保険事業計画で町民の

負担金を増やしているのです。今、基金が

６,０００万円分残っているということで、

基金がなくなる条件で年間約５,０００万円

の介護保険料を増やしたのですが、これで

いくと、同じだけ増えていないのです。と

いうことは、老健に入る人数が増えなけれ

ば、介護保険料、基金を使い切らないで残

る。逆に言えば、何で９２床の回転が７８

床で終わっているのか。待機者が１００人

から１５０人いると聞いているのです。そ

れであれば、予算が残るかではなくて、予

算が残るぐらい待機者がいないというなら

いいのですけれども、いるにかかわらず、

何が起きているのか。もし分かればお願い

します。 

○議長（大原 昇君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（中尾 亘君） まず１点

目の居宅介護サービス給付費の内訳でござ

いますが、今、議員がおっしゃられたとお

りコロナの影響ではないかと思われます。 

 大きなものは、訪問介護サービスが約１,

３００万円のうち８００万円、残りが地域

密着型のデイサービスです。町内に２施設

ございますが、コロナの影響により結果的

に訪問介護の事業と地域密着のデイサービ

スを利用する方が増えたというのが分析の

結果でございます。 

 ２点目の施設介護サービス給付費は、確

かに年度当初は計画に基づきまして９２床

分と私どもは試算していたのですが、大変

残念なことに、今、結果的に７８床という

決算見込みとなっております。分析の部分

について、事業所に何度か確認を取ってい

るのですが、実際に入所者数が減っていま

すので、なるべく満床に近づけるような努

力をしていくということで福祉部では確認

が取れています。現状はそこまでの把握し

かしておりません。 

 よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） １２番松浦和浩さ

ん。 

○１２番（松浦和浩君） 施設介護サービ

ス給付金ですけれども、年間７億数千万円

の予算を組んでいて、極端に言えば、我々

議会も九十何床で改善すると聞いていて取

り組んでいると思うのです。管轄がどうだ

と言っても、美幌町の介護認定の形を取っ

ているものですから、僕は施設の中身が

云々より、待機者が町内にもいっぱいいる

ということです。当然、町外からもいま

す。今は解除されましたけれども、もとも

とこれをつくったときは参酌基準であった

はずなので、エリアの中でのベッド数が決

まっていたのです。 

 その中で、美幌町にこれをつくったとい

うことは、管内の中でも数か所ということ

になったのです。そうすると、美幌町以外

の人たちもここを使えるという前提で考え

ていましたので、これだけベッド数を使っ

ていないのであれば、美幌町だってきちん

とした管理をもう少しすべきと思うので

す。その辺は、美幌町ではなかなか入って

いけないものなのか、どこまで確認が取れ

るものなのか、そこだけ教えてください。 

○議長（大原 昇君） 福祉部長。 

○福祉部長（河端 勲君） ただいまの御

質問でございますが、議員がおっしゃると

おり、満度に稼動していないという現状が

ここのところ続いております。 

 議員がおっしゃるとおり、あそこの施設

に関する主導権は町にないのですけれど

も、先ほど課長が答弁しましたとおり、美

幌の事業所の職員とも協議の場を持つほ

か、運営母体とも協議をしているところで

ございます。極力稼働率を上げるようにと

お願いしておりまして、運営母体側も、増

やす方向で善処をする、対策を考えるとい
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うことでございますので、御理解をいただ

きたいと思います。 

○議長（大原 昇君） １２番松浦和浩さ

ん。 

○１２番（松浦和浩君） 先ほど、一般会

計に、予算がついた中で、介護関係の従業

員の補助金を１０人分用意して３人しかな

くて、７人空いている。逆に言えば、人が

足りないのであればしっかり使ってもら

う、この指導をできるのではないかと思う

のです。 

 こちらは一般会計ではないですけれど

も、片方の会計で、そういう人たちにしっ

かり働いてもらうためにいろいろな補助金

をつけていて、なおかつ全部を使っていな

い。そして、こちらはこういう状態になっ

ている。片方を応援していて、片方が管理

できないというのだったら、何かのひずみ

があるのかなと思います。 

 この辺について、何か改善する方法があ

るのか、できるのかどうか、もう一回お示

しください。 

○議長（大原 昇君） 福祉部長。 

○福祉部長（河端 勲君） 議員がおっし

ゃるとおり、両会計でそぐわないという部

分は、御指摘のとおりかと思います。 

 今回、令和３年度から介護従事者に対し

ての補助金をつくらせていただいたところ

でありますけれども、なかなかそれに対応

して職員が集まらない。これは美幌に限っ

たことではなくて、全道・全国的に介護職

員が少ないという現状もあると思っており

ます。 

 そのような中で、本町において、いかに

介護職員を確保して施設がフルに稼働でき

るかということにつきましては、今後、研

究、検討していきたいと思っております。

もう少々お時間をいただければと思ってお

りますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

 １１番上杉晃央さん。 

○１１番（上杉晃央君） 同じページの今

のところですけれども、端的に、減額にな

ったというのは、いわゆる老健施設の人材

確保が十分できていないために、先ほど言

った９２床が７８床の充足率ということ

で、人材が不足していると受け止めてよろ

しいのでしょうか。 

 その辺の原因について、先ほど松浦議員

が言ったように、待機者はたくさんいるの

です。しかし、利用できていないという受

入れ側の施設が原因で、もし本当に人材が

なかなか集まらなくて受け入れていないと

いう状況があるのだとすれば、町のほう

も、今、質問していましたけれども、介護

従事者の補助金まで用意していても人材確

保がなかなか難しいというか、その辺の施

設の状況についてどのような情報共有をし

ているのか、分かれば教えてほしいと思い

ます。 

 あそこに申し込もうとしたら、利用でき

ないですとお断りされているような話が幾

つかの御家族からあったものですから、結

果的に福祉の人材が不足して受け入れられ

ないというのが事実なのかどうか、その辺

の状況を把握していれば教えてください。 

○議長（大原 昇君） 福祉部長。 

○福祉部長（河端 勲君） 今、議員がお

っしゃっている老健施設の件ですけれど

も、職員が減ってきているといううわさは

聞いています。ただ、施設基準について

は、現在、充足していると聞いているとこ

ろでございます。 

○議長（大原 昇君） １１番上杉晃央さ

ん。 

○１１番（上杉晃央君） 施設基準を満た

しているということは、そこに従事する職

員がいながら、なぜ７８床でしか回転して

いかないのか。 

 私は、単純に考えたら、人が足りなくて

受入れが難しいのかなと認識していたので

すけれども、今の部長の説明だと、きちん

と配置基準は満たしているけれども、受け



－ 34 － 

入れられていないと。例えば、配置基準よ

り何人か多くいた職員が何らかの理由で辞

めていって受け入れられないのか、その辺

の実態はどうなのですか。 

○議長（大原 昇君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（中尾 亘君） 昨年、事

業所からの聞き取りをした中においては、

先ほど部長の答弁にございましたように、

人員の配置基準は満たしているという御回

答をいただいております。 

 それで、今、議員がおっしゃるとおり、

それであればなぜこういうふうに満床まで

満たしていないのかということを確認した

ところ、やはり介護状態の重たい方がいる

ために、通常の人員を多く割いて対応して

いるということがあって、それでこういう

結果になってしまっているという回答を受

けています。 

 今、町外の職員とか事務の方とかを北見

とかから派遣して何とか満床に持っていく

ような形で対応するということまでの回答

はいただいております。 

○議長（大原 昇君） 福祉部長。 

○福祉部長（河端 勲君） 先ほど、私は

配置基準は満たしていると申し上げたとこ

ろですけれども、その施設の入所者に必要

な人員が確保されていないという現状がご

ざいます。 

 その部分が充足されなければ施設の回転

率も当然上がらないと思いますので、運営

側と協議をして充足に向けて進めていきた

いと思いますので、よろしくお願いいたし

ます。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） これで、質疑を終

わります。 

 これから、議案第１１号令和３年度美幌

町介護保険特別会計補正予算（第４号）に

ついてを採決します。 

 この採決は、起立によって行います。 

 本案は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（大原 昇君） 起立多数です。 

 したがって、本案は、原案のとおり可決

されました。 

─────────────────── 

◎日程第１５ 議案第１２号 

○議長（大原 昇君） 日程第１５ 議案

第１２号令和３年度美幌町公共下水道特別

会計補正予算（第３号）についてを議題と

します。 

 直ちに提案理由の説明を求めます。 

 建設部長。 

○建設部長（那須清二君） 議案の１０９

ページをお開き願います。 

 議案第１２号令和３年度美幌町公共下水

道特別会計補正予算（第３号）について御

説明申し上げます。 

 令和３年度美幌町の公共下水道特別会計

補正予算（第３号）は、次に定めるところ

による。 

 今回の補正につきましては、建設事業費

の確定などによる執行残等の整理を行おう

とするものであります。 

 歳入歳出予算の補正。 

 第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳

出それぞれ２,６４７万５,０００円を減額

し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞ

れ１０億９,１３６万６,０００円とする。 

 第２項につきましては、事項別明細書で

御説明いたします。 

 債務負担行為の補正。 

 第２条、債務負担行為の変更につきまし

ては、第２表、債務負担行為補正で御説明

を申し上げます。 

 地方債の補正。 

 第３条、地方債の変更につきましては、

第３表、地方債補正で御説明を申し上げま

す。 

 １１２ページをお開き願います。 

 第２表、債務負担行為補正。 
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 地方公営企業法適用化業務委託料、対象

事業費の確定によるもので、限度額を４,４

５２万４,０００円から７万５,０００円減

額いたしまして、４,４４４万９,０００円

とするものであります。 

 次に、終末処理場受変電設備更新工事、

対象事業費の確定によるもので、限度額を

８,０００万円から２,４００万円減額いた

しまして、５,６００万円とするものであり

ます。 

 次に、１１３ページを御覧ください。 

 第３表、地方債補正。 

 初めに、公共下水道事業であります。 

 対象事業費の確定によるもので、起債限

度額を１億４,０４０万円から１,１２０万

円減額いたしまして、１億２,９２０万円と

するものであります。 

 その下、公営企業会計適用債、同じく事

業費の確定によるもので、起債限度額を２,

０２０万円から３０万円減額いたしまし

て、１,９９０万円とするものであります。 

 次に、事項別明細書の歳出から御説明申

し上げますので、１２０、１２１ページを

お開き願います。 

 ３、歳出。 

 １款、１項、１目一般管理費、公共下水

道事務費の委託料４４万３,０００円の減額

は、水道事業に委託しております経費の確

定に伴うもので、職員の会計間異動に伴い

減額になったものです。 

 その下、地方公営企業法適用化事務費の

委託料３３万円の減額は、入札減による事

業費確定によるものであります。 

 その下、２目維持管理費、公課費６万７,

０００円は納付税額の確定に伴う減、その

下の管渠清掃委託料２０万円は入札減によ

る減額であり、いずれも事業費確定に伴う

ものであります。 

 その下、３目建設費、公共下水道建設事

業費のうち、下水道管渠資材実勢価格調査

業務委託料２９万２,０００円と終末処理場

受変電設備更新工事２,４６５万３,０００

円はいずれも入札減による事業費の確定に

伴う減額であります。 

 その下、２款公債費、償還金利子及び割

引料４９万円の減は、一時借入額、利子、

期間の確定による減額であります。 

 次に、歳入について御説明いたしますの

で、１１８、１１９ページをお開き願いま

す。 

 ２、歳入。 

 ３款、１項、１目公共下水道費国庫補助

金１,３８０万円の減は、国の社会資本整備

総合交付金の交付額の確定に伴う減額であ

ります。 

 その下、４款繰入金、一般会計繰入金１

９３万８,０００円の減額は、今回の補正に

伴う財源調整によります一般会計への繰戻

しであります。 

 その下、６款諸収入、物品等売払い７６

万３,０００円の増は、下水道管渠更新工事

で発生いたしましたマンホール鉄蓋売払い

額の確定による増額であります。 

 その下、７款町債につきましては、第３

表、地方債補正で御説明いたしましたの

で、省略させていただきます。 

 以上、御説明いたしました。よろしくお

願いいたします。 

○議長（大原 昇君） これから、質疑を

行います。 

 １２番、松浦和浩さん。 

○１２番（松浦和浩君） １２１ページ、

公共下水道一般管理費委託料のうち、地方

公営企業法適用化事務費の減ですが、たし

か会計基準を変えるということの委託費だ

ったと思います。今回、委託料が下がった

ということは、委託した内容が全て終わっ

たのか、それとも一部終わったのか、どう

いう形で減額になったのか、お知らせ願い

ます。 

○議長（大原 昇君） 上下水道課長。 

○上下水道課長（石山隆信君） 今の御質

問について御説明いたします。 

 地方公営企業法適用化の事務費の減に関
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わる内容でございますけれども、この委託

につきましては、債務負担行為で発注して

いるものでございます。３３万円の減額に

つきましては、先ほど部長が説明いたしま

したとおり、入札減による３３万円の減額

でございます。 

 内容に関しましては、令和３年度実施分

と令和４年度実施分でそれぞれ分かれては

おりますけれども、減額になったことによ

って何か内容が変わったということではご

ざいません。 

 以上、説明しました。よろしくお願いい

たします。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） これで、質疑を終

わります。 

 これから、議案第１２号令和３年度美幌

町公共下水道特別会計補正予算（第３号）

についてを採決します。 

 この採決は、起立によって行います。 

 本案は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（大原 昇君） 起立多数です。 

 したがって、本案は、原案のとおり可決

されました。 

─────────────────── 

◎日程第１６ 議案第１３号 

○議長（大原 昇君） 日程第１６ 議案

第１３号令和３年度美幌町個別排水処理特

別会計補正予算（第２号）についてを議題

とします。 

 直ちに提案理由の説明を求めます。 

 建設部長。 

○建設部長（那須清二君） 議案の１２５

ページをお開き願います。 

 議案第１３号令和３年度美幌町個別排水

処理特別会計補正予算（第２号）について

を御説明申し上げます。 

 令和３年度美幌町の個別排水処理特別会

計補正予算（第２号）は、次に定めるとこ

ろによる。 

 今回の補正につきましては、個別浄化槽

設置工事費の確定に伴う執行残等の整理を

行おうとするものであります。 

 歳入歳出予算の補正。 

 第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳

出それぞれ１５７万円を減額し、歳入歳出

予算の総額を歳入歳出それぞれ１億１,６０

３万５,０００円とする。 

 第２項につきましては、事項別明細書で

御説明いたします。 

 地方債の補正。 

 第２条、地方債の変更につきましては、

第２表、地方債補正で御説明を申し上げま

すので、１２８ページをお開き願います。 

 第２表、地方債補正。 

 個別排水処理施設整備事業の限度額３,８

８０万円を事業費の確定に伴い３００万円

を減額し、３,５８０万円とするものであり

ます。 

 次に、事項別明細書の歳出から御説明い

たしますので、１３４、１３５ページをお

開き願います。 

 ３、歳出。 

 １款、１項、１目一般管理費、貸付金１

７万円の減につきましては、水洗便所改造

等資金貸付金の申込みがなかったことによ

る減額であります。 

 その下、３目建設費、個別浄化槽設置工

事１４０万円の減は、浄化槽整備基数の確

定による減額であります。 

 次に、歳入について御説明いたしますの

で、１３２、１３３ページをお開き願いま

す。 

 ２、歳入。 

 １款、１項、１目個別排水処理施設受益

者分担金１２万８,０００円の減は、浄化槽

設置基数の確定による減額であります。 

 その下、３款、１項、１目一般会計繰入

金１７２万８,０００円の増につきまして

は、今回の補正に伴う財源調整によります
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一般会計からの繰入金であります。 

 その下、５款、２項、１目水洗便所改造

等資金貸付金償還金１７万円の減は、貸付

けがなかったことによる減額であります。 

 その下、６款町債につきましては、第２

表、地方債補正で御説明いたしましたの

で、省略させていただきます。 

 以上、御説明いたしました。よろしくお

願いいたします。 

○議長（大原 昇君） これから、質疑を

行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。 

 これから、議案第１３号令和３年度美幌

町個別排水処理特別会計補正予算（第２

号）についてを採決します。 

 この採決は、起立によって行います。 

 本案は、原案のとおりに決することに賛

成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（大原 昇君） 起立多数です。 

 したがって、本案は、原案のとおり可決

されました。 

─────────────────── 

◎日程第１７ 議案第１４号 

○議長（大原 昇君） 日程第１７ 議案

第１４号令和３年度美幌町水道事業会計補

正予算（第２号）についてを議題としま

す。 

 直ちに提案理由の説明を求めます。 

 建設部長。 

○建設部長（那須清二君） 議案の１３７

ページをお開き願います。 

 議案第１４号令和３年度美幌町水道事業

会計補正予算（第２号）についてを御説明

申し上げます。 

 総則。 

 第１条、令和３年度美幌町の水道事業会

計補正予算（第２号）は、次に定めるとこ

ろによる。 

 今回の補正につきましては、年度末の事

務事業の確定などによる執行残等の整理を

行おうとするものであります。 

 業務の予定量の補正。 

 第２条、令和３年度美幌町水道事業会計

予算第２条に定めた業務の予定量を次のと

おり補正する。 

 給水戸数、年間総給水量、１日平均給水

量は、使用件数及び使用料の増によるもの

で、その下、主要な建設事業は、執行残及

び事業費確定による減額で、それぞれ記載

のとおりでございます。 

 収益的収入及び支出の補正、第３条と、

１３９ページの資本的収入及び支出の補

正、第４条につきましては、補正予算実施

計画書及び説明書で御説明申し上げます。 

 企業債の補正。 

 第５条、水道施設整備事業は、中央監視

装置更新整備工事ほか３件の工事の入札減

に伴うもので、限度額を２億２,３２０万円

から２８０万円減額し、２億２,０４０万円

とするものであります。 

 その下、量水器収納筺設置事業は、入札

及び個数の確定による実績減で、限度額を

４,１２０万円から４５０万円減額し、３,

６７０万円とするものであります。 

 たな卸資産購入限度額の補正。 

 第６条につきましては、記載のとおりで

あります。 

 次に、１４０、１４１ページをお開き願

います。 

 補正予算実施計画書及び説明書、収益的

収入であります。 

 １款、１項、４目その他営業収益、下水

道使用料賦課徴収受託料４４万３,０００円

の減は、対象事業費の確定による減額であ

ります。 

 １４２、１４３ページをお開き願いま

す。 

 収益的支出であります。 

 １款水道事業費用、１項、１目原水及び

浄水費につきましては、事務事業の確定及

び入札減によるものでございます。 
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 その下、２目配水及び給水費、量水器取

替用材料費４００万円の減につきまして

は、入札及び取替え実績による減額であり

ます。 

 その下、４目総係費、負担金２１万３,０

００円につきましては、事務事業の確定に

よるものであります。 

 １４４、１４５ページをお開き願いま

す。 

 資本的収入であります。 

 １款、１項、１目企業債の７３０万円の

減額につきましては、第５条、企業債の補

正で御説明いたしましたので、省略させて

いただきます。 

 次に、１４６、１４７ページをお開き願

います。 

 資本的支出であります。 

 １款、１項、１目浄水配水設備費、水道

施設整備事業２７０万１,０００円の減は、

中央監視装置更新整備工事などの入札減、

その下、水道管路整備事業９２０万８,００

０円の減は、水道管路布設替等計８本の工

事の入札減によるものです。 

 その下、２目業務設備費の量水器費等及

び量水器筺取替費につきましても入札減及

び設置個数の確定による実績の減でありま

す。 

 以上、御説明申し上げました。よろしく

お願いいたします。 

○議長（大原 昇君） これから、質疑を

行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。 

 これから、議案第１４号令和３年度美幌

町水道事業会計補正予算（第２号）につい

てを採決します。 

 この採決は、起立によって行います。 

 本案は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（大原 昇君） 起立多数です。 

 したがって、本案は、原案のとおり可決

されました。 

─────────────────── 

◎日程第１８ 議案第１５号 

○議長（大原 昇君） 日程第１８ 議案

第１５号令和３年度美幌町病院事業会計補

正予算（第２号）についてを議題としま

す。 

 直ちに提案理由の説明を求めます。 

 病院事務長。 

○病院事務長（但馬憲司君） 議案書の１

５５ページをお開き願います。 

 議案第１５号、令和３年度美幌町病院事

業会計補正予算（第２号）について御説明

を申し上げます。 

 今回の補正につきましては、年度末にお

ける執行見込みを踏まえた予算の整理と、

他会計からの補助金、負担金の補正を、医

療機器更新等事業の執行見込みによる予算

の整理と企業債の補正などを行おうとする

ものであります。 

 第１条、令和３年度美幌町の病院事業会

計補正予算（第２号）は、次に定めるとこ

ろによる。 

 第２条の業務の予定量の補正。 

 主要な建設改良事業の補正につきまして

は、診療用医療備品購入の執行見込みによ

り減額補正を行うものであります。 

 第３条の収益的収入及び支出の補正につ

きましては、それぞれ執行見込みを踏まえ

た補正を行うもので、内容につきまして

は、実施計画書及び説明書で御説明を申し

上げます。 

 次に、１５６、１５７ページをお開き願

います。 

 第４条の資本的収入及び支出の補正につ

きましては、資本的収入額が資本的支出額

に対し不足する額を９,２５１万７,０００

円に改め、過年度分損益勘定留保資金で補

う補正を行うものでございます。 

 資本的収入及び支出の内容につきまして

は、実施計画書及び説明書で御説明申し上
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げます。 

 第５条の企業債の補正につきましては、

医療機器更新等事業費の確定により、起債

限度額を７３０万円減額し、３,８９０万円

にするものでございます。 

 第６条の議会の議決を経なければ流用す

ることのできない経費として、職員給与費

の補正につきましては、医師等の給与費の

執行見込みから１,１４４万円を減額し、９

億２,３９０万２,０００円にするものであ

ります。 

 第７条の他会計からの補助金の補正につ

きましては、一般会計及び国保会計からの

補助金として、対象経費の執行見込み及び

事業補助の採択により、それぞれ記載のと

おり補正を行うものであります。 

 第８条のたな卸資産購入限度額の補正に

つきましては、薬品費の執行見込みからた

な卸資産の購入限度額を２億３,０８０万円

に改めるものであります。 

 次に、１５８、１５９ページをお開き願

います。 

 収益的収入の補正であります。 

 医業収益、その他医業収益の公衆衛生活

動収益１６２万７,０００円の増は、昨年１

１月以降の新型コロナウイルスワクチン接

種料と１０月以降の通常診療時間外に実施

した接種費用の上乗せ分を計上するもので

あります。 

 その他医業収益の一般会計負担金３９万

６,０００円の減と、医業外収益他会計補助

金のうち、一般会計補助金３６０万８,００

０円の減額は、医療確保に要する経費、医

師等研究研修に要する経費、基礎年金拠出

金負担金につきまして、それぞれ対象経費

の減により減額を行うものであります。 

 他会計補助金、国保会計補助金２３１万

円の増額は、医師確保に要する経費及び休

日夜間における代替医師の報酬が国保特別

調整交付金の補助採択となったことから、

それぞれ増額補正を行うものであります。 

 他会計負担金、一般会計負担金３,５６２

万円の増は、建設改良に要する経費につき

ましては、企業債償還利息の減に伴い６,０

００円の減額を、不採算地区病院の運営に

要する経費は、国が定める交付税基準額の

見直しに伴い３,５６２万６,０００円を増

額し、一般会計から繰入れを行うものであ

ります。 

 道補助金、新型コロナウイルスワクチン

接種体制支援事業補助金１３８万３,０００

円の増は、個別接種を促進するための支援

金として、令和３年１０月以降の医師、看

護師の勤務時間数に給付単価を乗じた額を

計上するものであります。 

 次に、１６０、１６１ページをお開き願

います。 

 収益的支出の補正であります。 

 医業費用、給与費の給料から法定福利費

につきましては医師及び会計年度任用職員

に係る未執行分の減額補正を行うものでご

ざいます。 

 材料費の薬品費８００万円の増は、抗生

剤、抗がん剤、血液製剤等の増加による増

額補正を、研究研修費の謝金及び旅費につ

きましては、新型コロナウイルス感染症の

影響などから未執行分となったものについ

て減額補正を行うものであります。 

 医業外費用の企業債償還利息は、令和２

年度借入分の借入れ利息減により減額補正

を行うものであります。 

 次に、１６２、１６３ページをお開き願

います。 

 収益的収入の補正であります。 

 企業債７３０万円の減は、医療機器更新

等事業費の確定により減額補正をするもの

であります。 

 他会計補助金、国保会計補助金４１２万

５,０００円の増は、今年度購入の医用画像

保管装置が国保特別調整交付金の補助採択

となったため、計上するものであります。 

 次に、１６４、１６５ページをお開き願

います。 

 資本的支出の補正であります。 
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 有形固定資産購入費、器械及び備品購入

費６４万８,０００円の減は、診療用医療備

品購入の入札等執行残及び執行見込みより

減額補正するものであります。 

 以上、御説明いたしましたので、よろし

くお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） これから、質疑を

行います。 

 ８番岡本美代子さん。 

○８番（岡本美代子君） １５９ページの

新型コロナウイルスワクチン接種料です

が、これはどのくらいの方が国保病院で受

けたのかという人数を確かめたいので、教

えてください。 

○議長（大原 昇君） 病院事務長。 

○病院事務長（但馬憲司君） ただいまの

御質問にお答え申し上げます。 

 今回補正を行います１２７万６,０００円

の接種料につきましては、回数にして５３

０回分になろうかと思います。 

 昨年の４月から国保病院で接種している

ワクチンの接種回数は、累計で１万９３６

回という数字になってございます。 

 以上でございます。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） これで、質疑を終

わります。 

 これから、議案第１５号令和３年度美幌

町病院事業会計補正予算（第２号）につい

てを採決します。 

 この採決は、起立によって行います。 

 本案は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（大原 昇君） 起立多数です。 

 したがって、本案は、原案のとおり可決

されました。 

─────────────────── 

◎日程第１９ 議案第１６号から 

 日程第３２ 議案第２９号まで 

○議長（大原 昇君） 日程第１９ 議案

第１６号オホーツク町村公平委員会規約の

変更についてから日程第３２ 議案第２９

号令和４年度美幌町病院事業会計予算につ

いてまでの１４件は、いずれも新年度関係

の議案でありますので、この際、一括議題

といたします。 

 暫時休憩します。 

 再開は、１４時４０分といたします。 

午後 ２時２８分 休憩 

─────────────────── 

午後 ２時４０分 再開 

○議長（大原 昇君） 休憩前に引き続

き、会議を開きます。 

─────────────────── 

○議長（大原 昇君） これから、令和４

年度町政執行方針について、町長の発言を

許します。 

 町長。 

○町長（平野浩司君）〔登壇〕 令和４年

度町政執行方針を述べさせていただきま

す。 

 本日、ここに令和４年度の美幌町一般会

計、特別会計及び企業会計予算並びに関連

する議案の御審議をいただく令和４年第３

回美幌町議会定例会におきまして、町政執

行の基本方針と主要施策について述べさせ

ていただきますことに深く感謝を申し上げ

ますとともに、町民の皆様並びに議員各位

には御理解と御協力を賜りますようお願い

を申し上げる次第であります。 

 私は、多くの町民の皆様にご支援をいた

だきまして、新たな元号の幕開けとなる令

和元年５月に町長の職に就き、町政の執行

に当たってまいりましたが、令和４年度は

任期中に編成する最後の本格予算となりま

す。 

 この間、新型コロナ対応をはじめ、直面

する様々な課題に立ち向かい、新しい時代

を切り拓くという熱い思いを胸に、町民の

皆様のご期待にお応えすべく、美幌の活力

を高め、次代につなげるまちづくりの実現
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に全力を尽くしてまいりました。 

 ふるさと美幌を思う町民の皆様のお支え

により町政を担わせていただいていること

に心から感謝を申し上げますとともに、新

年度の予算審議を目前にした今、町長とし

ての責務の重さを感じながらも新型コロナ

に打ち勝つため、覚悟を持って町政の執行

に当たらなければと、決意を新たにしてい

るところであります。 

 議員各位と私は、町民の皆様から、福祉

の増進と美幌町の発展を託されている立場

にありますが、まちづくりに対する熱い思

いとふるさと美幌を愛する心は、相通じる

ものがあると確信をしております。 

 人口の減少と少子高齢化に関わる対応に

加え、新型コロナという困難に直面してい

る今、町民の皆様の命と暮らしを守るため

にも、私自身が闘いの先頭に立ち、この難

局を乗り越えられるよう、全身全霊で取り

組んでまいりますので、議員各位のなお一

層の御指導と御支援をお願い申し上げま

す。 

 【町政執行の基本的な考え方】 

 令和４年度は、第６期美幌町総合計画基

本計画（中期）の４年目となります。各種

施策の進捗状況を注視の上、総合計画に定

める町の将来像「ひとがつながる、みらい

へつなげる ここにしかないまち びほ

ろ」の実現に向けて、具体的な取組を着実

に実行してまいります。 

 令和２年３月、人口減少や少子高齢化が

進む社会情勢下においても、高い持続性と

自立性を確保していくまちづくりを目指

し、第２期美幌町まち・ひと・しごと創生

総合戦略を策定いたしました。 

 美幌町の住みよさや魅力を高める施策を

推進するとともに、新たに移住相談拠点施

設を整備し、移住の促進と関係人口の創出

に取り組むなど、地方創生に向けた実効性

のある取組を進めてまいります。 

 未来への責任ある行財政運営を進めるた

めに策定した第２次美幌町財政運営計画

は、令和４年度が計画期間の最終年度にな

ります。 

 行政課題が複雑化・多様化する中、最大

の効果を最少の経費で挙げられるよう、行

政資源を最大限に活用し、計画に沿った財

政運営に努めるとともに、将来にわたって

持続可能な行財政基盤を確立すべく、次期

計画の策定作業を進めてまいります。 

 財政運営において重要な指標となる令和

２年度決算に基づく実質公債費比率は７.

４％と、地方債の発行に国の許可が必要な

基準（１８％）を下回っていることから、

財政状況はおおむね健全な状態にあると考

えています。 

 しかしながら、公共施設や社会インフラ

の多くが更新時期にあることから、その整

備に当たっては、後年度に及ぼす影響を考

慮し、事業の優先度や重要度を勘案の上、

慎重に判断していく必要があります。 

 歳入においては、生産年齢人口の減少に

よる町税収入の伸び悩み、臨時財政対策債

を合わせ、地方交付税総額の抑制が見込ま

れることから、ふるさと寄附金など、自主

財源の確保に努めていかなければなりませ

ん。 

 歳出においては、社会保障関連経費の増

大が避けられない状況にある中で、公共施

設等の更新整備や人口減少問題への対応に

加え、長期化する新型コロナ対策に係る経

費の増加が見込まれるなど、今後の財政見

通しは厳しいことが予想されます。 

 新型コロナの影響で先行きは不透明な情

勢にあり、社会経済活動が回復するには、

いましばらく時間がかかると思われます

が、暮らしの危機を克服するため、必要な

財政支出についてはちゅうちょすることな

く決断し、実行へ移すことにより、町民の

生活と地域の経済を守ってまいります。 

 国は、成長戦略の柱にデジタルと脱炭素

を掲げることで、社会課題の解決を図ると

ともに、これまで、日本の弱みとされてき

た分野に投資を集め、成長のエンジンへ転
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換しようとしています。 

 政策誘導を図ろうとする国の動向を見据

え、デジタル田園都市国家構想推進交付金

を活用し、移住相談拠点施設を整備するほ

か、脱炭素社会の実現を目指した事業を推

進するなど、新たな取組を積極的に展開い

たします。 

 以上のとおり、中長期的な視点に立って

行財政運営に努めながらも、町民の皆様と

お約束した施策や、未来へつながる施策を

着実に推進しつつ、今、最重要課題である

新型コロナ対策に万全を期することを念頭

に置いて予算編成に当たってまいりまし

た。 

 その結果、一般会計は前年度当初比で４.

５％増の１１６億５,４１５万２,０００円

に、特別会計と企業会計を合わせた全会計

の総額は０.９％増の２１４億６，６００万

５,０００円となったところであります。 

 【新型コロナへの対応】 

 令和２年２月に町の感染症対策本部を設

置し、２年余りが経過します。感染の防止

と町民生活、地域経済への影響を最小限に

止めるため、国の支援策を活用して必要な

対策を講じてまいりましたが、今年に入

り、本町においても感染者が相次いで確認

されるなど、収束を見通せる状況にはあり

ません。 

 新型コロナに感染された方、濃厚接触者

として自宅待機を余儀なくされた方々にお

見舞いを申し上げますとともに、長期にわ

たり新型コロナとの闘いに御協力をいただ

いている町民の皆様に、心から感謝を申し

上げます。 

 また、新型コロナ対応の最前線で力を尽

くされている医療機関、介護施設、福祉や

保育の現場で働く方々をはじめ、感染防止

に御理解と御協力をいただいている事業者

の皆様に、深く敬意と感謝を申し上げま

す。 

 町民の命と暮らしを守ることを第一に、

国から配分される地方創生臨時交付金に加

え、必要に応じて財政調整基金を投入する

など、機動的に対処してまいりましたが、

新年度におきましても、引き続き必要な対

策を推進してまいります。 

 ＜ワクチン接種の推進＞ 

 感染拡大を防ぐ切り札として期待される

ワクチンの３回目接種が、今月、３月から

本格化しています。 

 美幌医師会のご協力による個別接種、週

末に実施する集団接種により、希望される

皆様が早期に安心してワクチン接種を受け

られるよう、体制の整備に努めてまいりま

す。 

 ＜相談・検査体制の充実＞ 

 電話による健康相談、感染が疑われる方

への抗原検査キットの無料配布、美幌医師

会が設置したＰＣＲ検査センターの維持費

負担など、町民の皆様の不安を少しでも解

消できるように、相談及び検査体制の充実

に取り組みます。 

 ＜医療提供体制の確保＞ 

 令和２年３月から国保病院に発熱外来を

開設し、発熱患者の受入れと検査を行って

います。町民の命と健康を守るため、町立

病院としての役割を果たせるよう、医療提

供体制の確保に努めてまいります。 

 ＜感染防止対策の徹底＞ 

 公共施設や指定避難所、学校、保育園な

ど、多くの方が利用される場所の感染防止

策に取り組むほか、事業者による感染予防

策を支援するなど、感染拡大を未然に防ぐ

ための対策を徹底いたします。 

 ＜事業の継続と雇用の維持＞ 

 感染症の影響を受けている事業者に対

し、事業の継続と雇用を維持するための取

組を支える必要があります。経済団体をは

じめ、関係者と協力・連携の上、仕事や暮

らしを守り抜くための支援策を講じてまい

ります。 

 ＜学習機会の確保＞ 

 児童生徒や教職員の感染が確認された場

合、感染状況に応じて学級閉鎖等の措置を



－ 43 － 

講じることになります。ＩＣＴ機器を活用

したオンライン授業を実施し、子供たちの

学びの機会を保障いたします。 

 以上のとおり、必要な対策に係る経費を

予算計上いたしますが、見えない敵は想像

以上に手ごわいことを私たちは改めて認識

しなければなりません。 

 町民の生活、地域の経済への影響を注視

しつつ、状況に応じて追加の対策を講じる

など、感染拡大の防止と社会経済活動の回

復に全力を尽くしてまいります。 

 新型コロナとの闘いは、行政だけで対応

できるものではありません。この町に暮ら

す全ての人が助け合い、心を一つにして共

に行動していくことが求められています。 

 町民の皆様には、これまで同様に、基本

的な感染予防対策と感染防止行動の徹底に

御理解と御協力をいただきますようお願い

を申し上げます。 

 【重点施策の推進】 

 美幌町の未来を考えるとき、人口減少と

少子高齢化は避けて通ることのできない課

題ですが、ふるさと美幌に想いを寄せる

人々の力を結集することで、必ずや未来を

切り拓くことができると私は信じていま

す。 

 町民の皆様の元気を引き出し、地域の活

力を高めることで、美幌町を取り巻く課題

を乗り越えられるよう、「ひとがつなが

る」「みらいへつなげる」施策を着実に実

行してまいります。 

 ＜人を創り、地域力を高めるまちづくり＞ 

 令和３年５月に供用を開始した役場新庁

舎は、本年６月に駐車場の整備を終え、全

ての改築事業が完了する予定です。 

 工事期間中、町民の皆様には御不便を、

周辺の皆様には御迷惑をおかけしました

が、庁舎の分散化を解消し、窓口機能の充

実と効率的な執務環境が整った新庁舎の完

成は、新型コロナという困難に直面してい

るからこそ、その困難を乗り越える拠点と

しての役割を果たさなければなりません。 

 新型コロナの対応をはじめ、行政課題の

解決と行政サービスの向上に向け、町民の

皆様に寄り添い、信頼される取組を推進で

きるよう、職員一丸となって努力を重ねて

まいります。 

 中心市となる北見市との間で定住自立圏

形成協定を締結し、３年目を迎えていま

す。１市４町で策定した北見地域定住自立

圏共生ビジョンに基づき、障がい児・障が

い者の生活を地域全体で支えるサービス提

供体制が確立されたほか、新型コロナのワ

クチン集団接種においては、北見市の会場

で未接種者の受入れを行うなど、圏域全体

で必要な生活機能を確保する取組も始まっ

ています。 

 引き続き、経済圏、生活圏を共有する北

見地域（１市４町）が連携の上、互いの独

自性を尊重しながら、役割を分担し、行政

サービスを安定的に提供できるよう、補完

し合える関係性を築いてまいります。 

 新型コロナによって、企業ではテレワー

クが普及し、働く環境が大きく変わる中、

在宅ワークの長期化により地方への関心が

高まっており、地方でもテレワークによっ

て都会と同じ仕事ができるとの認識が拡が

っています。 

 国は、都会から地方への新たな「ひと」

や「しごと」の流れを生み出そうと、デジ

タル田園都市国家構想推進交付金を措置

し、転職せず地方で仕事を行う地方創生テ

レワークを推進しようとしています。 

 移住相談が増加する中、交付金を活用し

て景観のよいみどりの村休憩施設を改修

し、新たにテレワーク機能を兼ね備えた移

住相談拠点施設を整備いたします。 

 民設民営方式により高度無線環境（光フ

ァイバー網）の整備を進めていますが、コ

ロナ禍の影響で資材調達に遅れが生じてい

るため、事業完了は本年秋頃となる見通し

です。デジタルサービスを活用できる環境

を整えるべく、早期の供用開始に向けて事

業推進に協力してまいります。 
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 １月末現在で、１億７,０００万円を超え

るふるさと寄附金の申出があり、美幌のま

ちづくりに大きく貢献をいただいていま

す。温かいご支援をお寄せいただいた全国

の皆様に心から感謝を申し上げます。 

 新年度においては、返礼品開発のための

企画講座の開催、特産品を活用したレシピ

開発のほか、美幌峠レストハウスに特設コ

ーナーを設置して、美幌のよさ、特産品の

魅力発信に努めるなど、ふるさと寄附金の

さらなる増収に向けた取組を進めてまいり

ます。 

 町内には６７の自治会があり、安全・安

心なまちづくりを目指し、町民主体の自主

的な活動が展開されています。 

 自治会運営の安定化と自治会活動の促進

を図るため、活動運営費を継続助成するほ

か、地域コミュニティ活動の拠点となる集

会室の環境整備に努めるなど、美幌町自治

基本条例に基づく町民主体の自治の実現に

努めます。 

 町民団体によるまちづくり活動を後押し

するびほろの活力共創事業は、開始から３

年目を迎えます。地域の課題解決や地域の

活性化を図るため、引き続き自主的な取組

を応援し、協働によるまちづくりを推進い

たします。 

 本年１月、人口減少と高齢化社会に対応

した、持続可能な公共交通システムの構築

を目指し、美幌町地域公共交通計画を策定

しました。 

 市街地バス路線について、かねてから要

望のあった美幌循環線の運行区域を拡大す

るため、市街地を２系統で運行する路線へ

変更し、運行時間の延長やバス停留所の名

称を見直すなど、利便性の向上を図りま

す。 

 あわせて、本年４月に運賃を大人１００

円から１５０円へ引上げしますが、町民の

移動手段を将来にわたって維持していくた

め、運行経費を広く利用者にご負担いただ

く考えでありますので、皆様のご理解をお

願い申し上げます。 

 新しい市街地バスは、定時運行バスの閑

散時間帯（午前１０時から午後３時）の運

行を見合わせ、その時間帯における公共交

通の空白地域の解消と移動時間の短縮を図

るため、乗車申込み型のデマンドバス（運

賃３００円）の実証運行を行い、効率化を

目指してまいります。 

 また、交通事業者に対して運転手育成支

援金を交付し、地域公共交通の充実に努め

ます。 

 厳しい経営状況にあるＪＲ北海道が、単

独では維持することが困難な線区を公表し

て５年余りになります。石北本線の維持に

向け、沿線の自治体と連携して車内販売を

実施するとともに、鉄道の利用者に対し助

成金を交付するなど、石北本線の利用促進

に取り組んでまいります。 

 災害から、町民の生命・財産・暮らしを

守ることは行政の大切な使命ですが、日頃

の備えがいざというときの防災力を高める

ことに繋がります。 

 避難所における感染防止対策に必要な資

機材を整備するとともに、総合防災訓練を

実施するなど、防災意識の向上と防災体制

の強化に努めます。 

 また、役場庁舎の北側に防災資機材備蓄

倉庫を建設し、災害対応活動における即応

性と機動性を高め、災害に強いまちづくり

を推進してまいります。 

 近年、複雑・多様化する災害や高齢化の

進展に伴う救急ニーズの高まりなど、消防

や救急を取り巻く環境は大きく変化してい

ます。 

 新年度においては、災害現場で必要な資

機材を搬送する災害対応活動車両を整備

し、迅速かつ的確に災害対応できる体制を

整えるなど、新消防庁舎を拠点に消防機能

と救急活動の充実を図ります。 

 美幌に駐屯する第６普通科連隊が即応機

動連隊へ改編される一方で、第１０１特科

大隊が廃止される予定です。即応機動連隊
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の誘致は、本町をはじめ、隊区内２市８町

の意向に沿った内容であり、これまでの陳

情活動が評価・反映されたものと受け止め

ていますが、地域とともに歩んできた第１

０１特科大隊の廃止は誠に残念でありま

す。 

 隊員及びご家族の不安を解消し、部隊廃

止の影響を最小限に止めるため、関係者に

は特段のご配慮を求めるとともに、令和４

年度末に予定される部隊改編に向けた準備

が円滑に進むよう、側面からの協力支援に

努めてまいります。 

 ＜自然の美しさやくらしの安心を、みん

なで護りあうまちづくり＞ 

 生活を営む上で、家庭や地域の中での支

え合いはとても大切になります。少子高齢

化が進展する今、人と人とが相互に支え合

えるまちづくりを、みんなで支え、育てる

ための施策に取り組んでまいります。 

 社会福祉協議会のボランティア事業、さ

さえ手くらぶが発足して２年目を迎えま

す。高齢者宅への配食サービス、花壇や農

園の手入れ、託児など、楽しみながら活動

する輪が着実に広がっています。誰かを支

える支え手を増やしつつ、活躍されている

支え手の皆さんの活動を後押しできるよ

う、ボランティアポイント事業の拡充を検

討いたします。 

 高齢者の社会参加や助け合い、居場所づ

くりに取り組む住民団体の活動も広がりを

見せています。介護予防活動支援事業補助

金を交付し、介護予防につながる地域の活

動を積極的に支援してまいります。 

 新型コロナ対応では、感染リスクの高い

高齢者の暮らしを守るため、介護従事者の

皆さんが担われている役割の大切さを改め

て認識しました。資格取得費の助成、就職

時の住宅準備補助など、引き続き、介護サ

ービスの担い手の確保に取り組んでまいり

ます。 

 特別養護老人ホーム緑の苑は、移転改築

から１０年を経過し、一部居室に設けてき

た多床室が本年４月から個室へ変更されま

す。町の要請により、町内の方の入所が優

先される地域密着型個室として運営いただ

くため、事業者に対する経営の安定化と現

入所者を対象とした利用者負担の軽減を図

るための措置を講じてまいります。 

 高齢者が安心して在宅生活を送られるよ

う、切れ目のないサービスを提供する小規

模多機能型居宅介護施設の整備が課題でし

たが、町内（西１条南２丁目）に建設され

る見通しとなりました。令和５年度の開設

を目指した整備が円滑に進むよう、事業者

の取組を側面から支援いたします。 

 障がいのある人も地域の一員として共に

生きる社会を目指すには、地域全体で支え

るサービス提供体制を構築しなくてはなり

ません。障がい福祉団体の活動拠点、ゆう

あいセンターを中心に「誰もが安心して、

活き活きと暮らせる地域」の実現に取り組

んでまいります。 

 また、交流促進センター峠の湯びほろの

福祉風呂に介助用リフトが設置されるのを

機に、障がい者の方が利用する際の入浴料

の半額助成を開始するほか、相談支援業務

の機能を強化するなど、障がい者福祉の充

実を図ります。 

 少子化が進む中、子ども・子育て支援計

画に基づいた子育て支援策の着実な推進が

求められています。子育て世代包括支援セ

ンターはぐのんのを中心に、子育ての不安

や悩みを解消するため、妊娠期から子育て

期にわたるまで、様々なニーズに対応した

切れ目のない支援策を講じてまいります。 

 感染症対応のため最前線で働く保育士等

の処遇改善を図るため、国は、本年２月か

ら保育士等の収入を３％程度引き上げる措

置を講じましたが、認可外保育所に働く保

育士は対象から除かれています。 

 このため、町単独の補助制度を創設し、

認可保育所と同様に処遇改善を図り、保育

サービスの充実に努めます。 

 コロナ禍で制約ある生活が続く今、笑顔
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で健康に暮らすことが、いかに難しく、そ

して大切なことなのか、改めて思い知るこ

とになりました。感染症や生活習慣病の発

症予防、各種がん検診や健康診査、健康相

談などを通じて町民の健康づくりを推進

し、一人一人の生活の質を高め、健康寿命

の増進を図ってまいります。 

 また、妊婦健診時の交通費や不妊治療費

を助成し、子供を産もうとする世代や妊産

婦の経済的支援に取り組むとともに、新た

に、分娩医療機関を利用した宿泊型・通所

型（ロング）の産後ケアサービスを実施

し、少子化対策を強化いたします。 

 美幌町立国民健康保険病院は、町内唯一

の一般病床を有する医療機関として、１

次・２次医療を提供するとともに、救急告

示病院としての機能と役割を担っていま

す。 

 現在、常勤医師６名による診療体制にあ

りますが、医療サービスを安定的に提供す

るには、医師の確保が最重要課題であると

考えています。町民の命と健康を守り、町

民が求める医療ニーズに応えるためにも、

外科医師をはじめ、医療従事者の確保に最

大限の努力を重ねてまいります。 

 また、改築から２１年を経過し、施設や

設備の経年劣化が進んでいるため、計画的

な更新が必要な状況にあります。１階診察

室及び受付前の外来待合ホールに冷房機を

増設し、来院される皆様の環境を改善する

ほか、施設や設備の長寿命化計画を策定

し、国の省エネ補助制度を活用した改修に

向けた検討を進めてまいります。 

 入院、外来ともに患者数は徐々に回復し

ていますが、新型コロナの影響はいまだ続

いており、コロナ禍以前の経営状況には戻

っておりません。収益確保対策や一層の経

費節減、業務の効率化に努めるとともに、

患者本位で安全かつ質の高い医療を提供で

きるよう、診療体制の強化と医療環境の充

実に努めてまいります。 

 第Ⅲ期埋立処分場は、令和９年３月まで

の使用を予定しておりましたが、残余容量

調査の結果、最短で令和６年２月には埋立

容量に達する見通しにあることが明らかに

なっています。 

 新年度においては、次期埋立処分場の整

備に向けた計画を策定するとともに、一般

廃棄物広域（中間処理）施設の建設を目指

し、網走市と大空町、斜里町、小清水町の

１市４町において基本構想及び基本計画の

策定作業を進めることになりますが、広域

（中間処理）施設の稼働時期は数年先とな

るため、現埋立処分場の延命化を図る必要

があります。 

 自走式二軸破砕機を導入し、埋立ごみの

減容化を図るとともに、リサイクル処理に

紙シュレッダーを追加するなど、ごみの減

量化に取り組んでまいりますので、町民の

皆様には、分別の徹底と排出マナーの向上

に御協力いただきますよう、お願いを申し

上げます。 

 ＜まちの資源や持ち味を、活力に換えて

いくまちづくり＞ 

 清らかな川と豊かな森のふるさと美幌

は、まち全体が快適なリフレッシュフィー

ルドであります。美幌でしか体験できない

数多くのことに磨きをかけ、まちの魅力と

して発信できるよう、積極的に施策を展開

してまいります。 

 雄大な景観が人気の美幌峠には、毎年、

多くの観光客が訪れています。アフターコ

ロナを見据えた誘客対策を講じるため、現

在、改修工事が進む美幌峠レストハウス

は、今春にもリニューアルオープンの予定

ですが、美幌観光の出発点であり、終着点

でもある道の駅ぐるっとパノラマ美幌峠の

魅力化につながることを期待しています。 

 美幌地区３町広域観光協議会による屈斜

路カルデラ外輪山トレイルルートの整備が

進んでいます。屈斜路湖や斜里岳、知床連

山を眺め歩く絶景は、滞在型の観光資源と

なる可能性を秘めており、早期の事業化が

期待されています。 



－ 47 － 

 新年度においては、ルートの維持費やモ

ニターツアーの開催経費などを負担いたし

ます。 

 企業版ふるさと納税を切り口に、新たな

事業を展開する動きが加速化しています。

首都圏の子供たちを対象に自然学校を開催

し、農業体験や自然を体感できるプログラ

ムを提供する予定であります。 

 また、企業が所有する宿泊保養所（古

梅）を拠点に、町内でサイクルツアーを企

画・運営できる環境を整えるべく、車両や

自転車を購入するほか、取組主体となる美

幌観光物産協会に対し、事業経費を補助し

ます。 

 体験型・滞留型及び滞在型観光の促進が

長年の課題であります。国道２４３号を基

軸に、美幌の魅力を観光産業として商品化

し、通過型観光からの脱却を目指すととも

に、宿泊施設の誘致に向け、積極的な取組

を進めてまいります。 

 交流促進センター峠の湯びほろについ

て、指定管理者による継続的な運営を可能

にするため、本年４月から入浴料金を大人

５００円から６００円へ値上げいたしま

す。 

 利用者の皆様には御負担をお願いするこ

とになりますが、快適に御利用いただける

環境を整えてまいりますので、多くの皆様

の御利用をお願い申し上げます。 

 峠の湯びほろをはじめ、郊外の公共施設

と市街地を結ぶ町有バスを活用した公共施

設移動送迎サービスの開始に向けた準備を

進めています。詳細が決まり次第、町広報

紙などでお知らせいたしますので、多くの

皆様に御利用いただきたいと存じます。 

 美幌みどりの村森林公園は、豊かな自然

と触れ合える空間として人気が高く、親子

連れを中心に多くの方々にご利用いただい

ています。今シーズンからは、キャンプ場

の開設期間を拡大するほか、新たに無線Ｌ

ＡＮの環境を整え、森林レクリエーション

施設としての魅力向上に努めてまいりま

す。 

 肥沃な大地が広がる美幌町は、高い日照

率に恵まれ、農業を基幹産業に発展してき

ましたが、農家戸数の減少や後継者不足に

加え、農産物の貿易自由化に対応するた

め、農業生産基盤の整備や担い手の確保な

ど、農業経営の改善と強化を図るための対

策が課題となっています。 

 新規就農者等の支援、アスパラの栽培技

術の調査研究に取り組むほか、新型コロナ

の影響により消費が落ち込んでいる牛乳や

砂糖の消費拡大ＰＲを行うなど、農畜産業

の経営安定化に取り組んでまいります。 

 国営土地改良事業（網走川中央地区）及

び道営土地改良事業（豊高第２地区・美幌

日並地区・田中第２地区・中央美和地区）

を推進するとともに、国営かんがい排水事

業で造成された基幹水利施設（リールマシ

ン）を年次更新するなど、農業生産基盤の

整備を図ってまいります。 

 有害鳥獣による農作物の被害は、営農意

欲の衰退や農業所得の減少を招くことか

ら、鳥獣被害対策実施隊によりエゾシカの

駆除を実施していますが、被害は増加傾向

にあります。 

 このため、ＪＡと町が折半する捕獲奨励

金を引き上げ、農作物被害の減少に取り組

んでまいります。 

 修学旅行生等を対象に農業体験や農村生

活の場を提供する農村ツーリズムの需要が

高まっています。近隣の自治体や関係機

関、受入れ農家と連携を深めるとともに、

都市部の学校関係者と相談の機会を設ける

など、本格実施に向けた取組を進めてまい

ります。 

 森林の公益的な機能を発揮し、資源とし

ての価値を高めるには、計画的な森林管理

と環境に配慮した森林整備を進める必要が

あります。ＦＳＣ森林認証制度の普及促進

を図るとともに、町産材の活用促進や木製

品のブランド化など、貴重な森林資源を守

り育てる取組を進めてまいります。 
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 また、林業の成長産業化と森林資源の適

切な管理、保全を図るため、森林の担い手

支援等補助制度を創設し、町内の林業事業

体に就職、従事される方に就業支援金を交

付するほか、小型林業機械の購入費用を助

成するなど、森林環境譲与税を活用した森

林環境整備事業を推進いたします。 

 人口減少による購買力の低下に加え、新

型コロナの影響による消費動向の減退な

ど、商工業を取り巻く経営環境は一段と厳

しさを増しています。町民の生活を支え、

地域に密着した店舗としての魅力を高める

ため、消費拡大を目的としたプレミアム商

品券発行事業、商店街イベント事業、店舗

リフォーム促進支援事業など、商業の振興

に取り組んでまいります。 

 加えて、起業を考えている方の背中を後

押しするため、起業家支援事業に取り組む

ほか、美幌ブランド認証制度と連携し、地

域資源を活用した特産品開発を支援するな

ど、経済の活性化と販路拡大に努めてまい

ります。 

 新型コロナの影響は長期化しており、感

染の収束が見通せる状況ではありません。

経営に深刻な影響が及んでいる事業者に支

援金を支給するほか、感染予防に必要な経

費の助成、販売促進や販路拡大の支援な

ど、事業の継続と雇用の維持に取り組む事

業者に対し、総合的な支援策を講じてまい

ります。 

 工業分野においては、基幹産業である農

業に関連した食品加工業を中心に、雇用の

確保が図られています。引き続き、地元企

業の育成と本町の優位性を生かした企業誘

致活動を推進し、雇用の安定と創出に努め

てまいります。 

 労働者の福祉増進と生活の安定を図るた

め、労働者が働きやすい環境を整える必要

があります。就労機会の確保と通年雇用化

を柱に、季節労働者の雇用対策に取り組ん

でまいります。 

 特殊詐欺の手口は複雑化・巧妙化してお

り、ネット通販トラブルも増加していま

す。３０周年を迎える美幌消費者協会の活

動を支援し、消費生活相談の充実と消費生

活の安全確保に努めてまいります。 

 ＜住みやすく、人が集まる基盤をつくる

まちづくり＞ 

 美しい自然を守りつつ、より快適な暮ら

しを兼ね備えた生活基盤を整える必要があ

ります。安心・安全な都市機能を高めるた

め、人口減少を見据えたまちづくりを進め

てまいります。 

 平成２７年４月に第２期美幌町都市計画

マスタープランを策定しましたが、その後

の社会情勢の変化に伴い、少子高齢化や人

口減少に対応した見直しが必要な状況にあ

ります。本町は、比較的コンパクトに市街

地が形成されていますが、近年は、空き家

や空き地も目立つようになり、都市機能の

スポンジ化が進んでいます。 

 このため、都市機能の集約と居住を誘導

すべき区域を設けるなど、誰もが暮らしや

すいコンパクトなまちづくりを実現すべ

く、都市計画マスタープランの見直しと、

都市再生特別措置法に基づく立地適正化計

画の策定に着手いたします。 

 北海道横断自動車道（網走線）は、本別

ＪＣＴから網走を結ぶ高規格道路で、物流

の効率化や観光振興、救急搬送時の速達性

と安全性の向上、災害時の緊急輸送道路の

確保など、地域にとっては必要不可欠な社

会インフラであります。 

 北海道開発局は令和元年度、北見東ＩＣ

と美幌高野ＩＣとを結ぶ端野高野道路（区

間延長１４.３キロ）の事業化に着手してお

り、新年度は、構造物の詳細設計や用地測

量、用地買収、改良工事などが予定されて

います。北海道横断自動車道北見・網走間

建設促進期成会をはじめ、関係団体と連携

の上、早期開通に向けて積極的な要望活動

を展開してまいります。 

 町道の整備については、自治会等の要望

を勘案の上、安全性の確保と事業の優先度
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を念頭に置きながら、計画的な整備を進め

ています。 

 国の交付金を活用して第１１２号道路

（新町２、３丁目）の整備、稲美橋の補修

工事、稲美旭橋（第１２０号道路）の補修

に向けた実施設計を行うほか、町道２路線

の道路・歩道整備を行うなど、通行車両と

歩行者の安全確保に努めてまいります。 

 町内には多くの老朽化路線が存在してお

り、道路施設の安全性を確保するための対

応が求められています。道路パトロールを

強化し、雨水蓋の交換や舗装の補修、街路

樹の剪定など、道路管理者としての安全対

策に取り組んでまいります。 

 除排雪体制の充実を求める声は多く、重

要度の高い行政サービスであると認識して

います。直営と民間７業者による市街地区

の除雪、直営と農村地区１０部会による郊

外の除雪、直営と民間２業者による歩道除

雪の体制を整えるほか、今冬から導入した

維持管理準備金制度により、民間事業者と

の協力体制を強化いたします。 

 また、町が保有する除雪グレーダーと除

雪手押しロータリーを各１台更新し、町民

生活や経済活動に支障を来すことのないよ

う、冬期交通網の確保に努めるとともに、

自治会のたすけあいチームと連携し、間口

置き雪対策に取り組むなど、冬期間におけ

る安心・安全な生活環境の維持に努めてま

いります。 

 網走川と美幌川が合流する本町では、台

風や大雨の影響で河川が増水し、市街地北

部において浸水被害が度々発生していま

す。排水ポンプや発電機を配備し、樋門の

管理体制を強化する一方で、自然災害を防

ぐため、国や北海道と連携の上、治水対策

と河川環境の保全に取り組んでまいりま

す。 

 また、町が管理する普通河川の氾濫被害

を未然に防ぐことを目的に、河川に堆積し

た土砂や河道の伐木及び除去を年次的に進

めることとし、初年度は、豊幌川と黒瀬川

（瑞治）で実施いたします。 

 町内には、せせらぎ公園をはじめ、町民

の憩いの場として親しまれている都市計画

決定公園が２３か所あり、１人当たりの公

園面積は全道平均を大きく上回っていま

す。 

 供用開始から年数を経過し、施設や遊具

の老朽化が進んでいるため、計画的な更新

整備を進めるとともに、多目的トイレが設

置されている公園等のトイレ出入口に手す

りを設けるなど、安心してご利用いただけ

る環境を整えてまいります。 

 平成２３年度に開始した住宅リフオーム

促進補助事業には、これまでに１,３００件

を超える申請があり、工事費の総額は３１

億円を超えるなど、住環境の整備と地域経

済の活性化に重要な役割を果たしていま

す。 

 事業開始から１２年目を迎えますが、利

用者及び事業者ともに事業の継続を望んで

いることから、制度設計の見直しを視野に

入れつつ、事業効果をさらに高める手法を

検討いたします。 

 本町には、１６団地・７７棟・７９５戸

の公営住宅があります。住宅セーフティネ

ットの機能を保持するため、適切な維持管

理に努めていますが、耐用年限を迎える住

戸も多く、建替えや改善を年次的に進めて

いく必要があります。 

 このため、美幌町公営住宅等長寿命化計

画に基づき、人口減少を見据えた将来の管

理戸数を設定の上、建替え等を計画的に進

めてまいります。 

 また、入居者の利便性の向上を図るた

め、南団地（１号棟から５号棟）の共同階

段に手すりを設置するなど、安全に暮らせ

る住環境の確保に努めてまいります。 

 一定の条件を満たす空き家（不良住宅）

を除却する際の補助制度を令和３年度に創

設いたしましたが、初年度は６件の解体費

用を助成しています。適切に管理がなされ

ず、放置され続ける空き家の存在は、周辺
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の生活環境に悪影響を及ぼす恐れがありま

す。 

 新年度においては、除却補助制度に加

え、空き家の改修経費を助成し、地域の活

性化（移住体験住宅）を図るなど、総合的

な空き家対策を推進してまいります。 

 昭和５６年１０月に供用を開始した下水

道事業は、人口減少による使用料収入の減

少、施設や設備の老朽化に伴う更新投資の

増大など、経営基盤の強化を図る必要があ

ります。財政マネジメントの向上を的確に

行うため、公営企業会計における法適用化

に向けた移行準備を進めてまいります。 

 また、終末処理場の受変電設備及び中央

監視設備、下水道管渠を計画的に更新する

ほか、施設の耐震化や長寿命化に取り組む

とともに、下水道計画区域外においては、

個別浄化槽を設置して水洗化を図るなど、

生活環境の改善と持続的に安定した下水道

サービスを提供いたします。 

 水道事業は、料金収入による独立採算方

式により運営されていますが、給水人口の

減少と水道施設の老朽化に伴う更新事業の

増大が課題となっています。 

 重要なライフラインとして、地震等の災

害時においても必要最低限の水を安定的に

供給できるよう、日並浄水場の耐震補強工

事、基幹管路（送水管）更新工事、老朽し

た配水管の計画的な更新など、水道施設の

耐震化と経営基盤の強化に努めてまいりま

す。 

 ＜夢を育む体験！あたたかい人をつくる

まちづくり＞ 

 まちの礎は人です。一人一人が持てる力

を存分に発揮できる環境を整え、夢と希望

に向かって挑戦する人を応援するなど、美

幌町の将来を担う人材の育成に向けた施策

を推進してまいります。 

 等しく教育を受ける機会を与えるため、

町では奨学金制度を設けていますが、近

年、申請実績が少ないことから、借入れ限

度額の引上げと償還期間の延長を図ること

により、経済的な理由で修学を断念するこ

とがないよう、若者の学ぶ意欲を後押しい

たします。 

 また、若者の定着と人材の確保を図るた

め、町内に居住し、医療や介護、保育等の

事業所に就業する有資格者が奨学金を返済

する際、年間２０万円を限度に１０年間、

最大２００万円を助成する奨学金返還支援

制度を創設いたします。 

 学校教育においては、確かな学力向上に

向け、ＩＣＴ機器を活用した学習環境の整

備を図ってまいります。具体的には、タブ

レット端末と連携した授業の展開をはじ

め、視覚的に様々な機能を備える電子黒板

を全学年に配備し、児童生徒の学びを深化

させます。 

 本町では、町が臨時教員を任用すること

で、小学校全ての学年で３５人以下学級を

実践してきましたが、昨年、文部科学省は

学級編制基準を見直し、令和７年度にかけ

て小学校の全学年で３５人以下学級を実施

する方針を決定しました。 

 今後、町で臨時教員を配置する必要はな

くなりますが、生活習慣と学習規律を身に

つけるには、就学時において少人数指導を

行うことが有効なことから、町が臨時教員

を任用し、小学校第１学年で３０人以下学

級を実践します。 

 少子化による影響で児童生徒数の減少が

続いており、小学校においては１学級とな

る学年も増加しています。学校運営上の課

題を整理し、小中一貫教育を基本に、教育

環境の向上と少子化の進展に対応した町立

学校の最適化に向けた検討を進めてまいり

ます。 

 近年、特別支援学校による専門的な指導

を必要とする児童生徒が増加傾向にありま

すが、毎日の送迎は保護者の大きな負担と

なっています。全ての児童生徒に相応しい

教育環境を提供するため、希望者を対象に

スクールバスの登校便を運行し、保護者の

負担軽減と教育機会の確保に努めてまいり
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ます。 

 学校給食においては、子育て世代の負担

軽減を図るため、多子世帯（第３子以降）

における給食費の無償化に継続して取り組

んでまいります。 

 昨年９月に北海道教育委員会は、美幌高

等学校の農業科２学級を１学級に削減し、

令和５年度に再編する公立高等学校の配置

計画を公表しました。町内の中学校卒業者

の進路動向などから、農業科の再編はやむ

を得ないものと受け止めておりますが、町

内唯一の高校を維持していくには、生徒募

集と高校の魅力化に向けた取組を強化する

必要があります。 

 入学生に対する就学支援金の交付、タブ

レット端末の無償貸与を継続実施するほ

か、教育支援事業補助制度を拡充し、生徒

募集活動や学習環境の充実に資する経費を

支援するなど、美幌高等学校教育振興対策

協議会と連携の上、オール美幌体制で入学

者の確保に努めてまいります。 

 町民が主体的に取り組む文化活動を支え

るには、町民会館、図書館及び博物館など

の生涯学習施設を中心に「いつでも、どこ

でも、だれでも」学習できる場所と時間を

提供することが求められています。 

 動画配信サービスを行うための機材を整

備し、各種講座や団体活動の情報を発信す

るなど、遠隔・オンラインによる学習環境

の充実を図ってまいります。 

 本町に縁のある芸術家やアスリートなど

の人材を活用し、町民に学びの機会を創出

するふるさと人材教育事業を推進するとと

もに、町内在住の外国人技能実習生等に日

本文化に触れる機会を提供する多文化共生

推進事業に取り組み、関係人口の拡大と生

涯学習の充実に努めてまいります。 

 芸術・文化活動の拠点施設である町民会

館びほーるは、心の豊かさと活力あふれる

地域づくりを推進する空間でもあります。

多様な芸術文化に触れる機会を提供し、町

民の文化的な活動を推進いたします。 

 また、芸術文化活動において高い技術と

感性を有する青少年を対象に、全国大会等

の出場経費の一部を助成する未来のアーテ

ィスト応援事業を通じて、本町の芸術文化

に関わる人材の育成に取り組んでまいりま

す。 

 北京オリンピック冬季競技大会では、本

町出身の石田選手と一戸選手が日本代表と

して世界の強豪に真剣勝負を挑む姿が勇気

と感動を与えてくれました。 

 スポーツに打ち込んでいる子供たち、夢

に向かって努力する子供たちを後押しする

未来のアスリート応援事業により、競技力

の向上とスポーツ振興に努めてまいりま

す。 

 郷土の自然や歴史、芸術等の資料や情報

を収集、保存、調査研究を行っている博物

館は、学校教育における学習活動をはじ

め、町民の学びの機会を深める役割を果た

しています。 

 移住相談拠点施設の整備に関連して駐車

場を整備するなど、利便性の向上を図ると

ともに、体験学習や各種講座を開催し、町

民の知的好奇心を高める活動を進めてまい

ります。 

 建設から４３年を経過する図書館は、施

設の老朽化と狭隘化が進んでいるため、図

書館整備検討委員会を設置し、改築に向け

た調査研究を進めてまいりましたが、近く

基本構想がまとまる予定であります。 

 新年度においては、改築に向けた基本的

な考え方を示す基本計画の策定作業を進め

てまいります。 

 【脱炭素社会の実現】 

 近年、地球温暖化が起因とされる平均気

温の上昇、大雨や台風による災害の発生、

農作物や生態系への影響が深刻な問題とな

っており、脱炭素社会に向けた動きが活発

化しています。 

 国は、２０５０年度までに温室効果ガス

の排出を実質ゼロにする脱炭素社会の実現

を目指し、中間目標となる２０３０年度の
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温室効果ガス排出削減量を１３年度比４

６％に設定するなど、官民を挙げて経済社

会全体の変革に取り組む考えを示していま

す。 

 北海道も、２０２０年３月にゼロカーボ

ン北海道を宣言し、道民、事業者、市町

村、団体など、あらゆる主体が一体とな

り、その実現を目指そうとしています。 

 本町では、企業活動を通して排出された

二酸化炭素などの温室効果ガスについて、

植林や森林保護などに投資することで、排

出した分を相殺し、二酸化炭素の排出を実

質ゼロにしようとする、びほろ企業の森林

づくり事業に取り組んでいますが、これま

での実施面積は１３０ヘクタールを超え、

町有林の植樹などの育林活動に多くの企業

に参加いただいております。 

 また、役場新庁舎の建設にあたっては、

年間で消費するエネルギー量を基準値の５

割以下に削減するＺＥＢ（ネット・ゼロ・

エネルギー・ビル）認証を取得するなど、

新たな取組も始まっています。 

 新年度においては、公用車に電気自動車

（１台）を導入するほか、環境意識の高い

観光客に人気のサイクルツアーを実施する

など、脱炭素に向けた機運を高めるため、

より具体的な取組を進めてまいります。 

 以上のとおり、地球温暖化対策のさらな

る推進に向けて、持続可能なまちづくりの

実現と、豊かな自然と調和した環境を次の

世代に引き継ぐため、町民の皆様、地域や

事業者の皆様と一体となって連携・協働し

ながら、２０５０年度までに二酸化炭素の

実質排出量ゼロを目指すゼロカーボンシテ

ィの実現に向けて努力いたします。 

 【おわりに】 

 昭和２８年６月、新町から発火した火の

手は強風に煽られ、住宅街へと燃え広が

り、７７棟が全半焼し、被災者は３７７名

に及ぶ大火となりました。 

 現地には救済本部が置かれ、小学校を休

校して臨時避難所が開設されたほか、町議

会は臨時会を招集し、災害救助法の適用を

国へ申請、多くの町民が義援金を寄せるな

ど、町ぐるみで被災者を支援し、力を合わ

せて復興に取り組んだ記録が美幌町百年史

に載っています。 

 町民、議会及び行政が一体となり、ふる

さと美幌を襲った危機を克服し、力強く乗

り越えた先人たちの行動は、私たちに大き

な勇気を与えてくれています。 

 新型コロナという困難に直面している

今、この難局を乗り越えるには、ふるさと

美幌に暮らす全ての人が、コロナ克服とい

う共通の目標に向かって、お互いに協力し

合い、挑んでいかなくてはなりません。 

 先人たちの教えを胸に、次の世代への責

任を果たし、美幌の未来を切り拓くために

も、町民の皆様の先頭に立ち、お約束した

施策の実現に向けて全力で取り組んでまい

りますので、町民の皆様、議員各位には、

御支援と御協力を賜りますよう、お願いを

申し上げます。 

 結びに、議員各位におかれましては、慎

重に御審議をいただきまして、原案に御協

賛を賜りますよう、心からお願いを申し上

げまして、令和４年度の町政執行方針とい

たします。 

 御清聴、ありがとうございました。 

─────────────────── 

◎会議時間延長の議決 

○議長（大原 昇君） お諮りします。 

 もはや４時近くになりましたが、あらか

じめ会議時間の延長をいたしたいと思いま

すが、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 異議なしと認めま

す。 

─────────────────── 

◎会議時間延長の宣告 

○議長（大原 昇君） したがって、あら

かじめ会議時間の延長をすることに決定し

ました。 

 暫時休憩します。 



－ 53 － 

 再開は、１６時といたします。 

午後 ３時４９分 休憩 

─────────────────── 

午後 ４時００分 再開 

○議長（大原 昇君） 休憩前に引き続

き、会議を開きます。 

 引き続き、令和４年度教育行政執行方針

について、教育長の発言を許します。 

 教育長。 

○教育長（矢萩 浩君）〔登壇〕 令和４

年度美幌町教育行政執行方針を述べさせて

いただきます。 

 【はじめに】 

 令和４年度予算の御審議をいただく美幌

町議会定例会におきまして、教育行政に関

する執行方針を申し上げ、町民の皆様並び

に議員各位の御理解と御協力をいただき、

地域に根差した実効性のある教育施策を着

実に推進してまいります。 

 さて、我が国では少子高齢化や人口減少

をはじめ、人工知能（ＡＩ）やＩｎｔｅｒ

ｎｅｔ ｏｆ Ｔｈｉｎｇｓ（ＩｏＴ）な

どの先端技術が高度化して急激な社会的変

化が進む中、令和２年１月に日本国内で１

人目の感染者が確認された新型コロナウイ

ルス感染症は、その後、猛威を振るい、日

本の社会経済や私たちの日常生活に大きな

変化をもたらし、子供たちの教育環境にも

大きな影響を及ぼしております。 

 このような先行き不透明で予測が困難な

状況の中、教育行政の果たす役割はますま

す重要となっており、子供たちが変化を前

向きに受け止めながら、ふるさと美幌に誇

りと愛着を持ち、自ら学び、そして各人が

持つ資質、能力を一層確実に育成すること

ができるよう、教育関係者の皆様とともに

美幌町教育大綱を共有し、明確な教育行政

執行の方向性を示す中で、多くの皆様から

御意見をいただきながら、引き続き、顔の

見える教育委員会として、本町の教育行政

を着実に推進してまいります。 

 【教育行政に臨む基本的な考え方】 

 美幌町教育委員会では、第６期美幌町総

合計画を柱として、美幌町教育大綱並びに

第８次美幌町社会教育中期計画の具体的な

推進を図るとともに、総合教育会議におけ

る町長との協議を踏まえた町行政との連携

を図りながら、美幌町の教育の基本である

美幌町教育目標の実現を目指して、令和の

時代の豊かな学びの実現に向けて、次のと

おり重点施策に取り組んでまいります。 

 また、新型コロナウイルス感染症対策に

ついては、新しい生活様式を踏まえ、学び

を止めることのないよう様々な工夫をしな

がら教育活動の推進に取り組んでまいりま

す。 

 【重点施策の展開】 

 ≪幼児、学校教育の充実≫ 

 令和時代の始まりとともに、令和２年度

には小学校の、令和３年度には中学校の新

学習指導要領が全面実施されております。

新学習指導要領では資質能力を「知識及び

技能」「思考力、判断力、表現力等」「学

びに向かう力、人間性等」の三つの柱に整

理した上で、地域の人的・物的資源も活用

し、社会との連携及び協働によりその実現

を図る社会に開かれた教育課程を重視する

とともに、実施状況の評価と改善、必要な

人的・物的体制の確保などを通して、教育

課程に基づく教育活動の質を向上させ、学

習の効果の最大化を図るカリキュラム・マ

ネジメントの確立を図ることとされており

ます。 

 教育委員会としましては、学校と保護

者、地域が連携し、主体的・対話的で深い

学びの実現に向けた教育の充実に取り組ん

でまいります。 

 また、新型コロナウイルス感染症は、現

在も収束の目途は立っておらず、学校・学

級運営に様々な制約が生じておりますが、

引き続き文部科学省が定める衛生管理マニ

ュアル「学校の新しい生活様式」の徹底を

図り、子供たちの健全な育成のため学びを

止めないよう、学習内容や活動内容を工夫
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しながら、教育活動を継続できるよう各種

施策に取り組んでまいります。 

 ＜幼児教育関係機関との連携＞ 

 幼児期の教育は、次の世代を担う子供た

ちが人間として生きる力を身につけられる

ように、人格形成の基礎固めをする役割を

担っております。 

 幼児期と小学校の円滑な接続は重要なこ

とであり、要保護児童対策地域協議会をは

じめ、子ども発達支援センターや幼稚園等

関係機関と児童の各種情報を共有するた

め、情報交流や相互訪問等による連携を深

めてまいります。 

 ＜学校教育の推進＞ 

 確かな学力の向上。 

 算数科、国語科の充実強化。 

 確実な学力向上のため、チーム・ティー

チングや習熟度別指導のほか、北海道教育

委員会のチャレンジテストやＮＲＴ（全国

標準学力検査）を活用し、基礎的・基本的

な知識や学習内容が身に付くよう取組を進

めてまいります。 

 主に算数科と国語科においては低・中学

年を中心にきめ細かな指導のため、教育支

援員を継続配置し、確実な基礎学力の定着

に向けた取組を進めてまいります。 

 このほか、昨年度、包括的連携協定を締

結しました北見工業大学の協力による学習

サポート事業を小中学校の長期休業中を利

用し、継続実施いたします。 

 また、退職教員による放課後学習サポー

ト事業も継続実施し、児童が日常的に学習

できる環境を提供するほか、家庭での学習

習慣の定着のため、小中学校が連携した家

庭学習の手引きを作成し、生活リズムチェ

ックシートとともに活用を広く呼びかけ

て、学校と保護者の連携を強化いたしま

す。 

 ＩＣＴ教育の推進。 

 児童生徒一人一人の可能性を引き出し、

個に応じた学びや協働的な学びを実現する

ため、各学校に整備したＩＣＴ環境の円滑

な運用と効果的な活用を図ってまいりま

す。 

 ＩＣＴ教育推進のため、タブレット端末

の家庭への持ち帰りや機器の整備充実を図

り、教職員向けの研修を通して知識と指導

能力の向上を図り、保護者の理解、協力が

深まるよう情報発信に努めてまいります。 

 小学校少人数学級の推進。 

 小学校の３５人以下学級については、継

続して国や北海道の少人数学級事業の動向

を見据えながら、また、新たに小学校１年

生を対象に３０人以下学級を実践して町費

による臨時教員を配置し、児童一人一人の

理解度や興味関心を踏まえたきめ細かな学

習指導体制を整備してまいります。 

 語学教育の充実。 

 新学習指導要領の下で、小学校３・４学

年は外国語活動、５・６学年は教科として

の外国語が実施されております。美幌町の

教育の特徴である語学教育の充実を図りな

がら、高等学校卒業までに外国語でコミュ

ニケーションが取れるようになることを目

指し「聞く・読む・話す・書く」の力を総

合的に育みます。今年度も、小学校３校の

連携により、外国語専科教員による巡回指

導の継続・充実を図るとともに、昨年度で

全小学校に設置完了しましたイングリッシ

ュルームの活用を図り、一層の語学教育の

充実に努めてまいります。 

 あわせて、２名の語学指導助手（ＡＬ

Ｔ）のサポート体制により、外国語科指導

の充実に努めてまいります。 

 小中一貫教育の推進。 

 令和３年１月２６日の中央教育審議会答

申では、新学習指導要領の着実な実施によ

り義務教育の目的、目標を達成する観点か

ら、小学校６年間、中学校３年間と分断す

るのではなく、９年間を通した教育課程、

指導体制、教師の養成等の在り方について

一体的に検討を進める必要があるとの考え

方が示されております。 

 近年の教育内容や学習活動の質的・量的
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な充実に対する必要性から、美幌町の学校

教育においても教育環境の向上と持続的な

確保を目指した小中一貫教育の導入を検討

してまいります。 

 また、少子化による児童生徒数の減少に

対応した町立学校の最適化に向けた検討を

進めてまいります。 

 授業改善の充実。 

 学習規律のさらなる定着。 

 学習規律については、小中学校の学習規

律を集約し策定した美幌町学習規律スタン

ダードを基に、各校とも教育推進の重点事

項として作成し、児童生徒の姿として確か

な成果が現われております。引き続き、確

かな学力の基盤となる学習規律のさらなる

定着を図るため、校内一丸となった、より

具体的な取組を進めてまいります。 

 授業改善の推進。 

 全ての子供たちの可能性を引き出す「個

別最適な学び」と「協働的な学び」を実現

するためには、指導方法や指導体制の工夫

改善が必要であります。これまで、オホー

ツク管内全体の学校が授業改善のため主体

的に取り組んでいる「オールオホーツクで

学力向上を！ロードマップ」の実践を生か

し、ＧＩＧＡスクール構想によるＩＣＴ機

器を活用しながら、あわせて、小中学校に

おける教員の相互交流や学校種間の連携を

強化してまいります。 

 公開研究会の実施。 

 新型コロナウイルス感染症による影響が

ある中で、町内全ての小中学校が校内研修

の成果の発信として公開研究会を継続実施

しており、校内研修の充実や教員の指導力

向上などに大きな成果を挙げております。 

 今年度においても、授業改善のより一層

の充実のため、特設授業の公開と研究協議

を柱とした公開研究会の実施を積極的に進

めてまいります。 

 健やかな身体の育成。 

 健康保持。 

 子供たちの健康の保持・増進を図るた

め、定期的な健康診断を実施して感染症等

の予防に努めるほか、授業や家庭でのタブ

レット端末の使用のルールづくりにより視

力低下等を防ぐ取組を家庭と協力して進め

てまいります。 

 小学校では、むし歯予防対策のためフッ

化物洗口を継続実施いたします。中学校に

おいては、喫煙や危険ドラッグ等の薬物乱

用防止教室を開催し、適切な保健管理・指

導を行ってまいります。 

 体力向上。 

 全国的に児童生徒の体力が低下傾向にあ

るため、運動習慣の定着を目指し、日常の

体育授業の充実をはじめ、教育活動全体を

通して体力を培うほか、部活動や地域の少

年団活動を奨励し、全ての学年で新体力テ

ストの取組を進めます。 

 また、全国体力・運動能力、運動習慣等

の調査結果を踏まえ、学校における体力向

上の取組と体育・健康に関する指導の工

夫・改善を行うとともに、家庭や地域と連

携した児童生徒の運動機会の創出などによ

り、体力の向上に努めてまいります。 

 あわせて、関係団体の御理解と御協力の

下、水泳、スキー、スケートの各授業にお

いては、引き続き外部講師のサポートを受

けながら実施してまいります。 

 生活習慣。 

 子供たちの望ましい生活習慣の定着に向

けて推進してきた「早寝・早起き・朝ごは

ん運動」は、年々取組の成果が上がってき

ており、成果と課題を家庭と共有しなが

ら、学校や家庭における生活リズムチェッ

クシートの積極活用や生活習慣改善などの

食育の推進のほか、社会教育における通学

合宿事業などを引き続き共同し実施してま

いります。 

 また、ＩＣＴ教育の推進により情報端末

機器に触れる場面が多くなっているため、

情報モラル教育の一環として、適切な情報

端末機器の利用とともに、生活リズムの自

己管理についても継続的な指導や取組を進
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めてまいります。 

 豊かな心の育成。 

 道徳科への対応。 

 特別の教科、道徳においては、児童生徒

が生命（いのち）を大切にする心や他者を

思いやる心を考え、議論する道徳的課題に

対して、一人一人が自分のこととして誠実

に向き合い、他者との関わりの中でよりよ

く生きる力の育成に向け、道徳授業づくり

のための研修や授業公開、さらには地域の

人材や様々な教育資源を活用した道徳教育

の一層の充実を図ってまいります。 

 いじめ対策。 

 いじめ問題への対応は、学校における最

重要課題の一つであり、１人の教職員が抱

え込むのではなく、学校が一丸となって組

織的に対応することが何より重要でありま

す。このほか、関係機関や地域の力も積極

的に取り込むことも必要であり、いじめは

どの子供にも、どの学校でも起こり得ると

の意識を再認識し、いじめは絶対に許され

ないという土壌を醸成するとともに、いじ

め事案の未然防止、早期発見等、迅速で適

切な対応に努めてまいります。 

 また、悩みを抱え込んでいる児童生徒

が、いつでもシグナル発信できるよう、ス

クールカウンセラーと連携した中で、日頃

の指導・相談体制を強化し、未然防止、早

期発見、早期対応に努めるほか、指導のた

めの教職員研修会や児童生徒への情報モラ

ル教育の充実を図ってまいります。 

 読書習慣。 

 児童生徒の読解力や情報活用能力向上の

ため、読書習慣の形成、定着は必要であり

ます。学校では、朝読書やボランティアに

よる読み聞かせなど、読書活動の充実を図

る取組が進められており、家庭での読書を

通じて家庭内のコミュニケーションが図ら

れる家読（うちどく）をさらに推進してま

いります。 

 あわせて、図書館司書を各学校に継続し

て派遣し、読書活動の取組を支援するほ

か、教職員及び児童生徒のニーズに応じた

学校図書館の機能充実に努めてまいりま

す。 

 教育相談体制の充実。 

 教育相談の体制として、教育相談室に教

育専門相談員と不登校問題相談員を各１名

配置し、不登校あるいは問題を抱える児童

生徒に対して、家庭訪問や学校訪間による

相談、支援を行うほか、サテライト授業で

は児童生徒一人一人の心に寄り添いなが

ら、引き続き指導、支援を行ってまいりま

す。 

 また、児童生徒の心のケアや教職員、保

護者の問題解決に向けた連携を強化するた

め、昨年度よりスクールカウンセラーを小

学校にも配置しており、継続する中で校内

の教育相談体制の充実と早期対応に努めて

まいります。 

 さらに、全小中学校で実施しているＱ－

Ｕテスト（楽しい学校生活を送るためのア

ンケート）をより効果的に活用し、結果を

基に学級集団を捉え、学級経営の在り方な

どの指導・相談・支援を継続してまいりま

す。 

 特別支援教育の充実。 

 特別な教育的支援を必要とする子供の教

育については、各学校に特別支援教育支援

員を配置しておりますが、学級編制に合わ

せて今年度２名を増員し、２５名を配置い

たします。 

 個の特性に応じた適切な教育支援を行う

ため、特別支援教育関係者への研修会を実

施し、個別の支援計画・指導計画の活用や

保護者との相談を重ねながら、関係機関と

連携した効果的な支援を行ってまいりま

す。 

 また、美幌町特別支援教育連携協議会を

通して、福祉・医療・教育等の関係機関の

連携により、乳幼児から就労後までの支援

体制を切れ目なく、地域で一貫した相談及

び支援体制の構築を図り、個々の児童生徒

にとって相応しい教育環境の整備に努めて
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まいります。 

 安全・安心な教育環境の充実。 

 防災教育の推進。 

 近年の国内における大規模災害の発生を

受け、不測の事態に備えた学校現場での防

災教育は不可欠であります。子供たちが自

らの力で、状況に応じた判断や行動を通し

て危機回避できる力を身につけ、常日頃か

ら防災意識を持つために火災、地震、台風

災害を想定した避難訓練や防災訓練を実施

いたします。 

 昨年度に全小中学校で取り組みました１

日防災学校は、児童生徒にとって貴重な体

験学習であり、引き続き関係機関の協力に

より、防災の要素を取り入れた授業を継続

して行うよう取り組んでまいります。 

 安全教育の充実。 

 今年度においても、交通安全教室や自転

車乗車マナーの指導、防犯訓練、通学路の

安全確保、登下校時の見守り活動のほか、

不審者情報メールの配信や携帯電話、パソ

コン等のインターネット犯罪から子供たち

を守る取組を関係機関の御協力により進

め、子供たち自らが安全に行動できる資

質、能力の育成に努めるほか、親子で学べ

る場の検討など、保護者、地域住民、関係

機関等が連携し、地域ぐるみによる安全・

安心な教育環境の確保を図ってまいりま

す。 

 また、全国では子供たちが犯罪（性犯罪

含む）に巻き込まれる事案が報告されてお

り、子供たちの心身に大きな影響を与えて

おります。生きるための教育として、専門

家などによる正しい知識の習得や教材・指

導の手引を活用した安全教育の充実に努め

てまいります。 

 学校の衛生管理。 

 新型コロナウイルス感染症は、今後も警

戒を続けていかなければならず、学校にお

ける感染・拡大のリスクを低減した上で学

校運営を継続していく必要があります。 

 各学校においては、学校の新しい生活様

式や美幌町立学校における新型コロナウイ

ルス感染症に係る初動対応マニュアルによ

り、基本的な感染対策の徹底と感染疑いが

あった場合について対応しておりますが、

引き続き児童生徒と教職員の感染症予防対

策の徹底とともに、国が進める業務支援員

を継続配置しながら、施設の消毒・換気な

どを行い、持続的に児童生徒が安心して教

育を受けられる環境の整備に努めてまいり

ます。 

 信頼される学校づくりの推進。 

 服務規律の保持。 

 教職員は、教育公務員として子供たちの

人格形成に大きな影響を与える立場であ

り、児童生徒の手本とならなければならな

いことを改めて認識する必要があります。

学校教育は、地域住民との信頼関係の上に

成り立っていることを自覚し、学校教育に

対する信頼を損なうことのないよう、職場

全体で服務規律の厳正保持に努めてまいり

ます。 

 教職員の資質と能力向上。 

 教職員は、新たな課題や時代の変化に対

応するため、最新の専門的知識と指導技術

等を身につけることや高い倫理観が求めら

れております。引き続き教職員の資質と能

力向上のため、網走地方教育研修センター

をはじめ、個人研修や道内外の各種研修の

ほか、組織的に取り組む校内研修、授業実

践交流、公開研究会による授業公開など研

修・研究体制の充実を図り、学び続ける教

職員の取組に支援してまいります。 

 働き方改革の推進。 

 教員の働き方を見直し、教員が業務の質

を高めるとともに、日々の生活や教職人生

を豊かにすることで、自らの専門性や人間

性を高め、子供たちに対して効果的な教育

活動が継続できるよう、美幌町働き方改革

推進プランを策定しておりますが、これま

での取組を継承しながらさらなる改善・充

実を図るため、美幌町働き方改革推進プラ

ン（第２期）を昨年３月に策定し、教育委
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員会と学校とが緊密に連携しながら、継続

的かつ計画的に取り組んでおります。 

 今後も、学校業務の効率化・平準化を目

指した教職員の意識改革を進め、働き方改

革に取り組んでまいります。 

 地域と連携した学校づくりの推進。 

 学校は、教育活動やその他の学校運営の

状況を自ら評価し、その結果を公表する学

校評価を実施するとともに、新年度の学校

経営方針や重点課題を広く公表すること

で、学校・家庭・地域が各々の役割を果た

しつつ、社会全体で連携協働する地域とと

もにある学校づくりの深化に努めておりま

す。 

 今年度においても、学校運営協議会制度

の確かな推進と「３つのきょういく」応援

団の協力、また、昨年度に設置しました各

学校運営協議会の情報共有や資質向上を目

的とする学校運営協議会連携会の運用によ

り、地域の子供は地域で育てる仕組みを推

進するほか、参観日・学校行事・学校だよ

り等を通じて、学校の状況や子供たちの様

子を保護者や地域に発信してまいります。 

 あわせて、地域の意見を踏まえて学校運

営に生かしながら、地域の皆さんのご理解

とご協力の下に、一層信頼される地域とと

もにある学校づくりを進めてまいります。

特に、スポーツや芸術分野においては、外

部講師による指導や地域資源（自然・環

境・人）を積極的に活用し、特色ある学校

づくりに努めてまいります。 

 学校給食と食育の推進。 

 学校給食は、地元産農産物、地場産加工

品を多く取り入れて衛生管理の徹底の下、

おいしく安心・安全な給食提供に努めてま

いります。 

 また、食育については、学校と連携の

上、正しい知識と望ましい食習慣を身につ

けることができるよう取り組んでまいりま

す。 

 小中学生のいる多子世帯の保護者に対し

ては、今年度においても、美幌町第３子以

降学校給食費補助事業により給食費の無償

化を図り、安心して子育てできる環境づく

りに努めます。 

 食物アレルギーを有する児童生徒につい

ては、医師が作成する学校生活管理指導表

に基づき、保護者・学校との面談により、

学校給食におけるアレルギー対応を適宜行

ってまいります。 

 ＜学校教育施設環境の整備充実＞ 

 学校施設整備。 

 子供たちが快適で安心して学べる良好な

学習環境を維持するため、美幌町学校施設

長寿命化計画を基に、計画的な施設設備の

改修に努めてまいります。 

 今年度においては、美幌小学校・旭小学

校・美幌中学校ＰＣＢ含有変圧器更新修

繕、旭小学校遊具修繕、美幌中学校体育館

暖房遠赤ヒータ修繕、北中学校インターロ

ッキング舗装修繕を行ってまいります。 

 このほか、給食センターでは、排水処理

施設内の汚泥貯留槽散気管修繕、排気用送

風機修繕、厨房手洗器の取替えなどの修繕

を行い、適切な維持管理に努めてまいりま

す。 

 スクールバス。 

 スクールバスの運行については、安全運

行に努めるのはもとより、児童生徒の利便

性を考慮した運行を行うとともに、少人数

の場合にはハイヤーを代替として活用する

など、引き続き効率的で安全な運行に努め

てまいります。 

 また、特別な教育的支援を必要とする子

供が増加する中、より高度で専門的指導が

相応しいとされる子供が増えております。

このような場合、美幌町の児童生徒は北海

道北見支援学校（北見市川東）が就学校と

なりますが、これまでも保護者による毎日

の送迎が極めて大きな課題でありました。

特別支援教育は、個の特性に応じた適切な

支援が何よりも大切であり、あわせて、保

護者負担を軽減することを目的として、今

年度より北見支援学校への登校便を運行し
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てまいります。 

 ＜高等教育の支援・充実＞ 

 美幌高等学校との連携・支援。 

 昨年９月、北海道教育委員会は公立高等

学校配置計画（令和４年度「２０２２年

度」～６年度「２０２４年度」）におい

て、美幌高校の１学級を減とし、生産環境

科学科及び地域資源応用科を未来農業科に

学科転換するとしております。 

 町は、北海道美幌高等学校教育振興対策

協議会とともに、振興対策に向けた取組を

進めている中であり、非常に残念な決定で

ありますが、入学者の状況を鑑みると普通

科にも学級減の危機が迫っていると言わざ

るを得ない状況にあるため、美幌高校の教

育活動の様子を広く情報発信した上で、間

口確保対策の強化を講じてまいります。 

 また、昨年度実施いたしました地域みら

い留学制度は反響が大きく、入学者確保に

有効であることから引き続き取り組むもの

とし、農業科への入学機会に支障を来たす

ことのないよう寄宿舎運営への継続支援の

ほか、高等学校のＧＩＧＡスクール構想に

おける１人１台端末整備のためタブレット

端末の貸与、教育支援事業におけるポスタ

ー・パンフレット作製、学習環境整備、商

品開発等の支援を進めてまいります。 

 これらを通じて、農業科のみならず、普

通科にも一人でも多くの生徒に入学しても

らえるよう、関係機関と連携を図るととも

に、引き続き子供たちの生の声を取り入れ

ながら、美幌高校の魅力づくりとなる取組

を支援してまいります。 

 奨学金制度の充実。 

 若者らが安心して学ぶことができる教育

環境を整えるため、奨学金制度を利用しや

すいよう要件を見直します。あわせて、町

内で不足する医療や福祉従事者など、特定

の資格を有して町内事業所に就業する方に

対して奨学金返還支援制度を創設し、若い

世代の人材確保と定住促進を後押しいたし

ます。 

 ≪生涯学習の充実≫ 

 社会教育では、生涯を通じて互いに学

び、高めあえる、活力を生む生涯学習の取

組を着実に進めてまいります。 

 令和４年度が計画の初年度となる第８次

美幌町社会教育中期計画の三つの推進目標

を社会教育行政推進の柱として、町民のニ

ーズに十分に応えられるよう、毎年の事業

点検評価を踏まえながら、さらなる取組の

充実を図ります。 

 ＜社会教育の推進＞ 

 学習活動の推進。 

 家庭教育。 

 家庭や地域からの教育力向上を図るため

に子育て世代の親が学びやすい環境を整え

ていくことを意識し、幼稚園家庭教育学級

への活動支援やフレッシュママセミナー、

親育セミナー、ＰＴＡ役員研修会等での子

育てをめぐる課題等の学びの機会を提供

し、子供たちが健やかに成長できる環境づ

くりに努めてまいります。 

 少年教育。 

 小学生を対象に、おもしろキッズ共和国

や子どもちょっと体験教室、びほろっ子ワ

クワク通学合宿などの事業を継続するとと

もに、中学生、高校生には、次代を担うリ

ーダーの養成を目的に、講習会を充実・継

続することで、児童生徒の興味関心の幅を

広げ、自ら考え行動する力を育んでまいり

ます。 

 青年教育。 

 青年教育では、社会の一員としてまちづ

くりに参画する青年たちの自主的活動を推

進するため、青年交流会や、はたちのつど

いの開催支援を行います。また、青年講座

開催により青年の学習の場を引き続き提供

してまいります。 

 成人教育。 

 町民の自主的な学習活動を支援するみん

なのまなび場応援事業や、広く町民の知

識・教養を深めるイマドキ講座、きらり女

性セミナーを実施し、誰もが気軽に参加で
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きる学習機会を提供するほか、女性国内研

修派遣事業を通じ、女性リーダー育成を継

続してまいります。 

 また、町内に在住する外国人研修生等に

対し、町民との交流を深め本町へ愛着を持

ってもらえるよう、日本の伝統文化などを

学習・体験できる機会を提供する多文化共

生推進事業を引き続き進めてまいります。 

 高齢者教育。 

 明和大学では、多くの仲間とともに充実

した学生生活を送れるよう、学生の多様な

ニーズに応えながら、学習内容の充実を図

ってまいります。 

 また、明和友の会や一般高齢者の方も対

象とした明和大学公開講座やアクティブシ

ニアセミナーを継続し、高齢者の生きがい

づくりや生涯にわたる学習の場を提供して

まいります。 

 青少年健全育成の推進。 

 青少年対策。 

 青少年育成センターは、民間組織である

青少年育成協議会と連携しながら、青少年

の健全育成や非行防止活動のための指導と

支援に努めてまいります。 

 また、リトルウイングや子どもみまもり

隊による児童生徒への声かけ・見守り活動

や青色回転灯装備車両によるパトロールな

ど、地域のおじさん・おばさんとして、町

民総ぐるみ運動を引き続き展開し、子供た

ちの安全確保や非行防止に取り組んでまい

ります。 

 文化活動の推進。 

 芸術文化鑑賞事業の充実。 

 各実行委員会と協力して、幅広い世代の

町民に向けて質の高い生の芸術に触れる機

会を工夫し提供するとともに、町民が主体

的に行う小規模鑑賞事業に対し支援を行っ

てまいります。 

 芸術文化活動の支援。 

 各種文化団体への活動に対して支援を継

続し、技術の向上と文化の裾野を広げるた

め指導者招へい事業を拡充してまいりま

す。 

 また、新規事業として、今年度から、未

来のアーティスト応援事業に取り組み、芸

術文化活動に打ち込む青少年へ全国・全道

コンクール等への参加経費を助成すること

で、次代を担う若い世代の技術の向上や文

化の振興に努めてまいります。 

 子供たちの表現活動の場である演劇ひろ

ばの活動をサポートし、異年齢の子供たち

が、びほーるで演劇やダンス、歌などを自

分たちで創作しながら、協調性や積極性を

養い、コミュニケーション能力や感性を高

める取組を行ってまいります。 

 スポーツ活動の推進。 

 東京２０２０オリンピック・パラリンピ

ックの開催は、多くの方に感動や希望を与

え、美幌町の選手が日本代表選手としてパ

ラリンピックや北京２０２２冬季オリンピ

ックに出場しました。本町出身選手の出場

は、スポーツに関わる子供たちに夢を抱か

せ、スポーツに親しむ人や見る人にも生き

る活力となりました。 

 また、誰もが心身ともに健康で充実した

生活を営むためには、生涯にわたって運動

スポーツを生活の中に取り入れ、健全な心

と体を養うことがとても大切であります。 

 そのためには、町民の様々なニーズや年

代・性別・障がいの有無にかかわらず、多

様性を尊重したスポーツの機会をつくり、

健康体力の維持増進やレベルの高い競技力

の向上を図るため、美幌町スポーツ協会及

びびほろスポーツクラブＢｅｅｔとさらに

連携・協働しながら、より充実したスポー

ツ環境づくりを推進してまいります。 

 また、将来を夢見る有望な子供たちを支

援するため、未来のアスリート応援事業を

充実するとともに、子供たちが安心して活

動でき、さらに活躍できるよう支援してま

いります。 

 今後の人口減少や少子高齢化社会が進む

中、スポーツ指導者の高齢化や後継者不足

からスポーツ活動の停滞や団体の解散など



－ 61 － 

が大きな課題となっており、スポーツ活動

を継続・充実するには、競技者人口の拡大

と指導者の養成や資質向上が必要であり、

指導者を養成するための資格取得費用の助

成強化や研修参加を奨励してまいります。 

 これまでのスポーツ環境の整備充実やス

ポーツ基盤をさらに強化・継続し、東京２

０２０オリンピック・パラリンピックの開

催や札幌冬季オリンピック・パラリンピッ

クの誘致などを契機とし、さらに美幌町の

スポーツ振興が図られるよう、国のスポー

ツ基本計画を参酌し、美幌町独自の特色を

生かせる美幌町スポーツ推進計画の策定に

取り組んでまいります。 

 図書館活動の推進。 

 美幌町図書館の創設から今年で７０年を

迎えます。この間、いつでも、誰にでも本

と触れ合うことのできる環境づくりに努め

てまいりました。これからも、乳幼児から

高齢者まで切れ目なく読書に親しめる機会

やレファレンスサービスなど、町民ニーズ

に応えられる取組を進めてまいります。 

 特に、子ども未来絵本０３６事業を継続

することで、乳幼児の保護者の読書に対す

る理解と関心を高め、さらには学校巡回司

書の取組を充実させ、学校と図書館がより

連携することで子供たちの読書活動の推進

を積極的に取り組んでまいります。 

 また、町民にとって魅力的で利用しやす

い新図書館の整備に向けて、図書館整備検

討委員会での議論をさらに深め、図書館の

事業とサービスを強化しながら、多様な人

びとに安心して利用することができ、自ら

図書館で学びたくなる未来を指向した図書

館を目指してまいります。 

 博物館活動の推進。 

 博物館は、多くの町民の皆様に、ふるさ

との自然や歴史、芸術などのすばらしさに

触れていただき、積極的に利用してもらえ

るよう、魅力ある事業づくりを進めてまい

ります。 

 教育普及では「カメラは見た！動物たち

の素顔」をテーマとした特別展及び貴重な

収蔵資料を展示するロビー展などの開催を

予定いたします。 

 また、各種団体や学校教育などと連携を

図り、体験活動を主体とした講座などの内

容を充実し、博物館教育につながるよう努

めてまいります。 

 文化財の保全・保護では、指定文化財の

点検、巡視を行うとともに、指定文化財、

美幌小学校のかしわの樹木医による保全作

業や経年劣化した史跡案内板の改修を行う

ほか、埋蔵文化財発掘調査として道営農地

整備事業における予備調査、その他各種開

発行為に伴う事前調査を実施いたします。 

 ＜社会教育施設環境の整備充実＞ 

 社会教育施設は、社会教育や芸術文化活

動、スポーツ活動など地域における生涯学

習の拠点として、これまで多くの方々が学

習や交流の場として利用され、その振興に

大きな役割を果たしてきております。あわ

せて、災害時等における避難場所などの防

災施設としての機能を有する施設もあるこ

とから、昨年度に策定した美幌町社会教育

施設等長寿命化計画に基づき、安心・安全

な施設利用環境を確保するため、計画的な

施設整備の改修に努めてまいります。 

 トレーニングセンターの耐震改修につい

て、今後、具体的な整備計画を十分検討

し、工事着手に向け着実に取り進めてまい

ります。 

 また、老朽化、狭隘化が課題となってい

る図書館については、引き続き図書館整備

検討委員会により、整備に向けた調査・研

究を進めてまいります。 

 【むすび】 

 以上、令和４年度の教育行政の執行に当

たり、教育委員会の基本的な考え方と重点

施策について申し上げました。 

 新型コロナウイルス感染症の収束はいま

だ見通せない状況にありますが、次代を担

う子供たちが、夢を語り合い、心豊かにた

くましく成長できることを願い、さらに、
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町民一人一人が生き生きと豊かな人生を送

ることができるよう、各種の教育施策に全

力で取り組んでまいります。 

 町民の皆様と議員各位の一層の御理解、

御協力を心からお願い申し上げまして、教

育行政執行方針といたします。 

 御清聴、ありがとうございました。 

○議長（大原 昇君） 暫時休憩します。 

 再開は、１６時４５分といたします。 

午後 ４時４１分 休憩 

─────────────────── 

午後 ４時４５分 再開 

○議長（大原 昇君） 休憩前に引き続

き、会議を開きます。 

─────────────────── 

◎日程第３３ 一般質問 

○議長（大原 昇君） 日程第３３ 一般

質問を行います。 

 通告順により発言を許します。 

 １番戸澤義典さん。 

○１番（戸澤義典君）〔登壇〕 それで

は、私から、住みやすく、人が集まる基盤

をつくるまちづくりについて、３点お伺い

いたします。 

 １点目がコンパクトシティーの強みを高

めた、まちなかににぎわいを再生するまち

づくりについてです。 

 第６期美幌町総合計画では、五つの基本

目標の一つとして、４番目に「住みやす

く、人が集まる基盤をつくるまちづくり」

を掲げています。その中の一つに「交通の

利便性やコンパクトシティーである強みを

さらに高めるため、中長期的な視点を持ち

ながら、まちなかに人が集まりやすい環境

を整え、にぎわいを再生します」とありま

す。果たして美幌町はコンパクトシティー

となっているのでしょうか。コンパクトシ

ティーの強みをさらに高めるとはどういう

ことなのでしょうか。まちなかに人が集ま

りやすい環境を整え、にぎわいを再生する

とありますが、まちなかとはどこを指すの

か、新町商店街、中央商店街の空洞化をど

う見るのでしょうか。 

 また、平成３１年に策定した中期基本計

画の検証結果の中で、住みやすく美しい市

街地機能の向上のうち、進展していない施

策が一つだけありますが、その施策は何な

のか、また、進展していない原因は何なの

か。 

 以上、まちなかにぎわい再生に関わる現

状と分析及び今後の再生プロジェクト等に

ついてお聞かせください。 

 ２点目は、老朽化の進んだ施設や設備の

有効活用と更新・集約についてです。 

 前述した目標の中に、老朽化の進んだ施

設や設備については、有効活用をすること

に努める一方、適切に更新や集約を行い、

より管理しやすい体制にしていきますとあ

ります。 

 平成２９年３月に策定した美幌町公共施

設等総合管理計画にも、ひとがつながる場

所の実現の一つに、公共建築物縮減目標３

０％を掲げています。また、用途廃止で使

用できない建物は解体するともあります。 

 昨年度は、役場庁舎建て替えや地域振興

センターの除却に伴い、しゃきっとプラザ

等への各種団体の集約などがありました。

一方、施設総量最適化の方策に、複合化や

統合、廃止を掲げていますが、東町集会室

や屋内多目的運動場、さらには、役場庁舎

建て替え時にも、複合化や統合などをされ

ておりません。また、明らかに使用してい

ない旧ユースホステルや旧美英福祉寮など

は解体されていません。 

 以上、これらの事項を踏まえて、前述し

た目標を達成するための現状分析と今後の

考え方についてお聞かせください。 

 ３点目は、自然や潤いを感じられる空

間・景観づくりと子供たちが安心して自由

に集まれる環境づくりについてです。 

 当該項目の具体策として、美幌町総合計

画では、公園、緑地の整備を掲げているか

と思いますが、それだけでは不十分な気が

いたします。 
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 栄通沿いの街路樹は頭からすっぽり切ら

れ、とてもすばらしい景観とは言えませ

ん。子供たちが安心して自由に集まれる場

所としては、現状の美幌町ではきてらすが

一番ではないでしょうか。しかしながら、

きてらすは小学校に上がる前の子供たちが

ほとんどです。小学生は結構コミセンに集

まっているようです。 

 今、オリンピックでは、スケートボード

やスノーボードで活躍する１０代の方が増

えてきています。都会ではスケートボード

ができる公園等も増えてきています。果た

して、既存の公園や緑地の整備だけで十分

でしょうか。新たな発想で身近なところで

自然や潤いを感じられる空間や景観を増や

し、子供たちが安心して自由に集まれる環

境をつくるべきかと思いますが、町長の見

解をお聞かせください。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君）〔登壇〕 戸澤議員

の御質問に答弁いたします。 

 住みやすく、人が集まる基盤をつくるま

ちづくりについてですが、１点目のコンパ

クトシティーの強みを高めた、まちなかに

にぎわいを再生するまちづくりについてで

ありますが、美幌町は、市街地の中心から

半径２キロメートル圏内に８割以上の住居

や商店、公共施設などの都市施設が集約さ

れており、コンパクトシティーが集約的な

都市構造と考えた場合、その形態を有して

いると考えております。 

 しかし、人口減少や少子高齢化ととも

に、市街地において店舗や事務所の空き家

が目立ち、地域全体の居住環境に影響を与

えているところですが、住民の利便性を高

めるため、地域公共交通計画を改定し、デ

マンドバスの運行や市内循環線の接続見直

しを図っているところであります。 

 次に、まちなかにつきましては、平成１

６年１０月に策定の美幌町中心市街地活性

化基本計画における中心市街地区域内の商

店街を指しておりますが、大規模小売店舗

の進出や町外への消費流出により、中心市

街地の空き店舗の増加による空洞化が進ん

でいる状況であることから、にぎわいを取

り戻し、活性化を促進することが課題であ

ると認識しております。 

 前期基本計画の検証結果における進展し

ていない施策につきましては、市街地の再

整備を指していますが、平成２７年から２

年間、にぎわいの駅構想など、商店街の活

性化について、商工会議所と課題の整理を

行ったところであります。 

 その結果、商工会議所においては、施設

整備におけるコンセプトの構築や必要とな

る機能など、連合商店街を交えた商工会議

所の中で時間をかけて精査していく必要が

あるとの結論に至ったところであります。 

 町といたしましては、市街地再整備は、

ハード整備だけではなく、ソフト施策と併

せて考えていく必要があり、今後とも商工

会議所をはじめとした関係団体と連携を図

りながら進める必要があると考えておりま

す。 

 ２点目の老朽化が進んだ施設等の有効活

用と更新・集約についてでありますが、公

共施設等総合管理計画においては、計画策

定から３０年間の公共建築物の縮減目標と

して、面積総量の３０％縮減を掲げており

ますが、役場庁舎をはじめ、町民会館、屋

内多目的運動場などの大型公共施設の建設

などにより、計画策定時の面積総量から３.

９７％増加となっております。 

 今後の考え方でありますが、公共施設等

の総量適正化のために、本計画において掲

げている複合化・多機能化・統合・広域

化・廃止といった方策を目標達成に向けて

進めていくという考えに変わりはなく、現

在建て替えを計画している図書館について

は複合化の検討を、公営住宅については長

寿命化計画により管理戸数の縮減を、ごみ

処理施設については近隣市町との広域化に

よる中間処理施設の整備を検討していると

ころであります。 
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 また、未利用施設については、他の利活

用を検討しながら、老朽化が著しく危険な

建物と判断される場合は計画的な解体を進

めることとし、今年度は旧地域振興センタ

ーと旧役場分庁舎の解体除却を国の補助制

度を活用して実施し、新年度においては、

旧ゆうあいセンター解体に向けた実施設計

委託と旧古梅小教員住宅２棟の解体工事を

計画しているところであります。 

 人口減少と少子高齢化が進む中で、町民

ニーズを的確に把握しながら、適正な公共

施設の配置を検討していく必要がありま

す。引き続き、公共施設としての機能確保

を図るとともに、公共施設の最適な配置に

努めてまいりますので、御理解のほどをよ

ろしくお願いいたします。 

 ３点目の自然や潤いを感じられる空間・

景観づくりと子供たちが安心して自由に集

まれる環境づくりについてでありますが、

公園、緑地の整備については、平成２８年

３月策定の美幌町公園施設長寿命化計画に

基づき、平成２８年から４か年で４公園の

遊具を更新し、公園施設の修繕も継続して

まいりました。また、公園樹木について

も、剪定及び伐採など、景観に配慮しなが

ら管理しているところです。 

 新たな公園整備の計画はありませんが、

毎年度実施している遊具等法定点検結果を

基に改築、修繕を行うとともに、公園樹木

の管理を徹底して、安全で安心して利用で

きる公園の提供を継続してまいります。 

 なお、本町では、平成１４年に柏ヶ丘公

園に隣接する駐車場をローラースケート場

として整備し、夏場のローラースケートや

ローラースキーの練習場として利用され、

最近では若者を中心にスケートボードとし

て利用されている状況にあります。 

 今後は、住民のニーズに応じ、既存施設

の有効活用や民間活力を得た施設提供に努

めていきたいと考えておりますので、御理

解のほどをよろしくお願いします。 

 以上、答弁いたしましたので、よろしく

お願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １番戸澤義典さ

ん。 

○１番（戸澤義典君） それでは、逐次、

再質問させていただきたいと思います。 

 まず、認識の統一というか、果たして美

幌町はコンパクトシティーとなっているの

かという点です。 

 確かに、駅から美富まで２キロメートル

程度しかない本当に小さい町であることは

確かです。 

 ウィキペディアによりますと、都市的土

地利用の郊外への拡大抑制と中心市街地の

活性化が図られた生活に必要な諸機能が近

接した効率的で持続可能な都市、もしく

は、それを目指した都市政策のことをコン

パクトシティーと言っているということ

で、ちょっと難しい表現になりましたけれ

ども、簡単に言うと、コンパクトシティー

の発想としては、歩いて行ける範囲を生活

圏と捉えると言っているのです。要する

に、それがコミュニティーの再生や住みや

すいまちづくりを目指そうとするものだと

言っております。 

 使いやすい公共交通があるのか、公共交

通の空白地域がないのか、マイカーがなく

ても、行政機関や通院、買物が可能かどう

かということで、かえって都会の下町のほ

うがコンパクトシティーと言えるのではな

いかと思います。例えば、札幌で言う路面

電車沿いに住んでいる方々のところが大体

コンパクトシティーなのかと思います。歩

いていけばどこでも路面電車の駅があり、

路面電車を使えばどこにでも行ける、そう

いうものがコンパクトシティーなのかと思

います。 

 美幌町で言えば、それをイメージしたと

きに、美幌町のコンパクトシティー化率と

いうのは、私としては８０％前後ぐらいな

のかなという認識なのですけれども、その

辺について、町長はどうでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 町長。 
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○町長（平野浩司君） 一般的にコンパク

トシティーという捉え方として、今、一つ

の例を言っていただきましたけれども、美

幌町が半径２キロメートル以内に固まって

いるという意味では、本当にコンパクトシ

ティーと言えるかと思います。ただ、本

来、国が進めているコンパクトシティーと

いう概念の捉え方となかなか一緒にならな

いのではないかと私は思っています。 

 今おっしゃったように、都会の下町とい

うか、歩いてという意味からいけば、端か

ら端はちょっと別ですけれども、その範囲

を歩いていける部分においては、ある程度

都市機能がまとまった町ではないかと私は

思っているので、コンパクトシティーとい

う概念をきちんと共通させないと、なかな

か話が合わないのではないかという認識を

持っています。 

○議長（大原 昇君） １番戸澤義典さ

ん。 

○１番（戸澤義典君） 先ほどもありまし

たように、公共交通機関がそれぞれの地域

に網羅されて、その公共交通機関を利用し

て、行政にも行ける、病院にも行ける、買

物にも行けるとなればコンパクトシティー

になってくると思うのです。 

 いずれにしましても、４月から新公共交

通計画に基づく新路線バスとか、デマンド

バスとか、先ほど執行方針にもありました

公共施設の移動送迎サービスも計画されて

いるということで、その成果を見て、それ

らが完璧に動けば、本当に移動も便利なコ

ンパクトシティーになると思っておりま

す。ぜひ４月から始まる新公共交通計画に

期待をしたいと思います。 

 続いて、長期ビジョンとなるまちづくり

の将来都市を明確にして、その実現に向け

たまちづくりの基本方針を示して、ゆとり

のある魅力のあるまちづくりを進めていく

ということで、美幌町については、そうい

うことを目的とした美幌町の都市計画マス

タープランをつくっています。それについ

ては、非常にすばらしい計画ではないかと

思います。その中でゾーニング分けして、

ゆうゆう商店街とか、借上げ住宅とか、生

活モールとか、沿道サービスゾーンとか、

駅前ゾーンとか、すばらしい計画があるの

です。これを見ると、このとおりにやって

いくとすばらしいまちなかが再生できるの

ではないかという認識を持っています。 

 都市計画マスタープランの中に、中心市

街地活性化基本計画というのが四つ目標を

掲げています。例えば、生活環境と住環境

の共存とか、環境に優しいまちづくりと

か、にぎわいのある魅力的な商店街づく

り、４番目として、美幌らしい交流都市づ

くりと掲げていますけれども、美幌町中心

市街地活性化基本計画の実行状況という

か、現状はどういうふうになっているので

しょうか。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 中心市街地活性化

基本計画を平成１６年につくって、それを

基に、行政の役割、それから、民間という

か、町の人たち、商工会議所を中心とした

商店街の人たちがどういうふうにやるかと

いうものを分担してやってきております。 

 その中で、私ども行政とすれば、例え

ば、道路の整備とか、公園をつくったりと

か、まちなかの居住の考え方でいけば、町

が直接つくれないということで、借り上げ

公住制度で住宅を増やしていったり、そう

いうことはしてきていると思っています。 

 その中でいけば、町が進めたことは、当

時はある程度できているのかなと思ってい

ます。 

 例えば、まちなかにあるかどうかは別と

しても、当時、保健福祉総合センターをつ

くるとか、これは私どもではないですけれ

ども、郵便局を建て替えるとき、町の中に

郵便局の建設事業ということで、ちょっと

奥まっていたところから表のほうに出てき

てくれています。 

 そういう意味でいけば、ある程度できて
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いるのですけれども、問題は、当時で言う

何をもってにぎわいとするかというものが

やはりまとまらなかったというのが、当時

つくった計画の中で未実施なのかなと思っ

ています。 

 そのまま今までに来ているのも事実です

し、次の質問の中で言われているにぎわい

についても、どういうふうに皆さんが捉え

るかというところが詰め切れなかったとい

う中においては、答弁書にも書いてありま

すが、その辺は会議所なり商店街の人たち

がどう考えていくかというところがまとま

ってこないと、次へ進められないという思

いは持っております。 

○議長（大原 昇君） １番戸澤義典さ

ん。 

○１番（戸澤義典君） 美幌町の都市計画

マスタープランを今年度以降にまた見直し

ていくと先ほどありましたけれども、その

中に、今は第２期ということですが、過去

の第１期のときに、旧自動車学校のところ

からみどりの村にできる道路を幹線道路と

して橋をつけようという計画があったよう

です。第２期にするときには、当然お金が

かかる話ですし、実現性がないということ

で外したという経緯がマスタープランに載

っていました。 

 確かに、車を持っている方は、例えば、

みどりの村に行くのであれば、大正橋とか

美禽橋を通れば簡単に行けると思うので

す。ただ、小学生とか中学生とか、車を持

っていない高齢者等を含めて、歩いて行く

には、あの真ん中を突っ切るのが一番早い

と思うのです。 

 昔、網走川沿いには達美のつり橋とか、

さらに昔ではたしか上美幌辺りにもつり橋

があったと思います。だから、大きな橋を

つくれば何十億円とお金がかかるのですけ

れども、例えば、つり橋とか、最低限、歩

道の橋もつくれば、みどりの村もある程度

は活性化できるかなという思いがあるので

すが、その辺の考えはどうでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 当時も、今もそう

なのですけれども、都市計画をつくってい

く中で、計画は計画で、ある程度ルールに

沿って、かつ、それで補助をもらったりす

る上では、やはり形にしなければいけな

い。それが現実としてお金をかけてそこま

で進めていけるかということを考えます

と、なかなかそこまではできないのも事実

かなと思っています。 

 私も、その当時、あそこに橋を架けた

り、要は橋を架けるというよりも、川をま

たいでみどりの村にどう行くか、反対側に

行くという場合にはどういう方法があるか

という話をしたときに、私は担当ではなか

ったのですけれども、ちょっと企画をやっ

ていて、別に橋でなくても、例えば、人が

渡れるようなものとか、お金をかけないで

そういうものをつくることは駄目なのです

かと、同じような発想をしたことがあるの

です。ただ、一つの計画として、実効性と

しては、よっぽど強い思いがあって、それ

から、今言われているのは、防災という

か、災害時にどうするかということです。 

 例えば、橋を架けるとか、そんなに深く

ないのであれば、そこを渡っていけるよう

なものをつくっていければいいのではない

のという話をしたときに、防災上、何かあ

った場合にどうするかというところが優先

されてしまうということで、なかなか難し

い部分があると思っております。 

○議長（大原 昇君） １番戸澤義典さ

ん。 

○１番（戸澤義典君） なかなかいい発想

だと思ったのですけれども、やはり実現は

不可能なのかなと。 

 第２期の計画でしょうか、みどりの村も

レクリエーションゾーンということで書い

てあるのですけれども、くつろぎの触れ合

いの交流拠点として、峠の湯びほろが書か

れているのです。くつろぎの拠点とはなる

のですけれども、本当にあんなに遠くて触
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れ合いの拠点になるのかなという思いがあ

ります。やはり、もっと中心市街地、まち

なかに持ってくれば本当に触れ合いの交流

拠点になると思います。今、４年間、指定

管理を延長しましたけれども、４年後の前

にどうするかという結論を出さなければな

らない時期が来ると思うのですが、まちな

かに持ってきたら、すごく皆さんが集まる

拠点になり得ると思うのです。その辺の考

え方はどうなのでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 町をどうつくって

いくかということと、今ある点在化してい

る施設をどうつなげていくかということ

は、分けてもいいのではないかというか、

整理の仕方がちょっと違うと思っていま

す。 

 例えば、ふだん住んでいる方々が一つの

生活空間としてどういうふうな形成をすべ

きかというならば、今言うような市街地と

いうか、集落を中心として、住居やいろい

ろ固まっている部分と郊外にあるものをど

うつなげていくか。 

 今回、いろいろなことで考えたのは、何

か計画をつくる中において、そこをどう結

ぶというのは、公共交通をどうしていくか

ということを考えていければ、いろいろな

解決ができるのではないかと思って、重点

的にやりましょうと。 

 バスを走らせても、バスに乗る人が少な

いというのであれば、デマンドというか、

必要に応じて動くような体系をどうしてい

くかということを、他のまちもいろいろや

っているし、私もいろいろ見せてもらった

り、研究した中でいけば、担当の部分でそ

のまとめをして、皆様にお示したとおり

で、まずは交通体系を少しでも今よりよく

すれば人の動きは出てくるだろうというの

が今の考えであります。都市計画のマスタ

ープランとか、それをどうつくっていくか

というのは、機械的にやらなければいけな

いところがあるのですけれども、それに踏

み込んで次にどうするかというのは、これ

もまたなかなか難しい問題ではないかとい

うか、お金が伴うということにおいては、

そういう思いであります。 

○議長（大原 昇君） １番戸澤義典さ

ん。 

○１番（戸澤義典君） 今、町長からも若

干出ましたけれども、やはり、まちづくり

というのはすぐにできる話ではないと思う

のです。やはり、２０年、３０年、あるい

は５０年を見越して、青写真を描いて計画

をつくることが大切だと思うのです。その

一環として都市計画マスタープランをつく

っていると思うのですけれども、将来構想

に基づいてもっと具体化していかないと、

なかなか実現は難しいと思うのです。 

 何を言いたいかというと、今、グランド

ホテルが空き地になっていますね。そし

て、旧パチンコのＤＡＩＧＯＲＯも空いて

います。あるいは、商店街にも遊休地がい

っぱいあると思うのです。民間地ではあり

ますけれども、それらの土地を再利用する

には今が一番チャンスではないかと思うの

です。将来構想があれば、ここの土地を先

行的に買っていこうと。目的があれば行政

で土地を買うことができますし、土地がな

いと話は進んでいかないと思うのです。で

も、将来構想がないと、行き当たりばった

りで土地を買うことになってしまうと思う

のです。あの辺の裏には、ＪＡさんの土

地、元のＤＡＩＧＯＲＯの駐車場もありま

すし、非常に広い土地を確保するためには

一番いいと思うのです。 

 そして、道の駅の制度ができたのは平成

５年ということで、安全で快適な交通道路

環境の提供及び地域振興に寄与することを

目的として国土交通省が計画したのが始ま

りだということです。当時は観光客をター

ゲットとしていたのですが、今は結構地元

の方を取り入れて、上士幌に新しくできた

道の駅とか、遠軽の道の駅とか、地元の方

も非常に利用して、人が集まるにぎわいの
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ある場所となっているのが今の道の駅の形

態だと思うのです。今、確かに美幌峠に道

の駅がありますけれども、別に一つあって

も二つあってもいいとは思うのです。今言

ったまちなかの跡地を利用して道の駅をつ

くるのだと。ただの道の駅ではなくて、複

合的な道の駅を整備する、そこでにぎわい

を取り戻すという考えもあると思うので

す。 

 そこには、宿泊施設があったり、温泉が

あったり、にぎわいのある公園があった

り、先ほどあった未来を志向した図書館が

あったり、そういったものが道の駅の周辺

にあれば、そこに人が集まってきて、自然

とにぎわいができるのではないかと思うの

です。そのためには、段階的に、まず青写

真を描いて、大きな３０年、５０年先の計

画を持って、その計画に沿って一つずつ土

地を買っていくとか、一つずつものを建て

ていくとか、一遍に買って一遍に建てるの

は当然無理な話ですし、資金もかかる話で

すが、まずそういう計画をつくることが大

事だと思うのですけれども、その辺の考え

はいかがでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 計画をつくるとい

うことに対しては、異存はないというか、

そのとおりだと思います。 

 その中で、私もずっと長く美幌にお世話

になった中で、将来に向けて、皆さんと客

観的に、この町がどのように、例えば、公

共施設もそうですし、ホテルなどの施設が

配置されることがいいのかということに対

して、きちんと論議をされてこなかったの

ではないかと思うのです。 

 私は、今、担当にも言って、危惧してい

るのは、計画をつくるということでコンサ

ルを入れて、取りあえず皆さんに意見を聞

きましたというように、要は、形だけでは

なくて、本当に具体的に今後１０年、２０

年、５０年という中でどう考えていけるの

か。 

 そういう意味でいけば、今回、北見工業

大学と包括連携協定を結んだ中で、まちづ

くりというか、都市計画とか、私も昔にそ

ういうのをやらせてもらったのですが、客

観的にきちんと考えてどうするという評価

も含めてやっていかないと、なかなか難し

いのではないかと思っています。美幌町は

そういうことをやる必要があるし、みんな

がそうだよねと言ったときに、では、みん

なでこの土地を買いましょう、こうしてい

きましょうということでみんながまとまっ

てできるかできないかの問題だと思いま

す。私は、何とかそれをやりたいと思って

はおります。 

 もう一つは、にぎわいという言葉が質問

の中にありましたけれども、にぎわいとは

何なのかということをもう一回みんなと考

える必要があるのです。要は、町の中心に

人が来ればいいのか、商店街がもうかれば

いいのか、観光客を寄せたいのか、そのこ

とも含めて、誰をターゲットにして、誰が

主体としてこのまちをどうしていきたいの

か。 

 私が今考えているのは、まずは町に住ん

でいる人たちが好きなところに行けるよう

な、自由に動けるような環境づくりをする

必要があるということで、これに力を入れ

ているのですが、今後は、今言ったような

計画をつくるためには、客観的な物の流れ

の中でまとめ上げていかなければ駄目なの

かなと思っています。 

○議長（大原 昇君） １番戸澤義典さ

ん。 

○１番（戸澤義典君） 町長、今年以降が

チャンスではないですか。先ほど言った都

市計画マスタープランを新しく策定しよう

という話ですから、町長の任期はあと１年

しかないですけれども、逐次立ち上げて、

町民の声をいろいろ聞いて、ぜひ新しい都

市計画マスタープランに町長の思いを残せ

るような計画をつくっていただきたいと思

いますが、どうでしょうか。 
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○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 誰がやるかという

ことではなくて、やはり皆さんとそういう

話をしていかなければいけない時期に来て

いると思うのです。それはなぜかという

と、公的な資金も含めて使うというとき

に、やはり皆さんと、みんながこれをまと

まってやらないとこの町はよくならないと

私は痛切に感じるのです。 

 そう考えると、今、いろいろな計画をつ

くろうとしたときに、やはり担当と話した

のは、ただつくればいいという話ではない

よね、ここをみんなとつくった以上は、ち

ょっとスローでも、何とか２０年、３０年

かけてやろうと。そういうことをやってい

かないと駄目かなと思っているので、ま

ず、皆さんとそういうものをしっかりやる

努力はしたいと思います。 

○議長（大原 昇君） １番戸澤義典さ

ん。 

○１番（戸澤義典君） 大賛成です。ぜひ

町民の意見を取り入れて、議会議員の協力

も得ながら、ぜひ実効性のある都市計画マ

スタープランの改良バージョンをつくって

いっていただきたいので、期待したいと思

います。 

 次に、公共施設の関係ですけれども、現

状で使用できない建物はないのでしょう

か。例えば、旧ユースホステルとか旧美英

福祉寮は扱い上ではどうなっているのか、

用途廃止になっているのか、用途廃止でも

使用できるできないとなっておりますけれ

ども、用途廃止で、なおかつ使用できない

建物になっているのか、その辺の扱いはど

ういうふうになっているのでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 財務課長。 

○財務課長（吉田善一君） 戸澤議員の御

質問にお答えいたします。 

 まず、旧ユースホステルにつきまして

は、用途廃止以降、活用が見いだせないま

ま、現状のまま残っている状況です。 

 また、美英福祉寮についても、平成２７

年に用途廃止して以降、普通財産という扱

いで施設が残っている形となっております

ので、よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １番戸澤義典さ

ん。 

○１番（戸澤義典君） 用途廃止で財産に

残っているということは、一応、用途廃止

の中のさらに下の区分で使用できる、使用

できない区分があったと思うのですけれど

も、使用できる部類に入っているというこ

とでよろしいのですか。 

○議長（大原 昇君） 財務課長。 

○財務課長（吉田善一君） 御質問にお答

えいたします。 

 普通財産として管理しておりますので、

一応使用できるというか、町で管理してい

る財産区分には入る形になっております。 

○議長（大原 昇君） １番戸澤義典さ

ん。 

○１番（戸澤義典君） この施設の解体に

おいても、公共施設管理計画はありますけ

れども、解体の特出しの計画はないです

ね。例えば、旧美幌中学校跡地は令和何年

頃に解体するとか、美英福祉寮は何年頃に

解体して幾らぐらいかかるとか、そういう

計画がないと、なかなか実行できなくて、

行き当たりばったりの解体になってしまう

と思うのです。 

 そういう計画があれば予算措置もできる

と思うのです。あるいは、旧美幌中学校を

解体するには１億円以上はかかると思いま

すし、公共施設基金が使えるかもしれませ

んけれども、この期間に何を解体する、こ

の時期に何を解体すると決めておけば、そ

れに基づいて基金を上積みすることもでき

るし、ぜひつくるべきだと思うのですけれ

ども、その辺はどうですか。 

○議長（大原 昇君） 財務課長。 

○財務課長（吉田善一君） 御質問にお答

えいたします。 

 未利用施設の解体の件につきましては、

現在、内部で２０戸程度空いている状況の
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建物ということで計画は持っているところ

です。 

 ただ、計画的に解体を進めていきたいと

考えてはおりますが、解体に大きな費用が

かかってきますことから、その後の跡地利

用が見込めないと、なかなかすぐに解体と

いう状況にも行かないところかと考えてお

ります。 

 先ほど答弁の中にもありましたが、今年

度、補助事業を活用しまして、地域振興セ

ンターと旧役場分庁舎を解体しているとこ

ろでありますので、今後もその時々の有利

な事業等を活用しながら、財政規律を守

り、適切に管理していきたいと考えており

ます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １番戸澤義典さ

ん。 

○１番（戸澤義典君） 跡地利用という部

分が入れば、なかなか解体に踏み切れない

と思うのです。今回はゆうあいセンター、

多分、駐車場か何かにするという目的があ

って解体するのでしょうけれども、旧ユー

スホステルの跡地利用なんてできるのでし

ょうか。美幌町役場発祥の地だから何か記

念館でも建てますよとか、次の項目にも入

っていきますが、公園管理の部分で景観を

うたっていますけれども、景観というのは

美幌町全体の話だと思うのです。 

 高台にある町全体を見渡せる美幌中学校

が、今は倉庫として使ったりできますけれ

ども、さらに２０年、３０年たったときに

朽ち果てた状態で残ってしまっている状況

は景観的にも悪いと思うのです。多分、見

た感じでは、今のところ一番除却費がかか

る建物なのかと思います。 

 先ほど、２０か所ぐらいあると言いまし

たけれども、旧美幌中学校はそこに入って

いますか。 

○議長（大原 昇君） 財務課長。 

○財務課長（吉田善一君） 旧美幌中学校

につきましては、今お話がありましたとお

り、現在、物置として各部屋を使用してお

りますので、この計画の中には入っていな

い状況となっております。 

○議長（大原 昇君） １番戸澤義典さ

ん。 

○１番（戸澤義典君） 当然、使用してい

るものは入っていないと思うのですけれど

も、私が言いたいのは、現在使用している

ものでも、１０年後、２０年後には絶対に

使用できないという建物がありますね。そ

ういうものも含めてそういう計画に入れて

おかないと駄目だと思うのです。そうしな

いと、使えなくなってから入れようかとい

う話にはならないと思うのです。そのため

の計画ではないですか。今は物が入ってい

るけれども、将来的に２０年後、３０年後

は絶対に使えないですね。だから、これは

３０年後に解体しようかと入れておかなけ

ればいけないし、３０年間で解体費用を積

立てができるではないですか。今使えない

ものだけではなかなか完璧な解体計画には

ならないと思うのですけれども、その辺の

考えはどうでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 総務部長。 

○総務部長（小室保男君） 議員の御指摘

のとおりだと思います。 

 先ほど課長から答弁させていただきまし

たが、町の施設の中で順次解体をしていか

なければならない施設も数を多く抱えてお

ります。 

 そういう中で、国の補助金が制度化され

まして、解体に対して５分の２の補助金が

出るというものが数年前に制度化されまし

た。このため、年次的に未利用の公共施設

については解体除却を図っていきたいとい

うことで、今、スタートを切ったところで

あります。 

 景観という御指摘もありましたが、実は

古梅地区の地元から、旧古梅小の教員住宅

の朽ち果てた２棟があるのですけれども、

非常に景観上も好ましくないというお話を

いただいておりますので、令和４年度に解
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体をする計画です。 

 また、旧ゆうあいセンターにつきまして

も、国保病院の駐車場としての活用が見込

まれますので、優先して令和４年度から事

業を進めたいと思っております。 

 ほかの施設も当然順次やっていくのです

けれども、国の補助金の予算づけもありま

すので、なかなか一気に進めるということ

にはならないものですから、そこは様子を

見ながらやっていきたいというのが１点で

す。 

 当然、今後も順次用途廃止していくよう

な施設も出てきますので、それについては

計画に追加で盛り込んだ中で、しっかりと

対応していきたいと思っております。 

 一方で、民間の皆様には空き地問題、空

き家問題がありますので、しっかり管理を

して除却もしてほしいということで町では

働きかけをしておりますし、当然、町の施

設も、民間の皆さんにお願いする以上、し

っかりと取り組まなければいけないと思っ

ておりますので、そこは計画的に対処して

いきたいと思っております。 

○議長（大原 昇君） １番戸澤義典さ

ん。 

○１番（戸澤義典君） ぜひ計画して、な

るべく補助金をもらって解体できるよう

に、今後、期待したいと思います。 

 最後に、空間・景観・環境づくりという

ことで、公園だけの話になっていましたけ

れども、私がイメージしたのは、先ほどの

まちなか再生、まちなかのにぎわいという

観点で、民間地ですけれども、まちの中に

いっぱい遊休地がありますが、その中に、

広い公園で、樹木が植わっていて、ベンチ

があって、コーヒーとかの露店があって、

ちょっと水があって、そこで子供たちがロ

ーラースケートで遊んでいるというイメー

ジの公園があれば、非常に人も集まるし、

にぎわいができるのかなというイメージを

持っていたのです。今ある公園というので

はなくて、別な意味の公園があってもいい

と思ったのです。 

 そこに先ほど言った道の駅も併設してい

ればなおさら最高で、本当に黙っていても

人が集まってくるのかなというイメージが

あって言ったのです。 

 今のサニーセンターの駐車場のところで

ローラースケートをやっていますという話

ですけれども、私も何回か見たことがあり

ます。自分でポールを持ってきてわざわざ

置いて、そこを飛んだりしているのです。

どうせだったら、あんな平らなところでは

なくて、昔、後楽園さんにこんなものがあ

りましたね。ああいうものが公園という形

であれば、皆さんは喜んで遊ぶのかなとい

うイメージで言っていたのです。あそこは

ローラースケートができるようにつくった

というのは承知しているのですけれども、

寂しいな、もっとまちの中にああいう施設

があればいいなと思っていますし、先ほど

言った道の駅とかに隣接してとか、まちな

か再生というのも全部連携した話なのです

けれども、その辺の考えはどうでしょう

か。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） これも本来の答弁

から外れるかもしれませんけれども、公園

というイメージだと思うのです。 

 今までは、都市計画に基づいて都市公園

を指定されて、つくりなさいという流れで

した。私が役場に入った頃の先輩方は、金

属の遊具を置いたり、本当に冬場どうする

のだという状況でした。 

 もともとは、他の町村や他の国を見る限

り、今、戸澤議員がおっしゃったように、

本当に広いところに木があって、本当に暑

いときには、皆さんはその木陰を求めて、

そこに人が集うと。 

 例えば、アメリカのゴールデン・ゲー

ト・ブリッジの公園は、本当に自然豊かな

のです。人工的にですが、本当に将来を考

えてあの用地を買って、今は本当にすごく

よくなっているのです。それを見てきたと
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きに、やはり公園というのは、そんなに遊

具は要らないから、木陰のできる木が何本

かあって、ベンチがあってというイメージ

でありました。 

 だから、今のところ、少しでも木を植え

たりして、多くではなくて、木陰とか、ち

ょっと危ないかもしれないけれども、木に

登れるとか、そういうようなことができる

ような公園に変えていきというのは、あま

りお金をかけずにできるので、時間さえい

ただければという思いがありますから、本

来の御質問からは外れかもしれませんけれ

ども、しっかりやりたいと思います。 

○議長（大原 昇君） １番戸澤義典さ

ん。 

○１番（戸澤義典君） いずれにしまして

も、今後つくられる都市計画マスタープラ

ンは、プロポーザルでやるのではなくて、

町の意見を取り入れて、我々議員とああだ

こうだともみながら、実行可能な新都市計

画マスタープランが出来上がるよう期待し

て、私の質問を終わりたいと思います。 

○議長（大原 昇君） これで、１番戸澤

義典さんの一般質問を終わります。 

 以上で、本日の一般質問を終わります。 

――――――――――――――――――― 

◎延会の議決 

○議長（大原 昇君） お諮りします。 

 本日の会議は、これで延会いたしたいと

思いますが、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 異議なしと認めま

す。 

 したがって、本日は、これで延会するこ

とに決定しました。 

――――――――――――――――――― 

◎延会宣告 

○議長（大原 昇君） 本日は、これで延

会いたします。 

 お疲れさまでした。 

       午後 ５時３５分 延会   

  



－ 73 － 

 

 

 

    美 幌 町 議 会 議 長 

 

 

         署 名 議 員 

 

 

         署 名 議 員 


